



























































これはゾンビですか？ 18




はい、一般ピーポーに戻ります
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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プロローグ　海開き、始めました




第一話　はい、季節の宇宙生物だす

第二話　はい、１５０センチの蚊です

第三話　はい、女子高生です

第四話　はい、子供は真似しちゃいけません。




エピローグ　はい、甲殻類は狡猾です。







　あとがき

　特別付録　はい、価値は見えてます




















　その日は、燦さん々さんと陽光が降り注ぐ清すが々すがしいまでの夏だった。

　太陽の光を浴びて、俺は今人間を満まん喫きつしている。

　リリアによって身体からだのほとんどを人間にされてしまった俺は、そのおかげで太陽光を浴びても問題がなくなった。

　眩まぶしい。眩しすぎるぜ。高二の夏。

　七色のビニールシートに横たわり、俺は辺りを見回した。

　青い空。ごった返す人ひと混ごみ。家族連れやカップルたちが笑え顔がおを見せている。

　そう、ここは──

　海だ────────っ！　と俺は叫さけびたかった。

　海の壮そう大だいさは、全すべてを受け入れてくれそうで、つい思いを伝えたくなる。

　山や空も同じだな。だが、俺は海へは走らない。恥はずかしいからな。

　少し目を逸そらせば、五つ目の砂の城を作ろうとしている可愛らしい見知らぬ幼女。──と一いつ緒しよにいる銀ぎん髪ぱつの少女。それは、感情を表しても何の事件も起こさない、優やさしい女の子だった。

　ユークリウッドは最も早はや、ヘルサイズじゃない。

　俺たちの家族。『相あい川かわ　優ゆう』なんだ。

　幼女が砂の城を作ろうとしているところに声を掛かけ、手伝っているんだろう。

　俺はそんな優に微笑ほほえみを向けていた。

　幼女を気き遣づかう姿にじゃない。

　彼女は今──ビキニ姿だからだっ！

　ビキニなんだ──────っ！　と俺は叫びたかった。

　海の壮大さは、全てを受け入れてくれそうで、つい思いを伝えたくなる。

　山や空も同じだな。だが、俺は海へは走らない。恥ずかしいからな。

　去年、プールに行ったとき優はスク水だったが、今回はビキニ。

　優は泳ぎが得意ではないので、ずっと砂と戯たわむれていた。

　まあ、海で泳ぐ奴やつは海初心者だね。

　ディズニーランドで時間一いつ杯ぱいアトラクションを求めて彷徨さまよう奴ぐらい初心者だ。

　上級者はアトラクションには乗らない。

　他ほかにも、楽しめるモノは沢たく山さんある。

「アユムアユムっ！　スイカを割るぞっ！」

　元気よく飛び込んで来たのは、春はる奈なだった。

　優に負けじと、ビキニを着ているが、その布面積は優よりも小さい。

　より露ろ出しゆつをした方が勝ちだとでも思っているのだろうか？

　全然色気を感じないのは、彼女のボディが貧ひん相そうだからだろう。

　春奈は今、次期女王になるため、この世界に留学している。

　ヴィリエにとってはこの世界の人間なんて虫けらみたいなモノだが、だからと言って学ぶべきところがない訳でもない。

　他の世界を知ること。

　大先生が取った戦争を無くすための術すべってのは、つまりはそういうことだったのだろう。

　……スイカねえ。

「いいか春奈。スイカ割りなんてのは、ガキがやるゲームだ」

「噓うそ吐つけ。ちゃんとルールがあるスポーツだって葉っぱの人に聞いたぞ」

「しょうがないな。やってやりま──」

　げす。春奈の鬼き太た郎ろうばりのビーサン飛ばしが、俺の鼻っ面つらを叩たたいた。

「何すんじゃコラ」

「アユムが鬱うつ陶とうしいから仕方ないじゃん」

　あーそれは仕方ないねー。…………ってなるかボケ。

　武力を行使するには大義が必要なんだよ。

「お前は今、なんでこの世界に残ってるんだっけ？」

「この世界で『女王の資質』を身に付けるためだけど？」

「人にサンダルをぶつけるのが女王の資質なのかよ」

「あいつは女王の資質ってのは誰だれもが持っているモノだって言ってたから、もしかしたらサンダルをぶつけることなのかも知れないじゃん」

「あいつね」

　ちらりと、顔を横に向ける。

　そこには、一人の少女。

　ライオンのぬいぐるみと一緒に遊んでいる少女がいた。

　そう、ヴィリエの元女王、『リリア・リリス』だ。

　女王の座を奪うばわれ、今はこの世界でのんびりとバカンスを楽しんでいる。

　というのは建前で、もしかしたらまだ魔ま力りよくの永久機関を狙ねらってるのかもしれないから、目が離はなせない。

　実はこの海へ来たのも、リリアの動向を窺うかがうのが主目的だった。

　ちなみに、夜は吸血忍にん者じやがやってる旅館を貸し切りで使うことになっている。

「サンダル返せよな」

　自分で飛ばしておいてこの野や郎ろう。

　日光によって熱々になった砂を素す足あしで踏ふみたくはないのだろう。片足を上げたまま、ちょいちょいっと手招きならぬ足招きをしていた。

　ぽいっとサンダルを投げ返し、俺は立ち上がる。

「で、どこでやるんだ？　飛び散ると迷めい惑わくだろ」

「あたしを舐なめんなよな。ちゃんとそれ用のスペースは確保してあるに決まってんだろ」

「……それ用ってどういうことだよ」

　春奈がくいくいっと親指で指し示す。

　そこには、スイカを持ったセラの姿があった。

　セラだけはどうしてもセラって呼んでしまう。

　いや、言葉的には春奈も優も同じなのだからセラだけという訳でもないのだが──

　まあいいや。

　とにかく、ポニーテールのお姉さんが、小玉スイカを持って俺たちが来るのを待っていた。

　イベント施し設せつ──と言うべきなのだろうか。

　舞ぶ台たいが設営されていた。

『第一回、新スイカ割り大会』の文字が壁かべに書いてあるところを見ると、別に俺が行かなくても大人数でやるんじゃないのかなと思う。

　大会だぞ大会。小会じゃなく大会。

「出たー。アホの発想だー」

「いいからさっさといけよなっ！」

　春奈に檄げきを飛ばされ、俺は渋しぶ々しぶ会場へと向かう。

「いつまで待たせるんですか？　さっさと来て下さい。ホントダメ男ですね」

　水着とは、かくも奇き怪かいなモノである。

　それを取り去りたいと男なら思うが、裸はだかよりも素晴らしさを感じることもある。

「待ってたことを知らないからな」

　日光を浴びることはもう慣れたが、注目を浴びるのはいつまで経たっても慣れない。

　みんなの視線を浴びながら、俺は舞台へと上がった。

　拍はく手しゆで迎むかえられると、少し気持ちが良い。

「で、これはどういうことなんだ？」

「はあい、やっと主役が登場しましたねー」

　春奈はマイクを持って、観客に告げる。

「え？　主役？」

　俺は少し表情が綻ほころんだ。

　セラが俺に目め隠かくしと──日本刀を渡わたす。

　日本刀？　に、にににに日本刀っ！

　俺はもう一度壁の文字を見る。

　新スイカ割り。

　新……つまりこれは、春奈が新たに考案したスイカ割りなのだろう。

　ってことはなんだ？　棒の代わりに日本刀でやるってか？

　それだけの変化な訳がない。セラは小玉スイカを持っていた。

　……何な故ぜ、小さいスイカなんだろう。

「お前、何を考えてんだ？」

　セラに問いかけてみる。

「分かるでしょう？　あなたなら」

　セラは不敵に笑った。

　俺は目隠しをされ、舞台の中央に立たされる。

「さあ、新スイカ割り、スタートっ！」

　春奈の声と共に、新スイカ割りが始まった。

　おかしな点がいくつか存在する。

　まず、日本刀であること。

　ルールを説明されていないこと。

　……ばっかーん。

　そして、小玉スイカが俺に直ちよく撃げきしたこと。

　……うん、理解した。

　つまり、新スイカ割りとはこういうことなんだろう。

　目隠しをして、日本刀で飛んでくる小玉スイカを割る。

　出来るか──────っ！

　横移動をする。

「右右！　右だーっ！」

　春奈の声と共に、的確にスイカが投げられる。

　ばか。ごす。ぼこ。

　無理無理。

　日本刀を青眼に構えて、スイカが刺ささったり切れたりするのを待つしかない。

　どこ。がす。どどん。

　スイカは、真まっ直すぐ正面からだけ飛んでくる訳ではないようだ。

「春奈！　お前にとって女王の資質ってなんなんだよ！」

「誰でも持ってるもんだろ？　球種の多さ？」

「誰でも持ってねえわ！　カーブとフォークぐらいしかねえわ！　あとチェンジアップぐらいだわ！」

「しゅーりょー」

　春奈の声が聞こえ、スイカの嵐あらしは止やんだ。

「記録は、五個でしたー」

　残念そうな声。

　目隠しを取られると、辺り一面真っ赤なスイカ汁じるで一杯だった。

　なんと凄せい惨さんな光景か。

　食べ物で遊ぶな。なんてことをよく言うが、スイカ割りとトマト投げ祭はその枠わくに入らないと俺は信じている。

「記録とか言うけどな。お前がやってみろよ」

　と、俺は春奈に目隠しを渡す。

「あたしは司会だから」

　と、春奈はセラへ目隠しを渡した。超ちよう高こう速そく責任転てん嫁かと言えるだろう。

「はあ、しょうがありませんね」

　セラは目隠しを握にぎり、溜ため息いきを吐つく。いいんだよ！　春奈に返してもいいんだよ！

「うんうん、しゃーなしだな」

　春奈は嬉うれしそうに頷うなずいた。

　マジかよ。まさかセラがやるとは思わなかったが。

　すっと日本刀を構えるセラ。

「よーい、スタートっ！」

　春奈の声と共に、スイカが投げられる。

　一八〇度の角度から一いつ斉せいに投げ付けられるスイカ。

　それらは全すべて、二つに分かれていく。

　どうやってんだあいつ。

　うん、まあ……ある意味、本業とも言えるが──

「はあい、記録は五〇個でしたー」

　惜おしみない拍手。

　……あれ？　主役は俺じゃなかったのか？

　やられた。嚙かませ犬にされたんだ。

　この盛り上がりを演出するために、民衆を扇せん動どうするために、春奈は俺を犠ぎ牲せいにしたんだ。

「あのな、春奈。女王の資質ってのはだな」

「さっきからなんだよー。いいじゃん楽しければ」

　……俺は、お前に女王になって欲しいと思ってるんだ。

　それはまるで、口うるさい親のようだったかも知れない。

「何かに目覚めるより、長所を伸のばす教育を、私は推すい奨しようしますが」

　見かねたセラが、俺に提言する。

「春奈の長所？」

「そうですね。例えば──企き画かく力」

























　とある冬の日だった。

　することもないので、部屋の片付けをしていたら、懐なつかしい本を見つけてしまった。

　それは、まだ俺が感受性豊かで、目をくりくりさせながら、正義の味方がこの世界を悪者から守っていると信じ切っていた頃ころ、一〇年以上前かなー。まだ幼よう稚ち園えんだった頃に、自分で書いた、ヒーローの設定資料集だった。

　そこには色いろ鉛えん筆ぴつで描えがかれた下手くそなイラストと、意味が分からない設定が書き連ねてある。

　懐かしいなー。いつからだろう。あんなに好きだった戦隊ヒーロー物を見なくなったのは。

　人には見せられない黒歴史ノートについつい時間を取られ、掃そう除じが全く進まなくなった頃、まるで密室殺人でも行われているかのように、俺の部屋のドアを蹴け破やぶって一人の少女が飛び込んできた。

「アユムアユムアユムアユムーっ！」

　元気いっぱいの楽しげな表情で、身長一四五センチの小さな体と、肩かたまである茶ちや髪ぱつのてっぺんから伸びるアホ毛を巧たくみに使って喜びを表現しながら、それは現れた。

「ハルナ、ノックぐらいしてから入れよ」

「したじゃん！　思いっきり！　まあ、そのせいで、ちょっと開いちゃったけどな」

「よーし、次からお前の部屋に入るときも、助走を付けて全力のドロップキックでノックして欲しいって事だな？」

「はあ？　何言ってんの？　バカ？」

　こいつ、殴なぐりたい。

　どうせロクでもないことを考えてるんだろう。無視だ無視。

「サザエさんは昔、火曜日にもやっていた！　なのに今はどうだ！　アニメ業界は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっている！」

　ハルナが何やら力説を始めていたが、俺は壁かべの方を向いて部屋の片付けを再開する。

「今から作るぞっ！」

「……ん？　何を？」

　全然興味がなかった俺は、ハルナの言葉を聞き流していた。だが──聞き捨てならない事を、彼女は言い出す。

「アニメだって言ってるだろっ！」

　なるほど、すでにアニメを作ってしまい、作ってしまったなら仕方が無い空気にするつもりだな。既き成せい事じ実じつって奴やつか？

「作るのは勝手だが──まあ、今年中に出来ればいいな。頑がん張ばれー」

「はあっ？　今すぐ作んのっ！　一週間以内っ！」

　電でん撃げき作戦過ぎるだろっ！　アホかこいつはっ！

「アニメを一本作るのに、何枚絵を描かかにゃならんのか、お前知ってるか？」

「ほら、良いからハンディカム貸せよなっ！」

「え？　ビデオ回して実写映画を作るってこと？　アニメじゃないのか？」

「違ちがう！　これは、実写アニメだっ！」

　頭が混乱してきた。

　もう、いいや──

　こんなに喜んでいるハルナを、誰だれも止められないんだ。







　所変わって、学校の教室。

　休日だってのに学校の教室で俺は、黒板のすぐ前にある席で机に突つっ伏ぷしていた。

「集まって貰もらったのは外でもないっ！　あたしらで実写アニメを作ることになった！」

　黒板を叩たたくＴシャツ姿のハルナ。そのアホ毛は振ふり子のようにピコピコ揺ゆれている。

　最前列の席には、俺の他ほかに三人の戦士。

　まずは──

「おおーっ！　いよいよかーっ！　すげえぜ師し匠しようっ！」

　手を叩いて喜びを表すアホの少女が一人。ショートカットの髪かみが、その少年のように輝かがやかしい表情によく合っている。

　彼女は『友紀』。読み方はトモノリ。おっと……危ない危ない。つい『トモノリ』が定着してしまって忘れていた。本当はユキって読むんだったな。

　運動が大好きでボーイッシュなところから、みんなにトモノリとあだ名を付けられた、悲しい少女だ。

　続いて──

「なあ相あい川かわ。イマイチ『実写アニメ』ってのが理解出来ないんだが」

　俺の隣となりにいたツンツン頭の男が首を捻ひねる。

　彼は『織おり戸と』。俺のクラスメイトだ。こいつに関しては特に何か説明することはない。あ、一つあったな。──メガネ掛かけてる。

「俺だってしらねーよ」

　織戸へ適当な返事をしていたら、織戸のそのまた隣の席に座っていたポニーテールの女性がこちらへ顔を向ける。

「つまり『自主制作』と『実写』という言葉を、間違ってるのではないでしょうか？」

　なるほど。ハルナはよく言葉の勘かん違ちがいをするからな。もしかしたら、そういうことなのかもしれない。

　凜り々りしい表情でこちらを見つめる彼女は『セラ』。きっと、引き締しまった雰ふん囲い気きを纏まとったとても美しい少女だ。

　美しいのはポニーテールや、鼻筋の通った顔やヒスイ色の瞳ひとみだけではない。

　何より特筆すべきことは、彼女が『ナイスバディ』であるという点だろう。

　大きすぎないが強く主張する胸、きゅっと締まった腰こし。そしてそこから──

「歩あゆむ」俺がセラの魅み力りよく的な長い足を眺ながめていると──その大きなヒスイ色の目をナイフのように尖とがらせて睨にらみ付けてきた。

「あなたは本当に豚ぶた野や郎ろうですね。気持ち悪い目で見ないで頂けますか？」

　織戸も俺と同じように、セラのナイスなバディをなめ回すように見ていたが、セラの非難は俺に対してだけだった。

　というのも──

「セラさん！　俺もなじって下さいっ！」

　メガネを掛けたツンツン頭のこの男は、セラを溺でき愛あいしている。それを理解した上で、セラはスルーしていたのだ。

「ああ……いたのですか。すみません。あなたに興味がなさ過ぎて、存在に気づくことが出来ませんでした」

　どうやらセラにとって織戸は、セミや小鳥のようなモノなんだろう。音がしなければ、気にとめることもない存在。いてもいなくても、どうでもいい。

　そんな織戸とセラに友紀。

　この場には、さらにもう一人。

　教きよう壇だんに立つハルナの横に、学校には似つかわしくない少女。

　まあ、俺たちも私服で来ているし似つかわしくないのだが、彼女は毛色が少々違う。

　西せい洋よう鎧よろいにガントレット。光に反射してキラキラ光る銀色の髪と、青い瞳。まるでアニメの中にいるような、超ちよう絶ぜつ美少女だ。名前は、『ユークリウッド・ヘルサイズ』通つう称しようユー。

　トントン。ボールペンが二回黒板を叩く。

　彼女はとある理由から声を出すことも感情を出すことも出来ないので、いつも筆談で話をするのだ。

『どういうものを　作るの？』

　ユーはみんなにも見えるよう黒板に文字を書いてくれた。

　いつもはメモ用紙に書くのだが……なるほど、ハルナの隣にいる理由は、文字をみんなに見やすくするためか。

「はい！　みんなでまずはジャンル案を出せよなっ！」

　バンと黒板を叩くハルナは、きっと熱血教師の気分なのだろう。

「はっ！　三人集まればモンドの知ち恵えって奴だっ！」

　誰が必殺仕事人やねん。友紀は衝しよう撃げきを受けていたが、他の面々は呆あきれていた。と思う。

　教壇にいるハルナとユー、俺と織戸、セラと友紀。

　……メンバーは六人だけか？　このキャスティングでどういうモノを作る気なんだよ。

　すっと手を挙げたのは──セラ。よし、言ってやれ言ってやれ。こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことを何な故ぜしなくてはならないのか──と。

「時代劇要素を入れれば、良いと考えます」

　ノリノリだーっ！　友紀がモンドの知恵なんて必殺仕事人を連想させる単語を出すから……唯ゆい一いつの常識人が毒されてしまった。

　早さつ速そくユーが可愛い字で『時代劇』と黒板に書く。

「その心は？」ハルナは微び妙みようだなと言いたげな顔で聞く。

「アニメで獲かく得とくしづらい、Ｍ３層の心を摑つかむためです」

「なんだよセラフィム。ウルトラマンの話か？」

　あまりにも業界用語過ぎたために、理解出来ない友紀が楽しげに笑う。

「トモノリ、Ｍ３層ってのは五○代以上の男性の事だ」

「え？　だったらＭ78ってすげーじゃねえか！」

　何歳やねん。Ｍ78星雲は年ねん齢れい層のことじゃねぇよ。

「マグニチュードという発想じゃないのがトモノリらしいよな」

　織戸がケラケラと笑いながら、ちらりと友紀を見た。

「どうせ、マグニチュードって言葉を知らなかったんだろうな」

　俺も織戸の話に乗っかって、嘲ちよう笑しようする。

「ひでーぜ相川っ！　それじゃまるでオレがバカみてえじゃねえかっ！」

　心外だとばかりに机を叩いて抗こう議ぎする友紀を……

「まだ自覚してなかったのですか？」

　セラがばっさり切り捨てた。

　友紀のテンションが、大だい魔ま神じん佐さ々さ木きのフォークボールなみに下降し始めたときに、ハルナはチョークを友紀に投げつける。

「早く案を出せよなっ！」

　急下降していく友紀のテンションが、一気に跳はね上がる。

「オレは断然、巨きよ大だいロボを推おすぜっ！　巨大ロボの熱いバトルはアニメならではだと思う！」

　ユーは黒板に『ロボ』の二文字を『時代劇』の隣に書く。

「はい、じゃあ次──そこの草むらに酷こく似じした奴な」

　どうやらハルナには織戸自じ慢まんのツンツン頭がただの草むらに見えるようだ。

　織戸は待ってましたと言わんばかりにメガネをくいっと押し上げて──

「エロがあれば、何もいらない」

　ダンディズム溢あふれる渋しぶい声でそう言った。

「お前もう帰れよなっ！」

　不快感の全すべてをアホ毛に込こめてピコピコさせたハルナは、チョークを投げつける。

「休日に呼び出しておいて、もうかよっ！」

　チョークをぶつけられた額をさすりながら、織戸は立ち上がる勢いで叫さけぶ。

　畳たたみかけるように言葉を並べるつもりだったようだが──

「おや、まだいたのですか。すみません、全く気づきませんでした」

　セラの言葉というロンギヌスに心臓を貫つらぬかれ、織戸はヘナヘナと崩くずれ落ちるように着席した。

「でも採用！」

「すんのかよっ！」

　俺は間かん髪ぱつを入れずにツッコミを入れた。

「洋画とか見てたら、絶対お色気シーンは入ってるだろ？　多分、あれがないと怒おこられるんだと思うんだっ！」

「誰にだよ」

「カンヌ──雲うん長ちよう」

「関かん羽うとカンヌ映画祭を掛けてきたーっ！」

「関羽ならば、致いたし方かたありませんね。──気持ち悪いですが」

「そうだな。関羽じゃあ仕方ねえ」

　うんうん。ショートカットの少女とポニーテールのお姉さんは同じリズムで頷うなずいた。俺個人としてもエロ要素は欲ほしいけどさ、今の話のどこに納なつ得とく出来る要素があった？

「アユムはなんかないのかっ？」

　全員の視線が、俺に集まった。掃そう除じ中に見つけた、子供の頃ころのノートを思い出す。

「戦隊物を──やりたいかな」

　時代劇とはかけ離はなれるけど巨大ロボを出したいという友紀の意見も尊重できるからな。

　ユーは黒板に『レンジャー』を付け足す。

　いつの間にか、『宇宙生物』というものが加えられていた。恐おそらく、ユーの意見なのだろう。

「あんたら、幼よう稚ちだなー」

「そういうお前は何が良いんだよ」

「サスペンスだ！」

　ユーの代わりに、ハルナがデカデカと黒板に書く。




　時代劇。ロボ。エロ。レンジャー。宇宙生物。サスペンス！




　さあ、どれを題材に作品制作に掛かるべきか──やはり、小道具とかが少なくてすむエロかサスペンスが良いかな。

『次は？』

　満足した様子のユーは、早く企き画かくを進めたい様子だった。

「次は設定だ！　売るためには、設定が全てだと言っても過言じゃないからなっ！」

「設定ねー。今から目新しい設定を作るのは大変だと思うぞ～？」

　織戸が椅い子すを傾かたむけて天てん井じようを仰あおぐ。

　そうだな、ここは難しいところだ。そうそう新しい設定を作れるのなら、誰だれでも作家になれるだろう。セラが細い手をすっと挙げ、発言する。

「では──それぞれが素す晴ばらしいと思った設定を述べていくという形で、いかがでしょうか？」

　なるほど、ジャンルと同じように、既き存そんの設定を参考にした方が良さそうだ。

「よし！　じゃあ、絶対売れる要素をみんなで出していこうっ！」

　そんな不確定要素をどう出せってんだよ。なんて俺は一人溜ため息いきを吐ついたが、みんなは結構ノリノリで──

「ツンデレ！」と織戸。

「実は幻げん術じゆつ！」と友紀。

『主人公が　キムタク』とユー。

「マスコットキャラ」という意見は意外にもセラ。

「巨大化っ！」はハルナの意見。

　好き勝手な事を述べていけるみたいなので、俺も一つ提案する。

「ヒロインが風ふ呂ろ好き」

　すると──

「こんの変態っ！　揚あげればエロッケか！」

「うわー、相川最低だなー」

「気持ち悪い！」

　女性陣じんの声が槍やり衾ぶすまのように刺ささる。

「わかる。大だい丈じよう夫ぶ。俺はお前の味方だ。な？」

　織戸──お前の同類にされるのが一番腹立たしいよ。

「一通り出たな。んじゃ、あとは──名言だな」

「名言？」

「そうだっ！　名作には名言ってのが必要なもんなんだっ！」

　ピコピコ。アホ毛の揺ゆれは最高潮に達していた。それはさながら、犬の尻尾しつぽのようだ。

　それに対して、俺たちは口を噤つぐんでいた。そうそう出てくる言葉は名言とは言えないからな。

「それを出していってどうするんだよ」

「物語を作るにはシーンから。シーンを作るにはセリフから入るのが、あたしのポリシーなんだっ！　そんくらいわかれよなっ！」

　つまり、言いたいセリフを先行して話を作るようだ。

　友紀が首を傾かしげながら手を挙げる。

「例えば──だけどさ。『ここは俺に任せて～』みたいな感じか？」

「そう、それそれ！　そういうのっ！」

　あ、そういうので良いんだ。

　早速ユーが黒板に『ここは俺に任せろ』と書き込む。

　一つ例が出たことで、みんなもどんどん名言がわき上がってきたようだ。

　約一時間ほどだろうか。こうして案を出した結果が、以下の通りである。




　ここは俺に任せろ。サラダバー。神か悪あく魔まか。ポテトもご一いつ緒しよにいかがですか？

　し、死んでる……見た目はあれでも中身は大人。どげんかせんといかん。




　名言とはかけ離れている気はするが、まあ俺たちじゃこんなもんだろう。

　これで何が出来るんだよ。

「よし、これで完成な。──んじゃ、明日あした早さつ速そく撮とり始めるからなっ！」

「おいおい、どういう話にするかをまだ決めてないだろ？」

「あたしを誰だと思ってんだっ！　もう出来たって言ってるだろ！」

　お前の頭の中だけで出来上がっても仕方ねえよ。どのジャンルにしたのかすら、決めてないだろ？

「タイトルはこうだっ！」

　腰こしに手を当てたハルナが、カカッカカッと小気味良い音を立てて黒板に大きくこう書いた。




『ハルナちゃんサスペンス劇場


時代劇戦隊！　ゴニンジャー




～季節の宇宙生物を添そえて～』






　全員の意見を尊重した結果になった────っ！　何でも混ぜれば面おも白しろいってもんでもねーだろうよ。ていうか、まさかこいつ、今出した案全てを採用するつもりかっ？

「こ、これはすげーぜ！」

　ごくりと友紀が唾つばを飲み込む。

「まあ、ある意味な」

　織戸は俺と同じように、嫌いやな予感を感じ取ることが出来たようだ。

　そんなこんなで、翌日撮さつ影えいが開始されたわけだが──

　最初の撮影は──なんとセラの入浴シーンっ！

　最初っからクライマックスだぜーっ！

　つまりこれは、「ヒロインは風呂好き」という設定を使うということだろう。セラがヒロイン役か。まあ、ハルナやユーじゃあ、貧ひん相そうすぎてお色気シーンにはならないからな。

　俺はハンディカムを構えて、タオル姿のセラを撮る。

　隣となりに立っていた織戸は、にやけた表情を隠かくすことなく、鼻息を荒あらくしてセラを見つめていた。セラの悩なやましげな眼まな差ざしは、ナイフのように鋭するどくなる。

「あとであなた方も風呂に入ってはいかがです？　ドライヤーを湯船に落としますので」

　殺人予告っ！

「はいはい。すぐ終わるから、とっとと撮るぞ！」

　セラや俺とのやりとりを待ってられないのか、ハルナがメガホンで俺の頭を叩たたく。

　この狭せまい風呂場に、どうしてメガホンが必要だと思ったのかを問いただしたいが、どうせ答えは決まっている。

　監かん督とく＝メガホンなのだろうよ。

　ポニーテールだった髪かみをアップにして、湯船に浸つかったセラは、ふうと一息吐く。

　うなじからシミもニキビも一つもない肩かたと背中へ、じっくりカメラを回していたら──

「あなたが落としたのは神様ですか？　それとも悪魔ですか？」

　何のこと言ってんの？　セラの役所は泉の精的な奴やつか？

　すると突とつ然ぜん、ハルナが俺にカンペを出してきた。俺の台詞せりふなのか？

「いえ、ただのゾンビです」

「正直者のあなたには、今が旬しゆんの地球侵しん略りやくを企たくらむ宇宙生物を差し上げましょう」

「ありがとうございます」

　話が全く摑つかめていない俺は、それはもう棒読みでカンペを読んだのだが──

「カーットっ！　はい、今日はもう終わり！」

　え？　もう？　ていうか、今のやりとりはなんだったんだ？







　次の日は何の撮影をさせられるのか。俺はすでに挫ざ折せつしそうだった。

　学校のグラウンドに全員集合したのは良いのだが──

　織戸と友紀、そしてセラは時代劇でよく見る旅姿に着き替がえていて、ユーは何な故ぜかゴジラ的な怪かい獣じゆうの着ぐるみを着せられていた。

　いや、怪獣役なんだったら、口から顔出してたらおかしいだろ？　中の人丸見えじゃねえか。一体これから、何が始まると言うんだ？

「じゃあ、戦せん闘とうシーンを撮るぞっ！」

　意い気き揚よう々ようとメガホンを叩くハルナ。トレーナーの袖そでを肩から掛かけて軽く結んでいるのは監督っぽさの演出なのだろうか？　演出するなら作品内のことにして頂きたいモノだ。

「よくそんな衣い装しようがあったな」

「俺が、一いち夜や漬づけで作らされた。──死ぬかと思ったぜ」

　見れば、織戸の目の下にクマが出来ている。そうか、一日目がすぐに終しゆう了りようしたのは、準備があったから……それにしても、こいつの行動力には、度ど肝ぎもを抜ぬかれる事がある。以前もウェディングドレスを自作していたしな。

　織戸の衣装は、友紀やセラとは少し違ちがっていた。なんだか煌きらびやかな金色の着物。

　そう、それはまるで──水戸の黄門様のようだった。

　あ、もしかしてセラと友紀は助すけさん格かくさんのポジションなのか。

　両手を挙げてＹ字になった織戸を中心に、セラと友紀は左右に立つ。友紀は戦隊物っぽいポーズをしっかりやっていたが、セラは気が乗らないのかそういうキャラなのか、印いん籠ろうを掲かかげてただ直立しているだけだった。

「五人揃そろって、ゴニンジャーっ！」

　揃ってねーよっ！　過半数を超こえた程度だよっ！　あとセラは由ゆ美みかおるポジションじゃなかったのかよ！

「助さん、格さん、やってしまいなさいっ！」

　え？　なんだか織戸の黄門様が悪役みたいなセリフだけど、ユーの怪獣が悪役で間違ってないよな？

　ユーは声を発せないし、無表情で普ふ段だんから最小限の動きしかしない。

　棒立ちの宇宙生物に、セラと友紀は襲おそいかかる。

「たあーっ！　とおーっ！」

　友紀は叫さけびながらペチペチとユーを叩く。セラは頭を撫なでる程度で、役になりきる気はさらさらない様子。

　無表情のまま、好き勝手に攻こう撃げきされていたユーに、ハルナが声を掛ける。

「はい！　そこでビームを吐けっ！」

　監督、ガッツリ声入ってますけど。

　がー。っと大きく口を開けたユー。

「うわあああっ！」

　友紀が突然苦しみだして地面を転がる。こいつ、戦隊ごっこになれてるなー。

「格さ─────んっ！」

　やけに演技派の織戸が手を伸のばす。

　セラは綺き麗れいな黒髪に砂が付かないよう、着物を一枚脱ぬいで地面に敷しき、その上にゆっくりと寝ねそべる。

「助さ────────んっ！」

　織戸はヒザから崩くずれ落ちるようにがっくりとうなだれる。

　……なんだこれ？

「はいカーットっ！　もう次のシーン撮るから準備して」

　パンパン。ハルナがメガホンを叩くと、いそいそと出演者たちが動き出す。

　ここでやっと気づいたが──どうやら、俺だけが台本を貰もらってないようだ。

　ユーは着ぐるみを脱いで、待機している。

　次のシーンは、セラが友紀の手を取って、走るシーンだった。

　織戸は一人両手を広げ、何かに耐たえるような演技。

「早くっ！　ここは……ここは俺に任せて、お前たちは──ポテトもご一緒にいかがですかーっ？」

　何言ってんだこいつ。「ポテトもご一緒にいかがですか？」のフレーズを入れるシーンが見つからなかったんなら、強ごう引いんに入れなくてもいいだろうよ。

「いきますよ」

「おう！　……格さん？　じゃねーや。危ねー危ねー。……助さん！」

　友紀はとりあえず自分の配役を覚えるところから始めるべきだな。

「「合体っ！」」

　二人はくの字に曲げた腕うでを合わせ、ぐるぐる回る。

「はいカーット！　ＯＫＯＫ！　そんな感じそんな感じ！」

　ご満まん悦えつな監督と共に、畳たたみかけるように次の撮影場所へと移動する。

　やってきた場所は──学校のプール。

　まだプール開きしていないため、この場所に来るのは実に半年ぶり。学校側はどこまでハルナに協力しているんだ？

　織戸は私服に着替えて、何故か俺はブリーフ一枚の状態でプールサイドに立っていた。女の子たちは着替えに時間がかかるのだろう。あとはハルナしかいない。

「んじゃ、アユム。飛び込んで」

　うそーん。「最近暖かくなってきたからちょうどいいねー」ってやかましいわ！　冬だわっ！

　ハルナに蹴けり飛ばされ、俺は掃そう除じもしてないであろうプールにダイブ。

　その様子を余すことなく大だい爆ばく笑しようのハルナが撮影する。カメラの人は声を出してはいけないと思うんですがね。

「はいカット。んー、もっかいやってみようか？」

　お前、もう一回たたき落としたいだけだろっ！

　その後、俺は凍こごえる身体からだを抱だきながら商店街にやってきた。

　と言っても邪じや魔まになるので、立ち並ぶ店てん舗ぽの中から、今日が定休日だった文ぶん房ぼう具ぐ屋さんの店前を利用させて貰もらった。

　カジュアルな格好の織戸、友紀、セラが並んでいる。

　ユーはハルナの隣で、スケッチブックを持っていた。

　これだけを見ると、商店街を練り歩くという地方バラエティ番組のようなシチュエーションの撮影だ。──少し毛色が違うのは、俺がブリーフ一枚で首輪を付けられ、四よつん這ばいにされていたことぐらいかな。

　──俺、何役だよっ！　まだプールに落とされた寒さが残ってるよ！

　私服姿の織戸が、俺の背中を踏ふみつける。……せめて靴くつを脱げ、クソ野や郎ろう。

「メイビー。ぶっちゃけ君は俺を好きになる」

　キラキラと輝かがやく織戸のメガネ。お前がキムタクかよっ！

　ん？　カメラを構えるハルナの横で、ユーが何かスケッチブックを広げてる。

『歩　読んで』

　あー、カンペか。何々？

「時は元げん禄ろく──元副将軍現フリーターの織戸光みつ圀くに公は……」

　俺ナレーションかよっ！　四つん這いで主人公に踏まれてるのにっ！　そもそも元禄時代の設定なのに商店街で撮とって良いのか？

　口くち惜おしい表情で俺はカンペの続きを読む。

「莫ばく大だいな財産で、美女と豪ごう遊ゆうしていた。そんなクソみたいな彼だが、時代劇戦隊ゴニンジャーとして、えー地球を守っているそうだ。地球だってこんな奴に守られたくねえよな」

「へっへっへ……今日は何して遊んでやろうかなぁ」

　イヤらしい目で美女を見る織戸。良いご身分過ぎるので、天てん罰ばつが下くだりますように。

「んじゃ、今日は公園でドッジやろうぜドッジっ！」

　友紀が楽しそうに手を挙げる。豪遊しろ。

「行ってもいいけど──か、勘かん違ちがいしないでよね！　べ、別にあんたのこと、なんとも思ってないんだから！」

　織戸が照れる演技をしながら鼻をすする。──ツンデレ役もお前がこなすのかよっ！

　織戸はセラと友紀の肩を抱いて、両手に花状態で商店街を闊かつ歩ぽする。俺はその後ろをとぼとぼ付いていった。

　……誰だれにも見られませんようにと祈いのるばかり。あと膝ひざが痛い。

　織戸は悪のりして、手をふくよかな二人の胸へ伸ばす。

「おおいっ！　どこ触さわる気だよっ！　もう、こっち来んなよ～っ！　本気で怒おこるぞっ！　マスコットキャラからも何か言ってやれよー」

　お、俺マスコットキャラなのっ？　せめて名前付けろよっ！

「っつってもー。俺、副将軍の役やく柄がらだしー。良いではないか良いではないか～」

　織戸の顔をぐーっと押し返す友紀に対して、セラはつんとした表情でただされるがままだった。どうやら、本当に興味がない人間なので、「セクハラだ」と言いたくもないらしい。

「はい、カッ！」

　カンとハルナがメガホンを叩たたき、そこで撮さつ影えい終しゆう了りよう。

　まさかの──誰も得をしない気まずい撮影となった。

「歩、ホッチキスで最も人を苦しませる方法は、どうでしたっけ？」

　そんなトリビア知らねえよ！

　セラはしみじみと、文房具屋の看板を見上げていた。内心では、セクハラにブチギレてたんだろうな。

　商店街の後は、織戸宅へと足を運んでいた。

　織戸の部屋に入るのは久しぶりだが、ごちゃごちゃしている部屋は、いつも以上に散らかっていた。

　部屋自体は今ここにいる五人が全員寝ね転ころんでも窮きゆう屈くつさを感じないぐらいに広い。

　そこら中にグラビアポスターやフィギュアが飾かざられていて、何な故ぜ買ったのかわからないビルの模型やＮゲージと呼ばれる電車の模型、熊くま本もと城じようや名な古ご屋や城の模型などが所ところ狭せましと広げられていた。

　本当はセラも来る予定だったようだが、「天地が崩ほう壊かいしてもいきたくないですね」と頑かたくなに織戸の家に来ることを拒きよ否ひしたため、一人欠員のままの撮影となった。

　ハルナは友紀と共に、グラビアポスターを隠かくすように壁かべへ大きな紙を貼はっている。その紙に書かれていたのは、空と雲、そして太陽に山。

　それを目にして、俺はなるほど合点がいったと頷うなずきながら誰にともなく呟つぶやいた。

「……つまり、巨きよ大だい化バトルを撮ろうということだな？」

　怪かい獣じゆう役のユーと、ロボ役の友紀が着き替がえている間──

「見ろよ相川。これ三○万したレア物だぜ？」

　織戸のフィギュア自じ慢まんが始まった。

　だが、すごさが全く分からない。等身大フィギュアはフィギュアと言えるのかどうか。テレビで結構人気があることは知っている程度の萌もえキャラクターの等身大フィギュアを愛めでる織戸。

「俺個人としては、そっちの熊本城とかの方が凄すごいと思うが」

　城の模型もかなり大きなものだ。

「あー、それ作るのに三ヶ月かかったわ。思春期の貴重な青春を奪うばいやがったけど、出来上がった今としては、良き友だ」

　黄昏たそがれるように城を眺ながめる男はアニメキャラのフィギュアを床ゆかに並べていく。怪獣に追い立てられる一いつ般ぱん人を演出しているのだろう。

「比率考えろよなっ！　こんくらいのを置かないとおかしいだろっ！」

　ハルナはガチャポンで買ってきたであろう小さなフィギュアをぽいっと投げる。

　それは、水戸黄門のフィギュアだった。ペットボトルのキャップとかに付いてそうな、小さなフィギュア。

　織戸は仕方なく、押し入れに人形をしまう。

「よーっし！　オレの出番だぜっ！」

　勢いよく友紀が部屋に入ってきた。

　段ボールを頭から被かぶっただけみたいな──って、ちゃんと作れよ！

　なんで段ボール二枚を紐ひもで繫つないだだけみたいな前まえ掛かけボディと段ボールに穴を開けてアンテナ的な棒を二本刺さした頭だけなんだよ！　ジーンズ見えてるよ！　靴くつ下しただよ！　下に着てる服もノースリーブだよ！

　と色々言いたいことはありましたが、とりあえずカメラを回す。

「見た目はロボでも頭脳は大人っ！　鳥ちよう獣じゆう合体！　アーム・ノースリーブっ！」

　格好良くポーズを決める友紀。なにちょっとアーム・スレイブ的な感じの名前にしてんの？　謝れ！　色んなところに謝れ！

「覚かく悟ごしろっ！　宇宙妖よう怪かいサラダバーっ！」

　サラダバーはここで入れてきたかー。

　友紀がびしっと指をさしたので俺もカメラを向けるが、そこはドア。おっと、ドアを映しちゃいけないな。ここはあくまで野外なんだから。地面がカーペットに見えるけど、編集で芝しば生ふか何かに見せるんだろう。

　がちゃ。ドアを開けて、怪獣役のユーが部屋へ入ってくる。

　いつもは西洋鎧よろいの格好で、今はゴジラのような怪獣の着ぐるみ。

　──どっちも可愛い。ユーはこんな変な格好でも可愛いなぁ。

　当然無言で無表情。やるぞ！　って感じが一いつ切さいない。

　段ボールロボの友紀と怪獣のユーは、じっと顔を見合わせる。そして、ユーは大きく足を上げて──おっと、ここは足をアップに映すべきかな？

　怪獣、『宇宙妖怪サラダバー』が水戸黄門のフィギュアを踏みつける。

　恐おそらく、巨大化した宇宙生物にトドメを刺されるシーンなのだろう。

「んー、ちょっと臨場感が足りないなー」

　監かん督とくはアホ毛を揺ゆらし、メガホンをポンポンと叩く。

　今いま更さら臨場感を気にする段階ではないと俺は思うが、まあカメラは喋しやべっちゃいけないと思うのでユーに集中。

「えー、どうすんだ？」

　アーム・ノースリーブこと友紀がぽりぽりと段ボールの中に手を突つっ込んで顔を搔かく。

「ちょっと思いつかないから、とりあえず先、進めよう！」

　ぐっと親指を立てて、ハルナが「ＯＫ」の合図を出したので、俺は友紀にカメラを向ける。水戸黄門様が踏まれ、友紀はがっくりとヒザを崩くずす。このシーン、昨日水戸黄門がやったのと同じ演技だな。

「こーもん様ーっ！　噓うそだっ！　こんな……噓だドンドコドーンっ！」

　嚙かんだーっ！

「噓だこんなこと」がオンドゥル語みたいになっちゃったよ！

　カットは……無しっ！　監督の顔色を窺うかがった友紀は、立ち上がる。

「お前だけは……お前だけは、どげんかせんといかーんっ！」

　どたどたと足音を立てて、ユーに迫せまる友紀。その途と中ちゆうで、熊本城に足がぶつかり──

　ガラガラガラガラ……

「あああああああああっ！　俺の三ヶ月がああああああっ！　トモノリお前──ちょ……ホント、ふざけんなっ！」

　耳をつんざく、織戸の悲鳴。崩れ落ちる熊本城。

「アユムっ！　顔撮れ顔っ！　これだ！　あたしはこの臨場感が欲ほしかったんだっ！」

「おっとっと……ごめんごめん。この段ボールヘッド、ちょっと周り見にくくて……あ」

　崩れ落ちる熊本城から離はなれようとした友紀は、Ｎゲージの線路を踏みつぶす。バギンという絶望の音が──

「のおおおおおおっ！」苦く悩のうの声を引き出した。

「いいぞいいぞ！　よし、もう決めワザ行こうっ！」

「え？　でも、剣けんとか何にもないぜ？」

「これ、使って──」ハルナは三○万円する織戸の宝物を、惜おしげもなく友紀に渡わたす。

「よおーっし！　等・身・大！　フィギュアソォードっ！　ブォンっ！」

　フィギュアの足をがっちり両手で摑つかみ、四番打者のように構える友紀はとても楽しそうだった。まるで昨日受けたセクハラの鬱うつ憤ぷんを、ここで全すべてぶつけてしまおうという意気込みが感じられる。

「トモノリーっ！　お前マジぶん殴なぐるぞっ！」

　悪あつ鬼きの如ごとく怒いかり狂くるう織戸に、監督は満足げな表情でアホ毛をピコピコさせる。

　ユーはそんな友紀の元へトコトコ歩き、友紀は思いっきりスイング。

　横っ面つらをフィギュアで叩かれ、ユーはゆっくりと倒たおれる。

　ガラガラガラガラ……崩ほう落らくする熊本城と──名古屋城。

「ぎゃああああああっ！　三ヶ月と四ヶ月分の青春がああああああ！」

「あ、首が──」

　殴った衝しよう撃げきで首が折れたのか、ずっと不安定に下を向く三○万円のフィギュア。

「のぼああああああああっ！」

　頭を抱かかえ、絶望に身を震ふるわす織戸。天てん罰ばつって、ちゃんと当たるんだな。こんな織戸が鑑かん賞しよう出来るなら、きっとセラも来たかったろうに。

　友紀はぐでんと首の元気がなくなった等身大フィギュアを優やさしく横たわらせ、水戸黄門人形を手に取る。

「黄門様っ！　こ……あ……」

　慌あわてて取り上げたもんだから、手からこぼれ落ちる黄門様。もしお前が巨大ロボで、その人形が人間だったら、絶対死んでる高さだと思うが──

　友紀は落とした水戸黄門をもう一度拾い上げ──

「黄門様っ！　黄門様っ！　……し、死んでる」

　やっぱり死んでたーっ！　多分トドメはお前だよっ！

　原形を留とどめていない名古屋城と熊本城。倒れる宇宙生物と、死んだ水戸黄門。首がかくん、となった等身大フィギュア。

　散々なこの状じよう況きようで──

「犯人は、この中にいる！」

　お前だ─────っ！

「もう！　おにーちゃーんっ！　お母さんがー、静かにしなさいってー」

　下の階から聞こえてきた天使の声で、俺たちは解散する運びとなった。織戸、妹いたんだったな。すっかり忘れていたよ。

　やりきった友紀はその場で段ボールを脱ぬぎ捨て、ユーは気に入ったのか着ぐるみのまま、ハルナは楽しげにメガホンを握にぎって、俺は成じよう仏ぶつできるよう念仏を唱えながら部屋をあとにした。

　──泣き崩れる、一人の男を残して。

　次の日、いつの間にかクランクアップを迎むかえていたそうで、打ち上げにカラオケへやってきていた。といっても、ハルナと俺、そして友紀だけ。ユーは歌えないし、セラはユーと居た方が確実に楽しいと断った。

　あー、織戸は傷心旅行に出かけたそうだ。まあ、同情はするが、あいつはセラや友紀の胸を触さわれたんだから天てん秤びんに掛かけて結果ＯＫという結論を出して戻もどってくるだろう。

　さーて、何を歌おうかなー。

　パラパラと本をめくって曲を探していたら──楽曲が流れる。

　早っ！　ハルナ、さては番号を記き憶おくしてやがるな？

　友紀はそんなハルナの様子をカメラで撮とっている。

　それにしても、ハルナは歌上う手まいな。こいつ、色んな分野で天才を発揮するよな。

「なあなあ相川ー。相川の本気の曲、聞かせてくれよ！」

　少年のような素す晴ばらしい笑えみ。そんな眩まぶしい表情を向けられたら──しょうがねえな。

　俺の本気の歌声を聞かせてやろう。俺は往年のフォークソングを入れる。

　ハルナの可愛らしい歌が終わり、腹に手を当てながら立ち上がる俺だったが──

　次の曲は別の曲だった。

　ハルナ二連チャンで入れやがったなっ！　畜ちく生しようっ！　恥はずかしいっ！

　それも終わって、今度こそ立ち上がる俺。

　歌い出し。ここが重要──友紀がすっと立ち上がり、俺のマイクを奪う。

「おーっし！　オレ、この曲好きなんだよ～」

　お前が歌うんかいっ！　くそっ！　こうなったら、友紀じゃ絶対に歌えない奴やつにしてやる！　そうだ、エルヴィス・プレスリーだ！　友紀に英語なんか出来る訳もない！

　聴きけっ！　俺の熱き魂たましいをっ！

　とまあ、そんな感じにがっつりカラオケを堪たん能のうし、喉のどが嗄かれてしまった次の日。

　居間でハルナと一いつ緒しよに、出来上がった実写アニメとやらを試写することとなった。

「──しっかり目に焼き付けるんだなっ！」

　ハルナは投げつけるようにＤＶＤをプレイヤーにセットする。

　ここで、おさらいしておこう。




・ジャンル・

　時代劇。ロボ。エロ。レンジャー。宇宙生物。サスペンス。




・設定・

　ツンデレ。実は幻げん術じゆつ。主人公がキムタク。マスコットキャラ。巨きよ大だい化。ヒロインが風ふ呂ろ好き。




・名言・

　ここは俺に任せろ。サラダバー。神か悪あく魔まか。ポテトもご一緒にいかがですか？

　し、死んでる……。見た目はあれでも中身は大人。どげんかせんといかん。




　これを、どこまで入れられたのか、俺自身興味がある。

　ＤＶＤを再生すると、まず目に飛び込んできたのは──マイクを持ったハルナ。

　あのカラオケ、オープニングを撮ってたのかっ！

　監督──天才美少女悪魔男だん爵しやく魔ま装そう少女ハルナちゃん。演出──天才美少女悪魔男爵魔装少女ハルナちゃん。と、編集で文字が入れられていた。

　一曲終わり、本編が始まる──かに見えたが……

　二曲目が始まる。オープニングで二曲目入れるとか前代未み聞もんだよっ！　欲張るなっ！

　ちょっ！　「次は俺の番だ」と立ち上がったけど、違ちがったから気まずくなって座ってる俺の姿が、見切れて映ってるじゃねえか！

　しかもほら、一曲目のときにスタッフ紹しよう介かいを全部いれちゃったから、もはやＰＶみたいになっちまってる。

『※ハルナちゃんの可愛らしさに罪はありません』

　何そのテロップ！　何か入れよう何か入れようと考えた結果がそれかよっ！

　やっと二曲目が終わり、タイトルが入る。




『ハルナちゃんサスペンス劇場


時代劇戦隊！　ゴニンジャー




～季節の宇宙生物を添そえて～』






　やっぱり、長すぎる気がせんでもない。

　記念すべき一番最初のシーンは──

　私服姿の織戸、セラ、友紀の三人が、四よつん這ばいになって歩く俺を連れてフレームインしてくるところだった。商店街をバックに立ち止まり、織戸は俺の背中に足を乗せる。

「メイビー。ぶっちゃけ君は俺を好きになる」

　キラキラと輝かがやく織戸のメガネ。

　そのあと、口くち惜おしい表情をした俺がアップで映されていた。

「時は元げん禄ろく──元副将軍現フリーターの織戸光圀公は……莫ばく大だいな財産で、美女と豪ごう遊ゆうしていた。そんなクソみたいな彼だが、時代劇戦隊ゴニンジャーとして、えー地球を守っているそうだ。地球だってこんな奴に守られたくねえよな」

「へっへっへ……今日は何して遊んでやろうかなぁ」

　イヤらしい目で美女を見る織戸。

「んじゃ、今日は公園でドッジやろうぜドッジっ！」

　友紀が楽しそうに手を挙げる。

「行ってもいいけど──か、勘かん違ちがいしないでよね！　べ、別にあんたのこと、なんとも思ってないんだから！」

　織戸が照れる演技をしながら鼻をすすった。

　続いて織戸は、セラと友紀の肩かたを抱だいて、両手に花状態で商店街を闊かつ歩ぽする。

「おおいっ！　どこ触さわる気だよっ！　もう、こっち来んなよ～っ！　本気で怒おこるぞっ！　マスコットキャラからも何か言ってやれよー」

「っつってもー。俺、副将軍の役やく柄がらだしー。良いではないか良いではないか～」

　セラはただぎゅっと目を瞑つぶり、何かに耐たえている様子だった。

　──と、そこで急に暗転。

　ぱっと次に映ったのは──学校のプール。つなぎが下手すぎて、つい笑ってしまった。

　ドン。ブリーフ一枚の俺が、ハルナのドロップキックでプールにたたき落とされる。

　激しい水しぶきの中──

『※体に害のないキックを使用してます。絶対に真ま似ねしないように』

　そのテロップは必要なのかっ！　また暗転──プールシーンが終わったーっ！

　それは、この作品の唯ゆい一いつの見せ場と言っていい、セラの入浴シーンだった。

「あなたが落としたのは神様ですか？　それとも悪魔ですか？」

「いえ、ただのゾンビです」

「正直者のあなたには、今が旬しゆんの地球侵しん略りやくを企たくらむ宇宙生物を差し上げましょう」

「ありがとうございます」

　なるほど、こうして怪かい獣じゆう役のユーへバトンタッチしたのか。……俺はどうなった！　そう言えばもう俺の出番がなかった気がする。つまり──俺が宇宙生物になったのか？

　そしてまた──ぱっと場面が変わる。

　あれ？　ここ、公園？　俺の知らない画えだ。

「くっそ～、サラダバーめ～。みんな、変身だっ！　いくぞ！」

　織戸がポケットから印いん籠ろうを取り出した。お前、さっき「ありがとうございます」って宇宙生物を歓かん迎げいしていたじゃねえか。

「変身っ！」印籠を持ってポーズを取った織戸は、印籠を友紀に渡わたす。

「変身っ！」印籠を持ってポーズを取った友紀は、印籠をセラに──

　三人使い回しかよっ！　変身アイテムを全員分用意してやれよっ！

　えー、変身の効果なのか、公園だったはずの場所が一転、学校のグラウンドに変わる。

「五人揃そろって、ゴニンジャーっ！　助さん、格さん、やってしまいなさいっ！」

　棒立ちのユーに、セラと友紀は襲おそいかかる。

「たあーっ！　とおーっ！」

　友紀は叫さけびながらペチペチとユーを叩たたく。

「はい！　そこでビームを吐はけっ！」

　監かん督とくの声を消せよっ！

　がー。っと大きく口を開けたユー。

「うわあああっ！」

　友紀が突とつ然ぜん苦しみだして地面を転がり、織戸が叫ぶ。

「格さ─────んっ！　助さ────────んっ！」

　織戸はヒザから崩くずれ落ちるようにがっくりとうなだれる。

　そしてユーのドアップで暗転──

『※巨大化して候そうろう、しばし待たれよ』

　何な故ぜ武士口調でテロップ流した？

「あああああああああっ！　俺の三ヶ月がああああああっ！　のおおおおおおっ！」

　暗い映像の中、織戸の悲痛な表情と叫びだけがサブリミナルのように挿そう入にゆうされている。

　巨大化したという演出をしたかったのだろう。合成で付け加えた感たっぷりの怪獣の足が、三人を襲う。

「早くっ！　ここは……ここは俺に任せて、お前たちは──ポテトもご一緒にいかがですかーっ？」

　水戸黄門の格好をした織戸が、その足を必死に受け止める。

「のぼああああああああっ！」

　織戸の絶望に染まる顔が、また挿入された。全身を踏ふみつぶされたような迫はく真しんの演技だ。

　水戸黄門が盾たてになってくれてるのに、別段気にした様子も無い助さんと格さんは──

「いきますよ」

「おう！　……格さん？　じゃねーや。危ねー危ねー。……助さん！」

「「合体っ！」」

　くの字に曲げた腕うでを合わせ、ぐるぐる回る。

　すると──巨大ロボが扉とびらを開けて入ってきた。いつの間にか場面が変わっている。

「見た目はロボでも頭脳は大人っ！　鳥ちよう獣じゆう合体！　アーム・ノースリーブっ！　覚かく悟ごしろっ！　宇宙妖よう怪かいサラダバーっ！」

　がちゃ。

　続いて怪獣役のユーが部屋へ入ってきて、無造作に落ちていた水戸黄門のフィギュアを踏みつける。妖怪なのか怪獣なのか、友紀は配役を覚えるべき。

　水戸黄門様が踏まれ、友紀はがっくりとヒザを崩す。

「こーもん様ーっ！　噓うそだっ！　こんな……噓だドンドコドーンっ！　お前だけは……お前だけは、どげんかせんといかーんっ！」

　どたどたと足音を立てて、ユーに迫せまる友紀。崩れ落ちる熊本城の音。

「よおーっし！　等・身・大！　フィギュアソォードっ！　ブォンっ！」

　フィギュアの足をがっちり両手で摑つかみ、四番打者のように構える友紀はとても楽しそうだった。ユーはそんな友紀の元へトコトコ歩き、友紀は思いっきりスイング。

　横っ面つらをフィギュアで叩かれ、ユーはゆっくりと倒たおれる。

　ガラガラガラガラ……崩れ落ちる熊本城と名古屋城。

　友紀はぐでんと首の元気がなくなった等身大フィギュアを優やさしく横たわらせ、水戸黄門人形を手に取る。

「黄門様っ！　こ……あ……」

　慌あわてて取り上げたもんだから、手からこぼれ落ちる黄門様。友紀は落とした水戸黄門をもう一度拾い上げ、

「黄門様っ！　黄門様っ！　……し、死んでる」

　崩ほう落らくした名古屋城と熊本城。倒れる宇宙生物と、死んだ水戸黄門。首がかくん、となった等身大フィギュア。

　散々なこの状じよう況きようで──

「犯人は、この中にいる！」

　がば──またまた突然、場面が切り替かわる。ベッドから起き上がったハルナは肩まである茶色い髪かみを搔かき上げて、はあはあと荒あらく息を吐く。

　──こいつが一番演技上う手まいな。

「はっ！　なんだ……ただの幻げん術じゆつか……」

　夢ですらなかった！

　え？　これで終わり？　何これ？　訴うつたえてくるモノが何一つとしてないよ！　なんて俺が啞あ然ぜんとしているところに、エンドロールが流れる。

　そこには、得意げな表情でエルヴィス・プレスリーの名曲を歌う──俺の姿。

　いやああああああああああああっ！




　　　　※




　と、俺はスイカ割り大会の後片付けをしながら思い出していた。

「いや、春はる奈なに企き画かく力はねえだろ！　行動力と決断力はあるだろうけど」

「その二つがあれば十分ではありませんか？」

「アユムは気にしすぎなんだよな」

　後片付けには参加しない春奈は志村けんばりの速度でスイカを食べている。

　同じように水着のお兄さんお姉さんたちが一いつ生しよう懸けん命めいスイカを食べているところを見ると、今現在、『スタッフが美お味いしく頂きました』をしているんだろう。

「俺はただ、お前を女王にしてやりたいだけなんだ」

　ぼそりと呟つぶやき、そして俺は考える。

　女王の資質とは何なのか。

　これを明確にしてから春奈に言い聞かせないと、意味が無いのではなかろうか。

　だが、俺には答えがない。

「……相川くん……さっきは大変だったね」

　そこへ、声を掛かけてくる一人の少女。

　お下げ髪がみと白いワンピース水着。麦わら帽ぼう子しで日差しをシャットアウトしたクラスメイト、平ひら松まつだった。

　持つべき者は物知りな友達だな。

「ちょうどいいところに来てくれた」

「ん？　なあに？」

　なあに？　と首を傾かしげる姿は、子供っぽかったが、それはそれは可愛くて、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「女王になるための資質って、なんだと思う？」

「……女王かぁ……国民の声に耳を傾かたむけて……それをきちんと実行することかな」

「民主主義のあるべき姿だな。国民の声ねえ……」

　俺は、一つの案を思いついた。

「おい春奈！　今日はお前が夕食を作るって張り切ってたよな！」

「え？　まあせっかくみんなで来てるんだからな」

「なあ、春奈。今日は全員の要望を聞いて、それを全部作るってのはどうだ？」

　国民一人一人のために尽じん力りよくする。これが、平松の言う女王の資質だ。そして、それを言葉で言うのでなく、実感して貰もらおうということだ。

「……カレーでいいんじゃないですか？」

　面めん倒どう臭くさそうな顔をセラさんが向けてきた。

　いや、そうだけど。別にカレーでもいいけども。

「……………………いいよっ」

　少し腕を組んで考えたあと、春奈は快かい諾だくした。

　俺はもう少し説得が必要かと思ったが──

「楽しそうじゃん！　あたしの偉い大だいさも伝わるしな！　にゃははははっ！」

　魔ま装そう少女の祭好き魂たましいに火が付いたようだ。

「…………今思えば、食材が腐くさるほどありました。腐らせるのは勿もつ体たいないですし、出来る限り使うのはエコ的にも良いですね」

　セラも笑えみを零こぼす。

　その笑みは知っている。「料理ができる」という笑みだ。こいつ、春奈の手伝いというていで料理をするつもりだな！

「よし、じゃあまずは春奈、何が食べたい？」

「あー、あたしからか。じゃあ──卵焼き御ご膳ぜん！」

　おお、御膳でいいのかよ。てっきり単品だと思ったわ。

「私は、鯖さばの味み噌そ煮に定食ですかね」

　続いてセラ。春奈が御膳なんて言うから定食がアリになってしまった。

　ちょっと待てよ。これ、一つ一つは覚えられないかも──

「メモとペンはある？」

「……はい……相川くん」

　おお、ベストタイミング。話の流れから、メモを取る必要があると瞬時に判断したのか。さすが平松だ。

　卵焼き御膳、鯖の味噌煮定食。すらすらとメモに記入する。

「平松は何食べたい？」

「……私は……カレーかな」

「お前、気を遣つかってみんなで食べられる奴やつにしてるだろ。ちゃんと食べたいモノを言っていいぞ」

「……じゃあ……ロールキャベツ」

　ロールキャベツ。平松らしい……のかな？

「あ、俺サイコロステーキをミディアムレアで」

　誰だれだお前。突とつ然ぜん変な男に声を掛けられた。

「ここのスタッフですよ。我々の仲間です」

　なるほど、吸血忍にん者じやの連中か。まあ、ヴィリエとの戦争でもお世話になったしな。

「じゃあ一人一人ご注文をどうぞー」

「卵とじ牛ぎゆう丼どん」「ナポリタン」「麻マー婆ボー定食飯大盛り」「ケバブ丼中ちゆう辛から」「焼き肉定食」「天てん津しん飯はん」「クリームシチュー」「親子丼」「カツ丼」「月見とろろ蕎そ麦ば」「鍋なべ焼やきうどんにかやくご飯」「回鍋肉ホイコーロー定食」「回鍋肉もう一つ。ご飯大盛りで」「刺さし身み定食。マグロ多め」

　メニューから選ぶのではなく好きなモノというオーダーだから、みんな好きに言い放題だった。

「お前ら、わざとバラバラにしてるだろ！　よーし！　やってやるっ！　葉っぱの人！　食材を用意しろっ！　出だ汁しから仕込むぞっ！」

　だが、それが春奈をより熱くさせていた。

「ふふ……じゃあ私は……相川くんを手伝うよ」

　平松は優しいな。あんまり負担は掛けたくないが、一人で回るのもあれだし付いてきて貰おうかね。

　とりあえず、一番近くにいる、優ゆうのところへ戻もどろう。

　確か──五つ目の城を──

「……うわあ……すごぉい」

　平松が思わず呟いてしまったのも無理はなかった。

　そこにあったのは、砂の城。俺が奇き妙みようなスイカ割りをしている内に、さらに五つもの城が建っていたのだから。

「お姉ちゃん！　次熊本城作ろうよ！」

　と、見知らぬ幼女が笑顔を見せている。

　俺は城にはあまり詳くわしくはないのだが、これが日本の城であることは分かる。

　中でも、しゃちほこのある名古屋城はとても分かりやすい。

「これって、もしかしてちゃんと配置もあってるのか？　名古屋城が真ん中にあるし」

「お兄ちゃん、これ松まつ江え城だよ？　やれやれだぜ」

　見知らぬ少年に呆あきれられた。しゃちほこは他の城にもあんのかよ。

　てっきり、優と見知らぬ少女が二人でやってると思っていたが、どうやらここら辺にいる全すべてのガキが協力してるんだろう。

　この短時間でこれだけの城を作ったのも納なつ得とくできる。

「なあ、優。──春奈に必要な女王の資質って何だと思う？」

　俺の質問に、優は手を止めてこう答えた。

「──愛」

　その時の優の目は、唇くちびるには、見覚えがあった。

























　夏のある日のことだった。その日は蟬せみがここぞとばかりに一いつ生しよう懸けん命めい鳴いていた。

　梅つ雨ゆの頃ころから連続でやってきた台風のせいで、やっと夏らしい気温になったこともあり、暑い暑いと言いながらも、外で遊びたいなーなんて話していた。

「どこか出かけますか？」

　と言ったのはポニーテール美女のセラ。凜りんとした表情と、ピンとはった背筋が性格を表している。こう見えて忍者だ。──おっと、間ま違ちがえた。吸血忍者だ。

　ぷ～ん。

『行くのなら　水辺』

　鎧よろい姿すがたでトントンと机を叩たたく少女、ユー。銀ぎん髪ぱつに宇宙から見た地球のように綺き麗れいな青い瞳ひとみを持っている不思議な少女。

　とある理由からいつもメモで話をするユーは、夏だろうがプレートアーマーにガントレットを着けて、熱いお茶をずずっとすする。

　ぷ～ん。

「どっかでフェッテヴォーとかやってないのー？」

　最後に、ひんやりとした廊ろう下かでタンクトップを胸辺りまでまくし上げて暑さに全力で抵てい抗こうするアホ毛のちっちゃい奴やつがダルそうな声で言った。

　彼女はハルナ。魔ま装そう少女とかいう、極きわめて面めん倒どうな種族の人間で、異世界人だ。

　ぷ～ん。べち！

　さっきから鬱うつ陶とうしく飛んでいた蚊かが、ハルナに潰つぶされた。

「フォン・ド・ヴォーみたいに言うな。それを言うならフェスティバルだ」

　俺はそんな三人に、うちわをパタパタさせながら、考える。

　どこかへ出かける。

　水辺がいい。

　フェスティバル。

　この三つのデータを頭の中でチェイサーして、一つの答えを導き出すと──

「花火大会とか？」

　その時の沈ちん黙もくは、一休さんのとんちタイムに匹ひつ敵てきした。

　……ちっ……ちっ……ちっ……ぽーん。

「花火大会って……何？」

　おおっと異世界人。まさか花火を知らないとは。

　ハルナは部屋の隅すみを見つめる猫ねこのように大きな目で興味深そうに俺を見る。

「ふむ。天候も良くなってきましたし、そろそろ花火大会も開かれる頃でしょうね」

「で、それなんなの？　スパイスガールズ？」

「ワナビーじゃなくて花火だよ」

『花火は　素す敵てきなモノ』

「分かりやすく説明しろよな！」

「まあまあ、実際見に行った方がいいだろ？　騙だまされたと思って」

「いい訳ないだろ！　騙されたと思ってやってみたら大たい概がい騙されるもんなんだ！」

「やさぐれてるな」

「簡単に言えば、大・爆ばく・発はつ☆です」

　ドＳ的観点からの分かりやすい説明だーっ！

　目が輝かがやいてるよ！　すごく輝いてるよーっ！

「何それ！　ちょっと興味深いんだけど」

　魔装少女であるハルナには、その方が良かった。

　正にインパクトのあるイベントに聞こえるのだろう。

　間違ってもいないから、俺はそれを訂てい正せいしなかった。







　さて、花火大会に赴おもむく際に、どのような格好をしていくのが一番いいのか。

　ここはやはり甚じん平べいだろう。簡単に言うと半はん袖そで半ズボンの浴衣ゆかた。そう言うと語ご弊へいがありそうだが、大体そんな感じだ。

　夏には持って来いの服装。

　だが、着ていく機会は少ない。

　だからこそ！　花火大会では甚平をオススメする！

　男は甚平。では、女の子はどうだろう？

　やはり、ここは浴衣である。

　遠いところへ行くと着き崩くずれするのを懸け念ねんして、洋服を選せん択たくする女子がいるが、ならば男が着付けを習えばいい！　浴衣を着せるために、俺は努力を惜おしまない男──を、クラスメイトに持っている。

　浴衣の美女が三人、夜空の下で輝いていた。

　セラはその大きな胸を隠かくしきれないところに、堪たまらないエロスが隠れている。

　ポニーテールが作り出すうなじ部分も、つんと上がったヒップラインも、浴衣にマッチしていた。

　ユーはガントレットがちらっと袖から見えているのが面おも白しろい。

　静かでいて荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　ハルナはガキみたい。

　そんな三人と、駅前へとやってきたわけだが──

『人ごみは　苦手』

　ユーは少し戸と惑まどっていた。

　駅を出てからすぐに、人、人、人。ずらりと立ち並ぶ人間の塊かたまりに、息が詰つまる。

「なんでこいつら、微び動どうだにしないの？　マネキンごっこなの？」

「いえ、待ち合わせでしょう」

　駅前にいる人の数は、まるでライブ会場のようだ。

「そんなに爆発を見たいの？」

　ハルナは「正直引くわー」という顔で立ちすくんでいた。

「ええ、みんな爆発☆を見たいのです」

「なんで、お前は爆発の部分を楽しげに言うんだ」

　花火大会会場へと歩いて行くのだが、全然進まない。

　交通規制で車は通ってはいない道路のど真ん中を闊かつ歩ぽするのだが、二人三脚きやくしているよりも遅おそいだろう。屋台の並ぶ道路脇わきなんて、もっと渋じゆう滞たいしているだろうが。

「むー。葉っぱの人、空から行かない？」

「さすがに、人目に付きすぎます」

　セラは空を飛ぶことが出来る。ハルナはぶーぶー言いながら、セラの後ろについて歩く。だが、もう歩きたくもないという表情だった。

「まあまあ、これも花火の醍だい醐ご味みじゃないか。開始までまだ時間あるし」

　なんてフォローを入れる。

　言い出した手前、盛り上がってくれないと負けた気になる。

「出たよ、なんでも醍醐味とか言っちゃう勘かん違ちがい野や郎ろう。このまま花火とやらが始まったらアユムを爆破するからな」

「うるせーよ」

　フォロー失敗。こいつは気を遣つかうとか空気を読むとかいうことが出来ないからな。

　こうなったら、もう文句は聞き流すしかない。

　そのまま、ゆったりゆったり、牛歩戦術のように進んでいく。

『いか焼きを　食べたい』

　ユーは花火よりも、屋台に興味があるようだった。

　食いしん坊ぼうさんだからなー。

　そうだよ。行列や人ひと混ごみに文句があるのはユーも同じ。

　でも、そこには触ふれず、別の話題にいくというこの行こう為いが、ハルナには出来ないものかと思う。

　本当、ユーは気が合うわー。

「では、屋台を回りましょうか」

「そうだな。そのために早く来たんだし」

「焼きそば！　焼きそば食べたい！」

　はいはい。一気に元気を取り戻もどしたハルナのアホ毛は、ぴっこんぴっこんしていた。

　どこからどこまでもガキだな。ちょっと可愛いけど。

　まるで、ハルナとユーというわがまま姉妹しまいに振ふり回される夫ふう婦ふのような気持ちで、俺とセラは小さく笑う。

「金はいくら持ってきた？　俺は三〇〇〇円程度だが」

「私は……二万と言ったところですか。ヘルサイズ殿どのの分も払はらいます」

「いや、それは俺が払うわ。ハルナはいくら持ってきてるんだ？」

「二五〇万ぐらいかな」

　袖から帯付きの札束を取り出すハルナ。

　に、ににににににににんがにん！

　…………このブルジョアめ！

　魔装少女どんだけ金持ってるねん！　支給されすぎだろ！

　記き憶おくを操作出来る種族だけに、何かいかがわしいお金なのではないかと疑ってしまいそうになる。

　それにしても、ごっつ分厚い。ヒレステーキぐらい分厚い札束だ。

　俺、一〇〇万円の束って初めて見たわ。

「なんでそんなに金持ってんだよ」

「ほえ？　まあ、普ふ段だんはお金なんて持たないからな！　魔装少女は命を懸かけてんの！　総理大臣五人分ぐらいの収入はある！」

　まあ、命を賭として戦ってるんだし、金に糸目は付けないんだろうね。

「お前がそんなに勝ち組だったとは……」

　そう言えば、ハルナは何かを買うときに値段を見ようなんてしないな。欲ほしいと思ったモノは買う。

　正にブルジョア的セレブ的発想だと言えよう。

　俺なんか、三枚一〇〇〇円のシャツで一時間ぐらい悩なやむけどな。

　焼きそばを売っている屋台はいくつかあったので、適当なところで買おうとしたが、どこもかしこも人だらけ。

　日本人の焼きそば好きは世界一な気がするね。

　このクソ蒸し暑い夏の夜空の下では、熱々の鉄板を前に待っていることなどしたくはないので、うろうろうろうろ。

「まあ、空すいているところから適当に回ろうや」

　と提案。これが、まさか徒あだになろうとは、そのとき俺は思ってもみなかった。

「歩あゆむ！　あれを買いましょう！」

　セラがやけに目を輝かせた先にあったのは『佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうぐらい長い！』とキャッチコピーの付いたフランクフルト屋さん。

　見れば、三〇センチを超こえる長さのフランクフルトがそこにあった。

　フランクフルトが好きな訳ではない。

　ただ『佐々木小次郎』に目を輝かせたのだ。

　俺も興味があったので少し並んで購こう入にゆう。焼きそばやお好み焼きと違って、回転率がいいからな。さくっと買えた。

　早さつ速そくとばかりに、セラはフランクフルトを口に入れる。

　熱々だったので、ゆっくりと優やさしく──

　もみあげのところにある長い髪かみの毛、通つう称しよう『萌もえ毛』をかき上げ、唇くちびるをすぼめる姿は、エロいの一言に尽つきる。

　ケチャップとマスタードはセルフサービスになっているので、たっぷりと掛かけていると──

「焼っきそばっ、焼っきそばっ」

　ハルナが大金を振り回しながら焼きそばを求めて歩き回っているのを発見したので、セラがフランクフルトを頰ほお張ばりつつ追いかける。

「ハルナ！　待って下さい！」

　あんなに綺き麗れいな顔をしたお姉さんが浴衣でフランクフルトを口いっぱいに頰張る。

　この意味が、皆みなさんに伝わるだろうか？

　俺は、猛もう烈れつに興奮していた。

　猛烈に興奮していたせいだろうか。

　そのまま、ハルナとセラの姿を見失ってしまう。

　人混みを呆ぼう然ぜんと見つめることしか出来なかった俺は、ため息交じりに呟つぶやく。

「参ったな。なあ、ユー。ハルナはどこへ──」

　………………あれ？

　返事がなくて、辺りをきょろきょろと見み渡わたした。

　隣となりにいたはずのユーの姿も、消えていた。

　この人の流れに流されてしまったのか？　それとも、セラとハルナを追いかけていったのか？　迷子になったのは、俺の方なのか？

　空いているところから適当に回ろう。

　あの言葉のせいで、それぞれが散り散りになってしまった。

　人を隠かくすなら人の中。この中からあの三人を捜さがすのは、ウォーリーやナンチャンを捜すようなものだ。

　ハルナちゃんを捜せ！　レベル六〇！　といったところだろう。

　もう一度、これを言っておこう。

「参ったな」

　結局俺は、三人を見つけられないままに、会場へと向かっていた。

　走りたい気持ちだったが、人が多すぎて走れる状じよう況きようじゃない。

　ふと見れば、高台がある。

　花火の方角とは反対になってしまうが、あそこからだったら、見渡すことも出来るだろう。あとはこのゾンビアイを駆く使しすれば、女の子の一人や二人。

　俺は屋台の方へとスライドし、屋台の裏側へ。さらに横に逸それて、物もの陰かげに隠れる。

　気分はスーパーマンだな。

　人の目に触れないよう、ゾンビパワーで高台へとひとっ飛び。

　夜にオリンピックをしてくれれば、全部の記録を塗ぬり替かえられるのに、とこういうときに思ってしまう。

　まあ、ゾンビに出場権はないだろうけどさ。

　さて、そんなこんなで木々の生おい茂しげる公園のような場所へやってきた。

　花火に人を取られてか、ここには人の姿はない。

　まあ、ここから花火を見ようとすれば、高層ビルが邪じや魔まになるだろうからな。

　花火を見るというのであれば、ここからじゃない方が良いだろう。

　俺の目的は花火を見るためではない。居候いそうろう三人娘むすめを捜すためだ。

　ここに来て、浴衣ゆかた姿で来るよう強要したことが裏目に出たな。

　ユーとかがいつも通りの服装なら、すぐに分かるだろうに。

　もう、花火も始まってしまうだろう。

「全く、どこに消えたんだか……ユー」

　ベンチに腰こし掛かけて、頭を抱かかえる俺の甚じん平べいの袖そでがくいっと引っ張られる。

『呼んだ？』

　え？

　そこに、ユーの姿があった。イチゴシロップのかき氷を持って。

「どうして、ここに？」

『捜そうと思えば　歩はすぐに捜せる　私と歩は　繫つながってるから』

　なんだ。そうならそうと出会ったときにでも、ゾンビにしたときにでも言ってくれれば良かったのに。

『ありがとう』

「ん？　何が？」

『私が人ごみを嫌いやがったから　わざわざここへ来た』

　そういう訳じゃないんだけど、結果オーライだからいいや。

「ここからだと、花火もあんまり見れないけどな」

『全く見えない訳じゃない』

　ちょこん。ユーは俺の横に座り、しゃくしゃくとかき氷を食べる。

　先っぽをスプーンのように切られたストローで、小さく取った氷を口に運ぶ様子をずっと見ていたら、なんだかやましい気持ちがこみ上げてきた。

　なんというかこう、ユーの唇を見ていると──

『どうしたの？』

「いや、なんでもない」

　あれ？　これってもしかして、ムード的には最高のシチュエーションなのではないだろうか。

　いつもセラかハルナが側そばにいて、ユーも家から出ようとしないから、こんな公園のベンチに二人きりなんて状況にはあまりならない。

　恋こい人びと同士だったら、キスの一つや二つ、さくっとやってしまっているのではないだろうか？

　ごくり。唾つばを飲み込む。

　こうやって、じっくりとユーの唇を眺ながめていると、不健康そうな白い肌はだなのに、血色の良いピンク色で柔やわらかそうな──

　はらり。とユーはメモを見せた。そこに書かれていた文面は──

『チュー　したいの？』

　見み透すかされてるーっ！

　俺の邪よこしまな思いなんか、いとも容た易やすく見透かされてるーっ！

「べ、べべべべべべ……」

　俺は顔を真っ赤にさせて、どういう返しをするべきか悩んでいた。

　ユーに変態だと思われたくない一心で、色々な言い訳を頭のなかに巡めぐらせる。




『いいよ』




　そのとき、花火が始まった。

　ひゅ～……ぱーん。ぱらぱらぱら……

　それはまるで、俺の心を映しているかのよう。

　ユーは輝かがやく瞳ひとみで俺を見上げ、ただメモを俺に見せていた。

　いつもと変わらない、何も感情を出さない無表情のまま──

　いいよ。とは、どういう意味だろうと考えてみる。

　いよいよ毒が回ってきたの略。

　もういいよ。死ねよもう。

　ハルナやセラだったら、こんな感じの意味だろう。

　だが、相手はユーだ。

　優しさで包むのが彼女の特とく徴ちよう。

　これは、勘かん違ちがいしていいのだろうか？

　相あい川かわ歩ＮＥＷシングル『勘違いしてよかですばい？』発売決定か？

　花火が次々と上げられ、夜空を明るく染めていくのに、俺は花火を見ていなかった。

『しないの？』

　ひゅひゅひゅ～……ぱぱぱーん。ぱらぱらぱら……

　かき氷も食べようとせず、ユーはじっと俺の顔を見上げている。

　しないの……だと？

　しないの。とは、どういう意味だろうと考えてみる。

　市内の。

　竹刀しないの。

　死なないの？　さっさと。

　ハルナやセラだったら、こんな感じの意味だろう。

　だが、相手はユーだ。

　優しさで包むのが彼女の特徴。

　これは、勘違いしていいのだろうか？

　相川歩ＮＥＷシングル『勘違いして勘違いして震ふるえる』発売決定か？

　花火はよく見えないが、打ち上げられた花火の光で、ユーの顔はよく見えた。

　白い肌も、吸い込まれそうな青い大きな瞳も、小さな唇くちびるも。

　本当に、いいのだろうか？

　キスを、してしまっても。

　うおおおおおおおっ！　やるぞおおおおおおっ！

　でもなー。いや、でもなー。

　よし！　俺は決めた！　キスをするぞーっ！

　決意を新たにして顔を向けた頃ころ、すでにユーはかき氷に夢中だった。

　………………機を逸いつした。

　ダメだ。もうそんな空気じゃない。

　怖こわい。ここで強行して、避さけられるのが怖い。

　あれ？　俺はなんで──キスをしたかったんだろう。

　夏、花火、屋台、夜空。

　色々なモノが、俺のテンションを知らず知らず上げ上げナイトだったのかも知れない。

「よく見えないけど、綺き麗れいだよな」

『風ふ情ぜい』

　ユーは無表情のままだったが、俺にはそれが、満足そうな笑え顔がおに映っていた。

　それだけで十分だ。

　そもそも、これを見に来た訳なんだから。

　でも、やっぱり場所が悪いな。高層ビルが邪魔で、楽しみが半分だ。

　ちょっと位置をずらしてみようとしたら、ユーの頭にぶつかった。

『ごめんなさい』

　俺は思わず笑ってしまった。

　ユーも俺と同じように、見る角度を変えようとしたのだ。

　でも、その方向は全く逆で、ついつい寄り添そうような距きよ離りになってしまった。

　顔が、すぐ近くにある。

　笑いが、止まった。

　そして、花火も、止まった。

　胸の鼓こ動どうが速くなる。

　ユーの可愛らしい顔が、唇が、そこにあるのだ。

　今度こそ──という思いで、俺はユーの肩かたを抱だき──

「ユー」

　名前を呼び、そして、目を閉じて──

　どべし。思いっきり蹴けられた。

「何やってんだこの変態がっ！　エーロビートがっ！」

　ハルナに。

「お前！　どっから現れた！」

　目を開けて、蹴られた頰ほおを手で覆おおう。

　そこには、二人の浴衣ゆかた美少女が……俺に侮ぶ蔑べつの視線を向けていた。

「二人きりになったからとて、まさかこれほど大だい胆たんにセクハラ行こう為いに走るとは──気持ち悪い」

　セラさんの眉み間けんのシワが尋じん常じようじゃない！　竹内力ばりの眉間だ。

「一度、ボコボコにしてやらんと気が済まないようだな！」

「いや待て、これはなんというか……」

「言い訳出来るのですか？」




「夏の太陽が悪いんだ！」




　そのとき、花火が打ち上げられた。

　さっき止まったのは、フィナーレに向けての準備だったのだろう。

　花火大会のフィナーレは、それこそ何十発、何百発の花火が連続で打ち上げられる。

　それを、俺はハルナの体越ごしに見ていた。

　花火と同じ数の拳こぶしを浴びながら……







　こうして、あんまり楽しめない花火大会は終わった。

　帰宅して、屋台で大量に買ってきた焼きそばを食べながら、あの時の気の迷いがどうしても頭から離はなれず、ユーには申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　いつものように、扇せん風ぷう機きとうちわをフル稼か働どうさせて、バラエティ番組をのんびりと見る。

　時刻は、まもなく九時と言ったところか──

「そろそろだな！」

　浴衣のままだったハルナが、ぴょんと立ち上がる。

「何が？」

　俺は嫌いやな予感がして、聞き返した。

「こっち来いよな！」

　ハルナに手を引かれ、縁えん側がわへ引っ張り出される俺。

　ユーも同じように、縁側へと連れてこられた。

「何をするつもりなんだ？」

　という俺の声に答えるかのように、セラが水の入ったバケツを持ってくる。

　そして──花火セット。

　なるほど、花火大会をあんまり見られなかったから、庭でやろうってことか。

　ん？　でも、それだったら、そろそろだっていう言葉の意味がわからな──

　そのとき、俺は啞あ然ぜんと空を見上げた。

　ひゅ～……ぱーん。ぱらぱらぱら……

　夜空に、花火が上がっているのだ。

「こんなところで、打ち上げ花火なんてやってたっけ？」

「あたしが頼たのんだんだ！　九時ぐらいに、ここから見えるよう、打ち上げろってな！」

　魔ま装そう少女の豪ごう快かいさには、時々驚おどろかされる。

　夜空に上がる花火を受け止めるかのように両手を広げて、満面の笑みを浮うかべていた。

「吸血忍にん者じやの者に管理をさせています。住宅街でも、危険はありませんよ」

　セラまでが関かかわってるのか。

　花火セットを用意しているセラは、普ふ段だん見ることの出来ない優やさしい笑顔だ。

　俺は、幸せ者なのかな。こんな体験をさせてくれる居候いそうろうがいて。

「たーまやー」

　俺は、なんだか楽しくなってきて、夜空に向かって叫さけんだ。

「いきなり何？」

「こういうときは、たーまやーって言うのが伝統なんだよ」

「あー、そろばんの時に願いましてーはーってのと同じだな！」

　間ま違ちがってはないけども。

「たーまやー」

　ぴょんぴょん飛び跳はねて、花火に向かって叫ぶハルナ。

「さて、用意が出来ましたよ。まずはどれからやりましょうか？」

　楽しそうに花火を取り出すセラ。

　最後に一ひと際きわ大きな花火。

　誰だれもが楽しそうな笑顔で夜空を眺ながめていた。

　どーんと広がる巨きよ大だい花火と、それはほぼ同時だったろう。

　俺の頰に、柔やわらかな感かん触しよく。

　ちゅ。

　小さな唇が、触ふれた感触──だったのかは、分からない。

　俺はただぼーっと空を眺めていて、何かが触れたと思ったら、そこにユーがいて。

　何も言わずに、ユーは線せん香こう花火を取りに、セラの所へと向かっていたんだ。

　ハルナは手持ち花火をいくつも同時に操あやつり、それをペンまわしのように回転させるという子供には真ま似ねさせてはいけない方法で。

　セラは何が面おも白しろいのか、ヘビ玉を楽しそうに点火している。

　ユーは、しゃがんで線香花火を楽しんでいた。

　俺は──一五〇センチほどの蚊かに刺さされた頰をぽりぽりと搔かきながら、夏の夜空を眺めていた。




　　　　※




　優ゆうはあのとき、どうしてキスしてもいいなんて言ってくれたんだろう？

　その小さな唇を見つめたまま、俺はぼーっと突つっ立っていた。

「どうかしたの？」

　優が立ち上がり、心配そうに俺を見つめている。

　お尻しりに付いたきな粉のような砂をさっさっと払はらう姿が、どこか可愛らしく思えた。

「いや、何でもないっす。今──夕食に何が食べたいか聞いて回ってるんだけど」

「…………スティーブン・セガール」

「え？　セガール？」

　平ひら松まつが小首を傾かしげるが、俺には伝わっていた。

　優はすでに何度か、この答えを出している。

　そう言えば、出会ったばかりの頃も、同じようなことを言っていたな。

　これは、優なりのギャグというかボケ。

　その意味は、『肉なら何でも良い』だ。

「じゃあ、豚ぶたキムチにでもしておこうかね」

「……素す敵てき」

「……いいなぁ」

　突とつ然ぜんの平松の言葉に、俺は怪け訝げんな表情を浮かべる。

　何が、「いいなぁ」なんだろう、と。

「ついでに、ちょっと手伝おうか？」

　俺はそう言いながら砂の城に近づくが──城を積み上げる際に使ったであろう窪くぼみに気付かず、足を取られた末に、つい砂の城に手を付いてしまった。

「あああああああっ！　青あお葉ば城じようがああああっ！」

「瀬せ音おとゆかしき杜もりの都があああっ！」

　どこだよ！　どこのことだよ！

「すまん。ちゃんと直すから──」

「あっち行け！　このゴジラ！」

　子供らしい表現だが、最近の子供はゴジラを知っているのだろうか？

　城にも詳くわしいし、ちっさいおっさんなのでは？

　と思いながらも、俺は言われるように退散した。







「みんなはどこにいるんだろう」

「あ、あそこ……」

　平松が指をさしたところには、ビーチバレーをしている友ゆ紀きの姿があった。

「おーい、お前らー」

　声を掛かけて手を振ふりながら近づいていく。

「げ、相川だ」

　ビーチバレーの対戦相手である三み原はらが、俺の顔を見るなりさっと胸をガードした。

　どうやら、俺がイヤらしい目で水着を鑑かん賞しようしているとでも思ったのだろう。

　ふっ、なんて勘かんの良い奴やつだ。

「で、何してんだお前ら」

　と聞いたのは俺だった。ビーチバレーをしている──とは言ったものの、ネットもなければコートもない。

　ただボールを打ち合っているだけだったからだ。

「紛まぎれもなく──ドッジボールだぜ？」

　見れば分かるじゃないかと言わんばかりの友紀。

　バレーやれや！　そこはもうバレーにしろや！

　なんて言ってやりたかった。

「相川もやろうぜ！」

「アンダーソンくんは何をしてるんだ？」

「審しん判ぱんだよ」

「第三者による公平な審判は必要だろ？」

　お前はやけにスポーツマンシップに則のつとるな。そこはもう曖あい昧まいでいいじゃねえかよ。

「じゃあそっちにアンダーソン入れて、相川はオレチームな！」

　なんて言うから、しょうがなく参加することにした。

　一人余った平松が、アンダーソンくんに代わって審判を務める訳だが──

「ついに相川との勝負が実現するね」

　と、アンダーソンくんが言う。

「ああ、そう言えば前に、バスケで勝負するって約束してたわよね」

「結局、相川とは勝負していないからね」

　アンダーソンくん。それは違ちがうんだ。

　約束を忘れていた訳じゃない。

　約束を果たしてしまったから、終わったことだと認にん識しきしてしまっていたんだ。

　っていうか──四人なら尚なお更さら、バレーにすればいいのに。

























　放課後の教室、いつもの二人と話をしていた。

　夕焼けに照らされて、少女の笑え顔がおが輝かがやいている。

「でさ、専用コントローラーを買ったんだぜ」

　セーラー服に身を包んだ友ゆ紀き。黙だまってじっとしていれば可愛い少女で、実際ファンもいるだろうが、その笑みはまるでサッカーに明け暮れる少年のようだった。

「へー。あれ、一度やってみたかったんだよなー」

　俺は後ろから二番目の窓まど際ぎわという絶ぜつ妙みような席に座り、カーテンを閉めた窓にもたれ掛かって友紀を羨うらやましく感じながら相づちを打っていた。

「おいトモノリ。やらせろよ」

　友紀の隣となりにいるツンツン頭にメガネの男が、ここから話を聞いたらただの変態なのではないかと疑われる発言をした。

「いいぜ！　いつでも家に来いよ！　バックに入れるのが気持ちいいんだぜ！」

　この、プール開きを喜ぶ小学生のような輝かしい笑顔がなければ、きっと誤解されるような返し。

「いっそ泊とまりに行くか？」

　なんて、俺は何も考えず、気軽に口にしていた。

「と、泊まり……」

　すると、友紀はまるで爆ばく発はつでもしたかのような顔で、頰ほおを真っ赤に染める。

　そんな反応が意外だったので、俺は首を傾かしげた。

「ん？　どうした？」

「お、おう……オレは……そうだな……うん」

「何言ってんだ？」

　友紀の豹ひよう変へんした顔色に、織おり戸ともメガネを正して二度見してしまった。

「オレはその……相あい川かわの嫁よめだから……一夜を共にするぐらいなら──よし！」

「よし！　じゃねえよ。誤解されそうな言い方をするな」

「ち、ちゅーぐらいなら……」

「馬ば鹿かかトモノリ。高校生の男女が一夜を共にするっていうことは、それはそれはエキサイティングなことになるのさ」

「え、エキサイティング！」

「まあ、でも友紀だからな。そんなマーベラスな事態にはならんと思うが」

「ま、マーベラス！」

「相川。もう少しイマジネーションをしてみろ」

「い、イマジネーション！」

「寝ねている隣に、このファイナルウェポンが動き出したらどうなる？」

「ふぁ、ファイナルウェポン！」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。友紀だし」

「いやしかし──」

　織戸が首を横に振って言い返そうとしているのを、友紀が慌あわてて止める。

「と、とにかく！　相川が来たいってんなら、オレは歓かん迎げいするぜ？」

「いいのかトモノリ。相川がゾンビのようにお前を襲おそっても──」

「襲うのか？　相川」

「襲わねえよ。──でも、こんな調子の友紀と一いつ緒しよにいても楽しくないかもな」

「……ごめん」

「いや……その、すまん。別に友紀が悪いってことじゃないんだ。なんつーか、お前が男だったら良かったなってさ」

「……おう……そう、だな。もしオレが男だったら──男だったら……」

　冗じよう談だんで言ったつもりが、友紀は深刻そうな顔をして俯うつむいてしまった。

「バカヤロー相川ーっ！」

　織戸に耳元で怒ど鳴なられた。そうだな。友紀の気持ちも考えていない、軽けい率そつな言葉だった。

　思い詰つめた表情のままの友紀に、俺が謝ろうとしたら──

「トモノリのおっぱいは、この学園内を探しても一、二を争う絶品なんだぞ！　それを失うということは、日本が世界に誇ほこる国宝を一つ失ったも同然！」

　たぷ。織戸は熱弁のあまり無意識に友紀の隠かくれ巨きよ乳にゆうをすくい上げるように触さわった。

　次の瞬しゆん間かん、放たれた友紀のコークスクリューブローはゴムゴムのライフルぐらい回転していた。







　帰宅した俺は、ベッドの上に寝っ転がっていた。

　友紀が男だったらどうなっていただろう──と考えている内に、時間がどんどん過ぎていったんだ。

　コンコン。と、部屋の戸がノックされ、続いて「入ります」という声。

　その声は静かで綺き麗れいだった。うちの家で綺麗な声と言えば──セラだ。

　俺が返事をするより先に、戸が開けられる。

「どうかしましたか？」

　入ってきて最初に言った言葉がそれだった。その表情は侮ぶ蔑べつに満ちている。

「いや、どうもしてないけど──」

「あなたが気持ち悪い表情とポーズで寝ているときは、何かを真しん剣けんに悩なやんでいるときです」

　どういうことやねん。正解だけども！

「お前に隠し事は出来ねえな。──実は、友紀に変なことを言っちまってな」

　友紀とセラは同じ吸血忍にん者じや。相談するなら、セラが一番だろうね。

「あなたはいつも、変なことを口走ってますよ？」

　わかったわかった。と軽くあしらいながら、話を進める。

「友紀が男だったらいいのにな──って。そしたら友紀が思ったより真剣に受け止めちまって」

「なるほど。ああ見えて、彼女も女の子ですし、あなたとは曲がり形なりにも夫ふう婦ふ。ショックを受けても不思議ではないでしょう。気にせずとも、一日経たてば忘れますよ」

「そう……だな。あいつはアホだし」

「ええ」

「で、俺を心配して、そんなことを言いに来たのか？」

　なんて冗談半分で聞いたら、「はっ」と弾はじけるように笑い飛ばされた。

「まさか。──ハルナが『お腹なかが空すいた』とうるさいので、歩あゆむを呼ぶようにと。気分が晴れないのであれば、私が作りましょうか？」

　セラの料理だけは断固として阻そ止しせねばなるまい。

「いや、えーっとだな。お前には他の家事全ぜん般ぱんを任せきってるから、せめて夕食ぐらいは作らせてくれ」

「ふむ。それは良い心がけです。気持ち悪い」

　良いのか悪いのかどっちなんだよ！

「なあ、前々から言おうと思ってたんだが──」

「なんですか？　そのガチャピンのような半開きの目は──ビバ・気持ち悪い」

「お前さ、なんでそう、すぐに気持ち悪いだのクソ虫だの言う訳？」

　いつもなら、そんなこと気にならなかった。でも、友紀に対して悪いことを言ってしまったことをずっと考えていたから、つい気になってしまった。

「私も初対面のときから気持ち悪いと思っていた訳ではありませんし、あなた以外にはそれほど口くち癖ぐせのように言うこともありません。あなたが気持ち悪い格好や言動をするので、自然とそうなってしまったのです」

　つまり、全すべては俺が悪いということか。

「俺はそんなことした覚えがないけどなー」

「覚えがないのですか──これだけ指し摘てきしているというのに」

「指摘だったんだ！　そんな指摘いらねえよ！」

「自覚して貰もらうには、指摘するしかないではないですか。とにかく、うじうじ言ってないで早く下へ降りてきて下さい。そういうところも気持ち悪い」

　俺はどんなに気持ち悪い生き物を見ても、気持ち悪いとは言わないでおこう。うん。

　だって、涙なみだが出ちゃうんだもの。

　部屋を出て、セラに続いて階段を下りる。

　目の前でふらふらと小さく揺ゆれるポニーテールを見ていると、匂においを嗅かぎたくなってくる……これかっ！　今、俺、気持ち悪かった！　気持ち悪かった、俺、今！　これか！

　一階に下りて、セラはそのまま居間へ、俺はキッチンへと向かう。

「アユム！　お腹空いたんだけど！」

　居間から可愛らしい怒ど声せいが聞こえてきた。あれを聞きたくないからキッチンに直行したのに。

「へいへい。今すぐ作りますよー」

　ハルナとセラはそのほとんどが対照的だと思う。一つ似ているところがあるとすれば、ずけずけとモノを言う性格ぐらいだろうか。

　キッチンに入るやいなや、冷蔵庫を開ける。

　食材をチェックしていると、ドレッシングを入れるところに妙みようなジュースが置いてあることに気づいた。

　なんだこれ？　こんなの売ってたっけ？

　手にとって、よく見てみる。ラベルも貼はってないペットボトル。これはきっと、空のペットボトルに何かを入れたんだろう。キャップも一度開けた形けい跡せきがある。

　つまり、ハルナあたりが作ったドリンクなのだ。

　それがセラだったら死に直結するのだが、ハルナのモノだったらと思うとうずうずしてくる。あいつの作るモノは中毒的な美お味いしさを誇るからな。

　色はロイヤルゼリーを配合したかのような黄色。

　健康には良さそうだな。

　ちょっとだけなら飲んでもバレないだろうと、コップに少しだけ注いで、ぐいっと飲んでみた。

　美味しい。

　やっぱり思った通りの、デッカイビタミン系の炭酸飲料だ。

　食事が終わったら、またこっそり飲もーっと。







　………………困ったことになった。

　調理中にどうしても気になって、「もう少しだけ……もう少しだけ……」と飲んでいく内に、もうほとんどなくなってしまったのだ。

　ここまで飲んでしまったのならもう仕方がないと、最後の一いつ滴てきまで飲み干したのだが、あとが怖こわい。──きっと半殺しにされる。本当の意味で。

　よし。デッカイビタミン系のドリンクをあとで買ってきてこのペットボトルに移しておけばバレないだろう。うん、そうしよう。だって美味しいもの。デッカイビタミン美味しいもの。

　あんまり材料もなかったので、茹ゆでるだけのインスタントワンタンメンとチャーハンにしてみたら、意外とこれが好評だった。

「アユムにしては上出来だな！　卵の扱あつかいがまだまだだけど！」

『美味しかった』

「チャーハンぐらいしか出来ないのであれば、私が作ればよかったですね」

　ほら、大好評だ。この具も入っていないワンタンメン、好きなんだよなー。

　特に鎧よろい姿すがたをしている銀ぎん髪ぱつの少女、ユーなんかはおかわりを要求している目をしている。

　無口で無表情。話をするときも筆談という彼女だが、目を見れば分かる。

「ユーね。チャーハンのおかわりと、お兄ちゃんが欲ほしいの」

　つって。可愛い妹キャラのようだな。

　ん？　なんだかハルナとセラの目が険しいような。

　やれやれ、俺がユーのメモを勝手に妹キャラとして脳内変へん換かんしているのを感じ取ったのか？　──出来おる。

　ん、ん。喉のどを整えながら、お茶に手を伸のばす。

　平常心、平常心。何事もなかったように、俺はお茶を喉に流し込んだ。

　なのに、ハルナとセラの目つきはより一層険しくなる。富士山五合目ぐらいの険しさだ。

「気持ち悪いですね」

「うん、キモイ。なんで小指立ててんの？」

　ハルナに指摘されて、俺は無意識に湯吞みを持つとき、小指を立てていたことに気付いた。

　恥はずかしくなって、湯吞みを机に戻もどす。

　さっさと食事を終えてしまおうと、ワンタンメンをすする。

「なあアユム」

「今度はなんだ？」

「なんで、髪かみを耳にかけようとしてんの？」

「あのね、ラーメンに髪がかかるじゃない」

　反論すると、より一層険しい表情。

「どうも今日は気持ち悪さに拍はく車しやが掛かかってますね」

　変なことばっかり考えてたからかな。

　ん？　ハルナの表情がおかしい。

　どうしたんだろう？

「あ、アユム……それ……」

　カタカタと震ふるえて、箸はしを突つきつけてくる。行ぎよう儀ぎが悪いな。もう。

「さっきからどうしたのよ」

『のよ？』

　ユーにメモを見せられるより先に、自分で気がついた。

　声が、変わってしまっていることに。

　噓うそ──なんなのこれ……

「声が……女の子みたいになってる」

　それだけじゃない。ハルナが箸で指していたのは私の──胸だった。

　何が起こってしまったのか、私にも分からない。

　ただ、胸が──大きく膨ふくらんでいた。

　それはまるで、セラのように。

「きゃっ！　そんな……」

　私の髪はまるで呪のろわれた日本人形のように、肩かたを過ぎるぐらいまで伸び、男らしいとまでは言わないけれども、決して女の子らしいとは言えない腕うでや足が、すべすべのモチモチ肌はだに変わっていた。

　挙げ句の果てには──




　息子むすこが消えた。




　毎日一いつ生しよう懸けん命めいぶら下がっていた私のゾウさんが、神かみ隠かくしにあってしまったのだ。

　ううん、言い方を変えましょう。

　私は──女の子になっていた。

　どうしてこんなことに──あっ！

　はっとした表情をしたら、ハルナも同じ表情をしていた。

「アユム！　あれ飲んだな！」

　そう、さっき料理をする前に飲んでしまったデッカイビタミン系の炭酸飲料。

　あれが原因なのは明らかだった。

　はあ、参ったな。勘かん弁べんしてよ──もう。

　私は頭を抱かかえ、深～いため息を吐つく。

「うん。なんかとても美味しそうだから……飲んじゃった。ごめんね。ハルナ」

「うきゅ……ああ、うん」

　いつもなら頭ごなしにアホ毛を大雨時のワイパーみたいに揺らしながら喚わめくハルナが、急にしおらしくなった。

　どうしたのかな。

　とんとん。ユーのガントレットに包まれた手が机を二回叩たたく。

『飲んだって　何を？』

「あたしが作った最強の薬だ！」

　誇ほこらしげにチャーハンを食べながら言う。お行儀が悪いよ！

「それが原因で、歩が女性になった──と」

　セラは複雑な表情を浮うかべて私を見ていた。嫌けん悪お感かんは感じられないな。

「んー、あたしが作ったのは『みんなにモテモテ！　ナイスバディになれる薬』だったんだけど……」

『薬の製法と効果について　もっと詳くわしく知りたいところ』

　ユーが輝かがやいた目ですごい食いついてきたーっ！　どうしたのよ！　みんなどうしたの！

「ユーは、モテモテになりたいの？」

　私がそう尋たずねてみると、ユーは顔を真っ赤にしながら、その顔をメモ帳で隠した。

　ふふ、どうやら、図星だったみたいね。

　それにしても、ユーがこんなに簡単に感情を表すなんて。

　夢なんじゃないかって思って、ぎゅっと柔やわらかなほっぺを摘つまみ上げるけれど、痛みはなかった。

「痛くない……やっぱり夢なんだ」

『ゾンビなだけ』

　ああ、ゾンビ魔ま装そう少女男子高校生から、ただのゾンビ魔装少女になっちゃったんだ。

「とにかく、食事を終えてから、歩を元に戻す方法を考えましょう。今のままでは──」

　気持ち悪い。そう言われると思っていたが、セラはそこで言葉を切ったまま、ワンタンメンを食べ始めた。

　なんだか、みんな態度がおかしい。

　そう──どこか、優やさしさ、温ぬくもりのようなものが、そこにはあった。

　ゾンビには決して向けられることのない、感情が。







　ワンタンメンもチャーハンも美味しく食べ終わった私たちは、食器洗いよりも先にちょっとした家族会議を開いていた。

　議題は──

「さて、いかにして歩を元の気持ち悪い屑くずや塵ちりのようなゴミ以下の存在、柿かきピーで言うところの袋ふくろに当たる状態に戻すか。ですが──」

「柿の種でもピーナッツでもないんだ！　ゴミの部分なんだ！」

「二日もすれば効果は切れると思うけど、アユムごときがハルナちゃんより可愛くてスタイルいいなんて許せないから即そつ刻こく打ち首で」

「ちょっと！　なんでダイの方向へ向かってるのよ！」

「せっかくなので市中引き回しの上で打ち首にすればいかがでしょう」

「ある意味ダイの大冒ぼう険けんになってるじゃない！」

　私の言葉が聞こえているのかいないのか、セラはこほんと一つ咳せき払ばらい。いつもならここでも「ぎゃーぎゃーうるさいです。クソ虫風情が」なんて言うのに。

「ハルナ、治す薬はないのですか？」

「んー、治すつもりなかったからな。今から作ると一週間はかかると思う」

　だったら、すでに元に戻ってしまってるじゃない。

「まあ、明後日あさつては学校休みだし、一日学校休むぐらいですむから、元に戻るまで、のんびりと待つことにするわ。あーあ、明日あしたの体育は楽しみだったのになー」

「行きたければ行けばいいじゃん」

「行けばいいって言われても……髪切れば、わかんない？」

　ふるふるとセラが首を横に振ふる。

「残念ながら、クズだった頃ころの歩とは、似ても似つかない顔になっています」

『アニメキャラのごたる』

「私って、男の頃からアニメキャラっぽかったと思ってたわ」

　なんて発言をすると、いつもセラが「気持ち悪い」って目を細めるのだけれど、今日は何も言わずに私を見つめていた。

　ハルナも別に何にも言わない。

「なんだか、みんな変よ？　どうしたの？」

「いえ……まあ──」なんとも言えない表情のセラ。

「うん。なんつーか、まあ……」なんとも言えない表情のハルナ。

『対応に　困る』無表情のユー。

　なんだかおかしくなって、私は手を口に当て、くすっと笑ってしまった。

　すると、セラもつられたのか、優しく微笑ほほえみを返してきた。

　そして、はっと何かに気づき、激しく首を横に振る。乱れるポニーテールを目で追っていると、なぜか頰ほおを染めたハルナが──

「か、可愛いなんて思ってないんだからな！　こんちくしょーが！」

　びしっと人差し指を向けた。

「可愛い？　私が？　何かした？」

　ぱちくりと瞬またたいていると、セラとユーが顔を見合わせる。

『まいった』

　ユーは無表情を貫つらぬいたまま、目を閉じた。

「ええ。恐おそらく、ハルナの薬の効果でしょう」

「説明して……貰もらえるかな？」

「私は噓が嫌きらいですので、感じたことをそのまま伝えさせて頂きます」

「ど、どうぞ」




「あなたが愛いとおしい」




　んなっ！　私は顔が爆ばく発はつするんじゃないかと思った。それほどまでに恥ずかしい告白だったのだ。

「な、ななななな何いってんのよ！　セラらしくもない！」

「ホント、何を言っているのか、自分でも混乱してきました」

　そう言いながら、セラは頭を抱えながら立ち上がると──私の横に座った。

「我々吸血忍にん者じやの里にも、似たような忍術があります。ですが──これほどその……強力なモノは見たことも聞いたこともありません」

　そう言いながら、セラは顔を近づけてくる。

「つまり、あたしは天才だってことだな」

　うんうん。と強く頷うなずくハルナに、私は救いを求めた。

「ちょ、ちょっとハルナ。セラをどうにかしてよ。なんか目が──エロ怖こわい」

　ハルナはいつもの通り、とても偉えらそうに腕を組みながら、強く言う。

「どうにもならん！」

　ええー。ちょ、ええー。

「何も怖がることはありません。ただ、少しだけ血を分けて頂きたいだけなのです」

　ずいっと顔が近づいて、私は逃にげようとしたら倒たおれてしまった。

「ユー、なんとかしてーっ！」

　トントン。二回机が叩かれて、セラが顔を上げる。

『今は可愛い女の子でも　中身は歩』

「危あやうくとんでもない過あやまちを犯おかすところでした。ありがとうございます。ヘルサイズ殿どの」

　なんだか腑ふに落ちないけど、助かったわ。

「セラが正気を取り戻もどしたところで、髪かみの毛が鬱うつ陶とうしいから、切ってくれないかな？」

「それはやめといた方がいいと思う」

「なんで？」

「元に戻ったとき、切った分だけ減るから、表札の横に『モヒカン始めました』の張り紙をすることになるんだ」

「如い何かなる髪型になっても、そこまで誇らしげなことする訳ないでしょ！　はあ、もういいや。そんなことより、本当に学校どうしよう」

「それならハルナちゃんにお任せだな！　あたし、あんたん所の学園を掌しよう握あくしてるから！」

　いつの間にそんなことに──

　変な少女に掌握される学校に不安を覚えながらも、ちょっとだけハルナに期待していた。







　次の朝──私はすがすがしく目が覚めた。

「おはようございます。歩」

　というのも、いつもなら一いつ切さい合切無視をするセラが、今日はどうしてだか起こしにきてくれたのだ。

　朝日が差し込んでくる窓から逃げるように、ベッドから降りる。

　ゾンビ女子高生って、不便だわ。

「着き替がえを用意しました。──下着は私のモノですが」

　セラの下着……男の時だったら、エロい。興奮するー。なんて感想だったけれど、今の私にはそれを『可愛い』と感じてしまっていた。

　そしてそんな自分にがっかりして、壁かべに手をつく。

「さ、早く着替えて下さい」

「いや、でもブラジャーなんて着けなくてもいいんじゃないかな？」

「いいえ、さすがに男物を着けているのはどうかと思いますし、ブラがなければ激しい運動をしたときに痛かったりしますよ？」

「絶対しなきゃダメ？」

「しなきゃダメです」

　はあ。まあいっか。女装するって訳でもないし。

「わかった。わかったよ……ありがとう！　セラ」

　私は白い歯を見せて満面の笑えみを向けた。

　セラは少し頰を紅潮させて微笑みを返すと、私に下着の着用方法を教えてくれた。

　レースのピンク。セラが着けていたら可愛いだろうと思う下着。

　いつもなら絶対に気にならないんだけれど、私は着用した自分がどういった感じなのかが気になってしまった。

「どう、かな？　似合ってる？」

「ええ、とても」

「そか……なら、よかった」

　ブラの上から立派になってしまった胸を触さわる。

　んー。

「どうしました？」

「いや、なんだか違い和わ感かんが──」

「まさか……キツイとでも言うのですか？」

　あれ？　ちょっといつもの突つき刺ささるような鋭するどい視線をしてる。

　私は引きつった笑みのまま──

「ちょ、ちょっとだけ……」

　人差し指と親指でＣを作った。

　その時のセラは、今までに見たことのない、やるせない表情をしていた。







　セラに手伝って貰って、肩かたを過ぎた程度の髪を小さなポニーテールにして、レース付きの可愛らしい下着上下の上からセーラー服を身にまとい、黒のニーソックス姿で、教室の扉とびらの前、廊ろう下かに立っていた。

「えー、という訳で、今日は休みの相川に代わって、代役にこの子が授業を受けることになりました」

　担任教師の通つう称しよう『無む個こ性せい夷い大将軍』、栗くり須す猛たけしの紹しよう介かいで、私はホームルームの教室に足を踏ふみ入れた。

　そして──

「──って、どういう制度ですか！」

　とりあえず第一声は担任教師に向けた。

　栗須先生は私の突っ込みなんか想定内と言わんばかりにスルーして、出席簿ぼに挟はさんであったメモを読むために、一度こほんと喉のどを整える。

「えー、彼女は相川アユミさん。今日休んでる相川とは、いとこの親しん戚せきのクラスメイトの妹の浮うわ気き相手の親友を万引きで捕つかまえた店員の近所に住んでいる浪ろう人にん生の飼っていた犬の散歩コースをぶらぶらしている大学生が最近購こう入にゆうしたレーシングゲーム用の専用コントローラー（シート付き）と同じ種類のモノが欲ほしいなと互たがいに思ってる関係──だそうだ」

「直訳するとレーシングコントローラーが欲しいってだけじゃないですか！　いや、欲しいけども！　その条件だけだと、もっと適切な人間がいそうだし！」

　はい。スルーっと。

「えー、なんで、俺も教頭に言われただけなんでイマイチ納なつ得とくしてませんが、代役として相川の席で授業を受けて貰います。当然、出席扱あつかいだな」

　こんな意味不明なことがまかり通る訳がないわ。

　なんだかむずむずしてきちゃうな。恥はずかしい気持ちと、申し訳ない気持ちで。

「それなら……仕方ないよね……」

　最前列に座っていたお下げの少女が、小さくそう言った。

「むしろずっと代わってて欲しい」

　今言った奴やつ、明後日あさつてになったら殴なぐるからね。

「何か一言あるかー？」

　担任に言われて、私はずいっと一歩前に出る。すーっと大きく息を吸い込んで──

「あんたら、こんなバカげた制度を納得出来るの！」

　はい、スルスルーっと。

　窓まど際ぎわの後ろから二番目の席に、スカートを押さえながら座ったとき、「ああ、私は本当に女の子になってしまったんだ」と実感し、頭を抱かかえた。

　ホームルームが終わると、いつもの通りメガネをかけたツンツン頭のエロスケベ変態、略して『織戸』がニヤニヤ顔でやってきた。

「アユミさん……でしたっけねぇ」

「何そのキャラ。ベテラン刑けい事じみたいな喋しやべり方やめてよね」

「ちゃらららららーん。ちゃらららららーららー」

　やっぱり無視か。織戸はあたかも今から手品を始めますよ──という音楽を口ずさみながら、トランプを取り出した。

　そしてそれをおもむろに口へ突っ込み──

「おろろろろろ……」

　吐はき出したーっ！　もう！　何してんのよこいつ！

　なんて反応してはいけないのよね。

　織戸はこう思っている。「突とつ飛ぴな行動は女を惹ひき付ける」ってね。

　だから、ここは、相手にしないことが一番良いのよ。

　私はツッコミを入れたい気持ちをぐっと抑おさえ、頰ほお杖づえをついてぼそりと呟つぶやく。

「トランプ、片付けてね」

　顔も見ずに言ってやる。すると織戸は──

「ダルデレ萌もえー」

　あーっ！　鬱陶しいなあ、もう。私がいつデレたのよ！

　気持ち悪い。

　あっちにいけと犬に向けるように手で追い払はらうと、織戸は棒読みな口調で──

「早くー、トランプをー、片付けないとー」

　と言いながら突とつ然ぜん私に抱だきついてきた。

　そして、おもむろに胸を鷲わし摑づかみにする。

　織戸は常々言っていた。「日本人の特性からして、如何なる美人のおっぱいでも一度だけ触ることが許される」と。

　その方法とは──

「すいません。ホントすいません。あっれーおかしいな。マジですいません。二度とこのようなことがないようにしますんでぇ、すいません。ホントすいません」

　ひたすら謝ること。

　平謝りを続けられたら、強く怒おこることも出来なくなる。

　ホント気持ち悪い。

　わざとそうしているのを知っていたから、無む性しように腹が立ったけれど、ここは堪こらえて無視することにしよう。

　私はセラとは違ちがうんだ。女の子として、絶対『気持ち悪い』なんて言葉は言わない！　そう神に誓ちかうわ！

　そうして織戸を無視し続けて、授業を受けていく私。

　ちょくちょく気持ち悪い視線を感じるけども、気にしない。

　次の授業は体育──私は早さつ速そく、服の裾すそをつかんで一気に脱ぬ──

　………………あ。

　今着ているのがセーラー服であることに気づいたのは、胸むな元もとまで服を脱いだ時だった。

　クラス中の視線が、私に注がれていた。

「こ──こりゃ失敬」

　にっこりと笑顔で返す。でも、引きつっていたと思うな。

　ぶしゅう──男子共が一いつ斉せいに鼻血を噴ふき出して倒たおれてしまった。

　何事────っ！　今時、ブラを見た程度で鼻血を出すなんてある？

　とそこまで考えて、私ははっとあることに気がついた。

　もしかしたら、これもあの薬のせいなのじゃあないのかな？

　セラですら、変なことになってしまったモテモテ薬。その効力が、ブラチラだけで全男子生徒を鼻血地じ獄ごくに突き落とし、血まみれ教室にさせたのでは？

　私は急いで服を正し、鞄かばんを持って教室を出た。

　えーっと。女子はどこで着替えるんだっけ？

　体育は隣となりのクラスと合同で行われる。

　だから、いつも体育前の休きゆう憩けい時間には、隣の男子生徒がわらわらと押し寄せてくるんだけど──じゃあ、隣のクラスへいけばいいのかな？

　すぐ横にある扉を開けようとしたけれど、鍵かぎが掛かかっていた。

　……そりゃあそうよね。

　隣の教室の戸をコンコン、と二回ノックする。

　鍵が開いて、中に入ると、そこには楽園が広がっていた。

　色とりどりの下着。それはまるで、花畑のようだった。

　あの人は誰だれ？　という視線を受けながら、私は教室に入ったところで突っ立っていた。

　どこで着替えればいいんだろう。

　教室内を見み渡わたす。あ、あの下着可愛いな。あ、あれも可愛い。

　はっ！　私はショックのあまり壁かべに手をついた。

　下着の可愛らしさに目を奪うばわれ、その中にあるおっぱい等々には全然興味を示さなかったなんて、まるで女の子じゃない。

　このままじゃ、心身共に女の子になってしまう。

　その先に待っている未来は──あれ？　結構明るくない？

「おーっし、かなみ！　今日はぜってー勝とうな！」

　聞き慣れた声がして、私は希望に満ちた瞳ひとみで声の方を見た。

　そこには、元気に笑う、短たん髪ぱつの少女。

　友紀。良かったー。知り合いがいて。

　私は少し早歩きで友紀の所へと向かう。

「ねえ、トモノリ……」

「と、トモノリ言うなっ！　誰だよお前！　どこ中だよ！」

　上の服を脱いでスカートに爽さわやかな水色のブラ状態の友紀は、むっとした表情を浮うかべて私に怒ど声せいを浴びせた。

「ユキちゃんの知り合い？」

　友紀と一いつ緒しよにいたのは、メイク技術校内ナンバーワンと呼び声高き少女、三み原はらかなみ。

「あ、そのメイク可愛いね」

「え？　そう？」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ三原。私は自然とそんな褒ほめ言葉を投げかけてしまったことにショックを受け、まるで猿さる回まわしのサルみたいに壁に手をついた。

　私はメイクなんかしない清純な女の子が好きだったはずなのに、メイクの仕方が気になってしまうなんて。

「そんでお前、誰なんだよ。かなみ、こんな奴クラスにいたっけか？」

　友紀はただの人間ではないので、この学校でも数少ない事情を話すことが出来る人物ね。

　私はむすっとしたままの友紀をちょいちょいっと手招きして、窓際へ。

　そして、カーテンにくるまって、小声で言う。

「私は──相川歩なの」

「………………」

　友紀のアホ脳が情報を整理するまで、一〇秒。

　その結果──

「まっさかー」

　噓うそと認にん定ていされちゃったみたい。

「ハルナの薬を飲んじゃってね。こんな女の子みたいになっちゃったんだ」

　セーラー服を摘つまんで事情を説明すると、友紀は「じゃあ」と疑いの目を向け、スカートのポケットから、なにやらレシートらしきものを取り出して、私にこう質問してきた。

「唐から揚あげ弁当、烏龍ウーロン茶ちや、チキンワサビ菜大根サラダを買って一〇〇〇円出したら、お釣つりは？」

「一九五円」

「相川だ──────────っ！」

　私は一人暮らし生活が長かったので、学校ではコンビニマニアとして通っている。

　だから、友紀が持っているレシートがコンビニのモノだってことは瞬しゆん時じに分かったし、チキンワサビ菜大根サラダがある時点でコンビニの場所も特定。値段を言い当てるなんて造作もないのよね。友紀の烏龍茶なんていつも同じ量だし。

「自分が一番意味わかんないんだけれど、今日だけ相川アユミとして授業を受けることになったの。それで、友紀にだけは真実を話しておこうと思って」

「お、おう。相川も大変なんだなー」

　同情してくれているのか、友紀は私の両りよう肩かたを摑んで、うんうんと頷うなずいた。

　さて、さっさと着き替がえてしまおうと、友紀の席へと向かう。

「で、その子誰なの？　ユキちゃん」

　ブルマ姿になっていた三原に言われて、友紀は──

「相川の代わりに来た相川だ！」

　………………ふーん。

　三原は「また友紀がアホなことを言い出したな」と思っているのか、「そうなんだー」と呟いた。

　友紀の正しいあしらい方を知っている。ホントにこの二人って仲が良いんだなって私は思った。

　セーラー服を脱いで、鞄から体操服を取り出す……んだけど……なんでブルマが入ってるの？　ジャージでいいじゃないのさ。

　セラ、なんでこんなのを用意したんだろうな。

　ため息を吐つきながら、初めてブルマを穿はく。

　すごいフィット感を感じる。今までにない、何か熱いフィット感を。

　私って普ふ段だんトランクス派なんだけれど、この圧あつ倒とう的てきフィット感はやみつきになりそうだわ。ちょっと今後ブーメランパンツとかブリーフに転向しようかな。

　そんなことを思っていると──突然後ろから抱だきしめられた。

「ひゃっ！」

　小さく悲鳴を上げてしまった。後ろからにゅっと現れた二本の手は、私の胸を下からがっしり鷲摑みにしていたから。

「すごーい。これ、ユキちゃんのよりおっきいんじゃない？」

　三原の楽しそうな声が背中から聞こえる。

「ちょ、や……もう」

　どうしていいのやらわからず、私は顔を真っ赤に染めて、ただ身を縮めることしか出来なかった。

　わしゃわしゃ。わしゃわしゃ。

　三原は容よう赦しやなく私の胸を揉もみしだく。

「なんて柔やわらかさと形の良さ──ニクいわ～」

　肉と憎にくたらしいを掛けているのかな。

「はいはい、分かったから離はなしなさい」

　優やさしく諭さとすように言葉を掛けながら、ぽんぽんと三原の手を叩たたく。

「大人の対応だ！　末すえ恐おそろしや！」

　手を離した三原はガクガクと震ふるえて友紀の後ろへと回る。

「うわあっ！　おいかなみぃ！　揉むなっ！　揉むなぁっ！」

　ばいんばいんばいんばいん。目の前で揺ゆれる友紀のおっぱい。

「今日も育ってるねー」

　エロ親おや父じかあんたは。

　三原の手をふりほどいた友紀は、下着姿でいることに原因があると考えたのか、急いで体操着に着替えた。

　私も友紀にならって体操着に着替え終わると、三人で教室から出る。

「べ、別にデカくなっても何にも良いことねえぞ」

　揉まれていたことを気にしているのか、胸元を庇かばいながら歩く友紀。

「恵めぐまれている人間は、みんなそんな風に言うよねぇ。現実がどうかじゃないの。巨きよ乳にゆうってのは夢なのよ！　アニメ化と一緒なのよ！」

　強く熱弁する三原に、友紀は困ったという表情を見せる。

　やれやれ。私が話を変えるか。

「そういえば、平ひら松まつは？　いつも一緒じゃなかったのかな？」

「妙たえちゃん？　なんか風か邪ぜ引いたみたいで体育は休みだって」

　そうなんだ。心配だな。体育教師も昨日から風邪を引いてたし、流は行やっているのかも。

　体育館に足を踏ふみ入れると、もうすでに着替えを終えていた男子たちが遊びほうけていた。

　みんな遊んだり喋しやべったりしていたけれど、私が入るとみんな私に注目する。

「おっぱいが」「揺れるな」「揺れるよ」「おっぱいが」「揺れうるな」「揺れうるよ」

　ぼそぼそと話す声が聞こえてくる。

　全く、ウチの男子はそれしか考えられないのか。

　チャイムが鳴り、風邪の体育教師に代わってやってきた担任『無む縁えん』こと栗須猛が出席をとって、さっさと職員室へときびすを返した。

「えー、じゃあ俺は自分の仕事があるから、適当に運動しとけー」

　そう、今日は自習。昨日からみんなでバスケの試合をしようと決めていたの。

「で、相川もいないんだっけ？」

「風邪、流行ってるねー」

　バスケットボールを持ちながら談だん笑しようする男子たち。私は流行病に冒おかされたことになっているようね。

　話しかける人間もいないので突つっ立っていると、そこへ──

「なんだか見かけない子がいるね」

　英国王子のような綺き麗れいな顔立ちの、背の低い男子がやってきた。

　輝かがやく金色の髪かみ。すっと通った鼻筋。甘いマスクから零こぼれる笑えみに、私はドキドキしてしまう。あれ？　こんなに格好良かったっけ？

　彼の名前はアンダーソンくん。本当は下しも村むらだけれど、その日本人離れしたイケメンぶりにアンダーソンと呼ばれている。

　その隣となりには、エロメガネこと織戸の姿もあったけれど、まあこっちはどうでもいいや。イヤらしい顔をしていた。

「相川が風邪で休みだからって、ハルナちゃんが代役を立てたそうだ」

　織戸の説明に、アンダーソンくんはすんなりと納なつ得とくした。

「なるほど。せっかく相川と試合出来ると思ったのに、残念だよ。チーム分けどうする？」

　大だい丈じよう夫ぶだよ。アンダーソンくん。私はちゃんとここにいるから。私は相川歩だから。

　そう言ってあげたいけど、こんな人の多い場所では言えない。

「もう男子対女子でいいんじゃないか？　そっちはアホのトモノリと三原もいるし」

　織戸がニヤニヤしながら提案し、三原がそれに乗っかる。

「そーねぇ。相川もいないし、そっちはアンダーソン一人だけしか使えそうな人間いないから別にいいわよ。ユキちゃんどう思う？」

「オレは相川と一緒ならなんでもいいぜ！」

　肩かたに手を回して笑顔を見せる友紀。

「相川って？　ああ、その子か。紛まぎらわしいな」

　ポリポリと頭を搔かくアンダーソンくんに、三原がボールをぶつける。

　それが試合開始の合図だと気づいたのは、この場に何人いただろう。

　私も、その一人だった。

　条件反射でボールを摑つかんだアンダーソンくん。そのボールをはたき落とす三原。

　その一連の動きの間に、私はゴールへと走っていた。

　三原のロングパスを受け取り、レイアップシュート。

「やるじゃん！　相川の代理っ！」

　三原の声せい援えんが聞こえ、私は手を上げてそれに応こたえる。

　ただの簡単なシュートなのに、周りからわっと歓かん声せいが上がった。

　よく見れば、試合をしているのは私たちだけみたい。

　みんなコートを囲んで座り込んでいた。

　女子の目がハートマークなのは、アンダーソンくんの華か麗れいなプレイを期待しているんだろうな。なんだか、イラっとくる。

「アユミちゃんサイコーっ！」

　男子の声援は私に向けられていた。まあ、一日だけとは言え、転校生のようなモノだし、チヤホヤされるのも当然かな。

　少し気分が良かったので、ディフェンスに戻もどりながら手を振ふって応える。いつもセラに「気持ち悪いですね。この下げ郎ろうが」と言われるゾンビスマイルをすると──

「可愛いっ！」なんて、聞いてて恥はずかしくなる声が漏もれる。

「ば、馬ば鹿か！　変な声援しないでよね！　こっちが恥ずかしいじゃない！　もう！」

「そんな反応もまた可愛いっ！」

　これは無む間げん地じ獄ごくね。放ほうっておきましょう。

「まんまとやられたなー」

　先制点を取られたのに、笑顔のアンダーソンくん。そんな素す敵てきな笑顔向けられたら……なんだろうこの気持ち。

　ドリブルをするアンダーソンくん。

　織戸にパスを出すアンダーソンくん。

　ワンツーでパスを貰もらうアンダーソンくん。

　そして──ダンクを決めるアンダーソンくん。

　何から何まで格好良い。

　この胸にきゅんきゅん来る感じはなんなんだろう。

　それに引き替かえ──

「ねえ、今日はどんなパンツ穿はいてるの？　ねえねえ」

　織戸という男はどうしてこう、何をするにも気持ち悪いんだろう。

　でも、私はセラじゃない。いかに気持ち悪いからって、面と向かって言うのは可哀かわい想そうだから、ここはスルーするべきなのよ。

　こっちのオフェンス──友紀からパスを貰った私のマークに付いたのは、織戸だった。

　アンダーソンくんと勝負したかったのに。

　そうね。どうせ今日一日で『相川アユミ』はいなくなるんだし、ここは本気のゾンビ女子高生パワーでやっちゃおっと。

　そう決めた私は、ペネトレイト。ゴールへ向けて切り込んだ。

　そして──思いっきりジャンプ。

　そう、ダンクを決めてやろうとした。

　んだけれど、織戸の阿あ呆ほうが私の襟えりを摑つかんでいて、ぐっと引っ張っちゃったから尻しり餅もちをついちゃった。

「アユミちゃんごめん！　まさかあんなに跳とぶなんて思わなくてなぁ」

　さすがに申し訳ないといった表情の織戸だったが、何な故ぜか鼻の下がイヤらしい形になっていた。

　ゾンビだから痛みはないけど……ムカつく。

　見れば、私の体操着は襟元がだるだるになっていた。強く引っ張られたのが原因だろう。どういう体勢でもブラが見えてしまうほどに。

　……織戸、まさかわざと？

　私は胸むな元もとを押さえながら織戸を睨にらみ付ける。

「そう怖こわい顔をしないで。大丈夫かい？」

　そんな私に手をさしのべてくれたのは、やっぱりアンダーソンくんだった。さすがだよアンダーソンくん。行動がイケメンだわ。

　手を引かれて立ち上がる。

「だ、大丈夫か相川ぁ！」

　友紀が心配そうな顔でやってきた。三原は織戸に何やらガミガミと説教をしている。

　手のひらを上にしたまま両手を広げて首を振る織戸に、反省の色はない。

　──非常に気持ち悪い。

　今に見てなさいよ。「ありがとうアンダーソンくん」と礼を言ってから、私は友紀に耳打ちする。

「ちょっと頼たのみがあるのだけれど──」







　フリースローを二本決めて、男子チームのオフェンス。

　当然のようにアンダーソンくんがペネトレイトを仕し掛かけ、三原がさせまいと前を塞ふさぐ。

　ならばとアンダーソンくんは織戸にパス。友紀が両手をバタバタさせるディフェンスで織戸を防いでいたので、織戸はすぐにアンダーソンくんにボールを返す。

　受け取った場所は、スリーポイントラインの外。

　中への切り込みは三原が守っているから、アウトサイドからの攻こう撃げきに切り替えたんだ。

　しかし、私はそれを読んでいた。これまでの体育で、ずっとアンダーソンくんを見てきたのだから。

　ジャンプシュートを放つ直前──跳び上がったと同時に、私はボールを奪うばい取った。

「うおぅっ！」驚おどろきの声をあげるアンダーソンくんだったけど、その表情は「やるなぁ」と感心したモノだった。

　彼に褒ほめられると、なんだか嬉うれしい。

　速そつ攻こう。攻守が切り替わり、無人の敵てき陣じんへドリブルする。

　でも、私はあえて立ち止まった。

　ぞろぞろディフェンスが戻ってきたところで、友紀にパスをする。

　ニヤニヤ顔の織戸がマークについてきたので、私はゴールへと走った。

「相川っ！」

　友紀が大きく振りかぶってボールをゴールへ投げる。

　シュートじゃなく、ドッジボールでも投げているように。

　私はそれを空中で受け取った。

「まさか！　そのままアリウープ！」

　三原が興奮した声を出し、相変わらずイヤらしい顔の織戸がブロックに跳ぶ。

　私はリングの上まで持ってきた手を──下げる。

　ぐべし。……ぱりーん。

　織戸の憎にくたらしいメガネに肘ひじ鉄てつを食くらわせてから、ダンクを決めた。

「ダブルクラッチダンクっ！　あの身長でマイケル・ジョーダンやヴィンス・カーターみたいなプレイをするなんて！」

　さらに沸わき上がるクラスメイトたち。男子なんか興奮のあまり鼻血を出してしまっている。

　車に轢ひかれたカエルのように倒たおれる織戸も、鼻血を噴ふん出しゆつさせていた。

「あ、相川！　胸、胸ーっ！」

「へ？」友紀に指をさされて、私は視線を落とす。

　全然気にしてなかったのだけれど、サイズが小さいハーフカップのブラは、さらにパッドの存在によって豊満な胸の許容スペースを確保出来ていなかった。

　その上激しい運動をしてしまったためにズレてしまい──

　さきっちょポロリのアクシデ……

「ひ、ひゃああああああああああああああああああああっ！」

　私は自分の体を抱だきしめるようにして、ぺたんと座り込んでしまった。

　最悪だ。恥ずかしくて死んじゃいたい。──もう死んでるけど！　世間的にも死んじゃったけど！

　だからみんな鼻血出してたんだ！　あーもう恥ずかしいっ！

「大丈夫かい？」

　アンダーソンくん……今にも泣き出しそうな私に優やさしく手を差し伸のべるイケメン。

　そのイケメンは、鼻血で台無しになっていた。

　………………気持ち悪い。







　学校の男子には『エロ・スケベ・変態』の三種類しかいないことが明らかになり、それはアンダーソンくんですら例外でなかったという現実を突つきつけられた私は、放課後までひっそりと暮らした。

　廊ろう下かを歩けば──「ごっつボイン」「大量破は壊かい乳ち首くび」などと陰かげ口ぐちを叩たたかれ、イヤらしい目線が絶えず突き刺ささる。

　ホント、男子ってデリカシーないわ。なんてため息を吐ついて、私は女の子みたいなことを言っていると気付き、壁かべに手をついたりした。

　家に帰ったら、また妙みようなセラが迫せまってくるのかな。

　早く男に戻りたいなー。

　夕焼けから夜に変わろうとしている空を眺ながめながら黄昏たそがれていると──

「あーい、かわ」

　部活の終わった友紀がやってきた。

「お疲つかれ様さま、友紀」

「あれ？　織戸は？　てっきり一いつ緒しよだと思ったぜ」

「保健室送りにしたから、そのまま帰ったんじゃないかな」

「保健委員がおほーって奴やつだな！」

「因果応報のことを言いたいって分かるのは私だけだろうなー」

「どうしたんだよ相川ー。元気ないぞー？」

「あんなことになったんだから、元気が出るわけないでしょー」

　うだー。机に両手を伸ばして突っ伏ぷす。机に押しつけられて、むにっと潰つぶれたおっぱい。

「でも残念だなー」

「何が？」

「今日だけなんだろ？　相川が女なの」

「ううん、明日あしたもこのままらしいけれど、ほら、学校は休みじゃない？　だから学校には今日だけって言ったの」

「そうなのかー」と適当な相づちを打った友紀は、急に目を輝かがやかせる。

「だったら相川！　ウチに泊とまりに来いよ！」

　…………あ。そっか。ずっと友紀が男だったらって考えてたけれど、逆でもいいんだ。

　それに、家へ帰れば妙にエロいセラでドギマギさせられるし。

「うん！　それ良いよ！」

「ついでに買い物行こうぜ！　新しい靴くつを買いてえんだ」

「うん。分かったよ。一回家に帰って着き替がえ取ってきてからでも良い？」

　友紀と買い物して、一日わーっと遊んで……きっと楽しいだろうな。

　なんて考えたら、自然と笑えみが零こぼれていた。

「え？……お、おう」

「どうかした？」

「女の相川って……笑ったとき、めちゃくちゃ可愛いのな」

　ストレートな男らしい褒め方に、私は赤面せずにはいられなかった。

「あ、ありがとう」

　二人で俯うつむいて、言葉を失ってしまっていた。

　今思えば、男の時って褒められたことほとんどなかったなー。

　もうすぐ消えそうな夕焼けの日が差し込む教室。その隅すみで何かが光ったような気がした。

　そう──メガネのレンズか何かが、妖あやしく。







　家に帰って着替えを済ませたあと、私は友紀と合流するために駅へと向かった。

　駅前にいくつもある総合百貨店を回るためだ。

「遅おそいですね」

「そうね。さっきメールでもう着く頃ころだって言ってたけれど」

　隣となりにいるのは、セラ。どうせ買い物に行くのなら、自分の服を買いたいということで付いてきた。

　私の買い物に、セラが一人で付いてくるなんてことは今までになかった。

　私はＶネックのボーダーシャツにジーパン。セラは色っぽいタイトワンピース。

　店前で友紀を待って二〇分ほどで、五回ナンパされたのは、セラがやけに色っぽい格好をしているからだろうか。

「おーい！　相川ーっ！」

　どうやら来たようね。手を振ふって駆かける友紀の姿が見えた。

　Ｔシャツに短パンと、どの季節でも変わらないボーイッシュな格好だ。

　その横に、何な故ぜだか奴がいる。

　織戸。どうしてこいつがいるのさ。

「やあ、アユミちゃん。せ、セラさんまで！　たまんねぇ……」

　いきなり涎よだれを垂らしてメガネを光らせないでよ。気持ち悪いなあ、もう。

「先に言っておきますが、下着は買いませんよ？」

　セラは先手を打つ。どうせ、織戸が考えていることなんて下着売り場のことだけでしょうしね。

「構わんよ」

　何この熟練された艦かん長ちようが言いそうな返し。

「そもそも何をしに来たのよ」

「友紀がどうしても一緒に来て欲しいって言ってなぁ」

「言ってなぁい！　てめえがいきなりスタンドみたいにへばりついてきたんじゃねえかよ！」

　両手を上げて抗こう議ぎする友紀に、セラは侮ぶ蔑べつの目を向ける。「忍にん者じやとして情けない」と言いたげな目だった。

「おごりますぜ？」

　メガネをくいっと押し上げる織戸。

　まあ、下着がどうとかじゃないみたいだし、おごってくれると言うなら──

　なんて思っていたのは私だけではなかったようで、友紀もセラも暗あん黙もくで了りよう解かいした。

「バイトもしてないのに、そんなお金あるの？」

　と、聞いてみる。

「自作フィギュアをネットオークションに流したら、そこそこの収入になってな」

　気持ち悪いお金だったけれど、まあいいわ。

　目的は友紀の靴を買うこと。でも、女の子が三人も揃そろえば、ショッピングにも花が咲さく。

　化け粧しよう品ひん売り場の前で、セラが足を止めた。

「歩……いえ、今はアユミでしたか。よい機会ですし、メイクをしてみませんか？」

「いやよ。自じ称しよう女の子の友紀だってメイクなんてしないでしょう？」

「あ、でもちょうど石けん切らしてたんだよなー」

「ここにお試ためし出来る新製品があるみたいですぜ？」

　織戸が炭の力で汚よごれをじゃんじゃん落とす石けんを発見した。

　どうしてこいつはずっとニヤニヤしているんだろう。気持ち悪いな。

「よーし相川ー。うりゃうりゃ」

　硯すずりに墨すみをするように、ごりごりと石けんを私の頰ほおにこすりつける友紀。

「こら！　ちょっ！」

「それでは私も──」

　セラまで！　左右からぐりぐりされるがままになってる私を、パシャッと織戸が写真に収めた。

「ちょっと、なんでカメラとか持ってるのよ」

「アユミちゃん、もう会えなくなるんだろ？　思い出を残しておきたくて」

　織戸の言葉に、しんみりとした空気になる一同。

「よーし！　いっぱい変な写真撮とらせてやろうぜ！　うりうり！」

「ちょっ、友紀っ！　こらっ！」

「ふふ、よい顔になってますよ、アユミ」

　やめろと言いたいけれど、こんなに楽しそうな二人を見ていると言えない。

「よーし、お返しだぞー」

　私は炭で友紀の目の周りを丸く塗ぬる。まるで羽子板で負けたときのように。

「あっははっ！」友紀の間ま抜ぬけ顔に、私は吹ふき出して笑う。

　パシャパシャと押されるシャッター音に向かって、友紀と一緒にピースをした。

「ふふふ……」

　他ひ人と事ごとのように笑顔を見せるセラにも、私は調子に乗って落書きをする。

　頰に三本線を書いて、ネコのような落書き。

　……それをやってしまってから、調子に乗ったらセラに殴なぐられることを思い出した。

「やりましたね」

　くっ！　セラの顔が……あれ？　怖こわくないや。むしろ、微笑ほほえみを絶やしていない。

　というか、え？　何その妖よう艶えんな感じの……い、いやああああああっ！

　……うう、結局セラにガングロにされた私たちはトイレで顔を洗うときもさんざんちょっかいを出され、高いテンションのまま洋服店へと向かう。

「これ、可愛いなぁ」

　サッカーボールを見るときと同じぐらい輝いた目で、友紀がワンピースを手に取っている。

　友紀がスカートを穿はいているのって想像出来ないなあ。でも──

「うん、きっと似合うよ」

「え？　そ……かな。なんか、相川に褒ほめられると照れくせぇな」

　頰をうっすら赤くさせて頭を搔かく友紀。

「これなんか、アユミに似合いそうですね」

　そう言って、セラがタックフリルのシフォンブラウスなんてものを取り出した。

　透すけ透けの女の子らしい服なんて、ダンディズムを売りにしている私に似合う訳ないじゃないのさ。

　……まあ、可愛いし着てみたいけど。

　手にとって「うー」と唸うなっていたら、セラが後ろから私の肩かたを摑つかんでぐいぐいと押す。

「ちょっとセラ……」

　そのまま試着室まで押し込まれて、仕方なく靴を脱ぬいで試着室へ入る。

「織戸。写真撮ったらメガネのフレームを捻ひねるからね」

「オレがしっかりディフェンスするぜ！」

　友紀がわしゃわしゃと両手を振って、バスケのディフェンスよろしく織戸から守ってくれているのを見届けながら、シャーっとカーテンを閉める。

　個室の中に──セラと二人きり。

「って──なんであんたも入ってるのよ！」

「フィッティングには自信があるので」

　フィッティングっていうか、なんで下着が鞄かばんの中に入ってるの？　どうして私、服を脱がされてるの？　どうして、ブラを取られてるの？

「セラ、ちょっと……何をして」

「やはり、私より大きいですね。ニクい……」

　三原と同じことを言ってるじゃない。セラから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられるなんて、初めてかもしれない。

　またエロい顔をして何かをしでかすのかと思ったけれど、まるで宿題を見てくれる親しん戚せきのお姉さんのような優やさしい表情でもにゅもにゅと私の胸を揉もみしだいていた。

「思った通りですね」

「何が？」

　セラが白のレース付きブラを私の胸にあてる。

「あ、うん。今朝のよりしっくりくるかも」

　なんて発言して、私は絶望のあまり壁かべに手をついた。

　ブラをすることに、なんの迷いも抵てい抗こうもなかったから。

　シフォンブラウスを着ると、鏡には可愛らしい女の子がいた。

　私って、結構イケてるんじゃ……なんて言葉が脳のう裏りに浮うかんで、消えていく。

　ダメダメ。変なことを考えちゃ。

　後ろにいるセラが、両手をぽんと肩に乗せた。

「よくお似合いですよ」

　素す直なおに褒められて顔を赤くしていると、セラも服を脱ぎだした。

「どうかしましたか？」

「ううん、綺き麗れいだなって思って」

「ふふ、そうでもありませんよ」

　少し照れながら着き替がえをするセラは、とても可愛い女の子に思えた。

　女の私が言うのだから、間ま違ちがいない。







　さて、そんなこんなで洋服を色々織戸に買わせた私たちは本来の目的である友紀の靴くつを買いに行ったのだけれど──

「んー、これのヒールが低い奴やつが欲ほしいんだ」

　すでに三店てん舗ぽ目にも拘かかわらず、友紀の欲しいモノは見つからない。

　手に取っていたのは、まるで古代ローマ人が履はいていたような編み編みのサンダル。

「友紀のくせにスニーカーじゃねえのかよ」

　織戸に言われ、友紀は口をすぼめながら拗すねたように呟つぶやく。

「グラディエーターみたいで格好良いじゃねーかー」

「まあ、グラディエーターサンダルって言うぐらいですからね」

「ヒールが低いのがいいんだ」

　と、私も手に取ってみる。十分低いと思うのだけれど、スニーカーが似合うスポーツ少女であるところの友紀には、高すぎるのかな。

　これまで回ってきた女性向け靴屋にも、これと同じタイプのサンダルはあった。

　だけど、やっぱり女性向けと言うこともあってか、みんなヒールが高い設計になっていた。

「もうペッタンコのサンダルは諦あきらめて、とりあえず履いてみたらどうだ？　女ってのは見てるだけだったらすぐに、ん～でも～なんて言って煮にえ切らないからな」

　織戸から建設的な提案が。独自の女性像が気持ち悪いけど、口に出して言う訳にはいかない。ちらりとセラの顔を見てみる。きっと気持ち悪いって言いたいんだろうなって思ったら──

「そうですね。アユミも履いてみてはいかがです？」

　織戸の意見にがっつり乗るようだった。

「え？　私？」

　こんな女の子女の子した靴なんて……ちょっと……履いてみようかな。

　でも、どうして織戸は『計算通り』みたいな顔をしているのかな？

　友紀が椅い子すに座って、試してみる。友紀の生足をじっくり見たことはなかったけれど、結構綺麗だなって思った。

　少年らしい性格をしているけれど、女の子なんだと実感する。

　私も隣となりの椅子に座って、同じく古代ローマ人が履いていそうな編み編み型サンダルを試す。

　なんだか不思議な感覚だ。私も友紀と同じように、ヒールは低い方がいいな。

「どう？」と、友紀に様子を尋たずねてみる。

「相川はどんな感じだ？」

「私？　んー、やっぱり低い方が良いと思うけど、このぐらいの方が可愛いかな」

「可愛い……そっか。そうだよな。よし！　オレこれにするよ！　ありがとう相川っ！」

「ハイヒールも履いてみますか？」

　悪戯いたずらな笑えみを浮かべるセラ。そんな様子をパシャパシャカメラに収めるニヤニヤ顔の織戸。

「うん、試してみたいかな」

　ハイヒールを履いて立ってみると、よろけてしまった。

　慣れない靴を履くもんじゃないなー。すっごい恥はずかしい。

「あっはは、歩けてねえじゃねえか」

「ひどくお似合いですよ」

　恥ずかしいなあ、もう。でも──友紀やセラとこうやって笑って買い物が出来るのは楽しいかも。

　こうして、私の女の子としての買い物は終わった。

　いつもとは違う、楽しい買い物。

　私は今日のことを、きっと忘れないと思う。ポロリもしちゃったし。

　一つ気になることがあるとすれば、織戸の存在。

　下着売り場にも水着売り場にも寄らなかった。

　ただ、ニヤニヤ顔で私たちの笑顔をカメラに収めていただけ。

　きっと何か裏があると思っていたけれど、不思議とそんなことはなかった。

　まあ、友紀やセラみたいな可愛い女の子と一いつ緒しよにいたい。

　そんな気持ちだったのかな。

　……気持ち悪いな。







　友紀の住んでいるアパートへやってきた私は、リビングに買い物袋ぶくろを置いて、座ざ布ぶ団とんの上に座り込む。

　ふう。と一息。

　セラはユーを守るっていう任務があるので家に帰り、ここには友紀と二人きり。

　てっきり織戸も来るのかと思ったけれど、することがあるとかで素直に家に帰った。

　まあ、そんなことはどうでもいいや。

　そもそも冒ぼう頭とうで、私がどうして友紀の家へ泊とまりに来たかったのか。

　それは、友紀があるモノを買ったから。

「じゃーんっ！　見ろよ相川ぁっ！」

　満面の笑みでご紹しよう介かいしてくれたのが、『レーシングコントローラー（シート付き）』だった。

　私はときめきに満ちあふれた目でそれを見つめていた。

「やってみても……いいの？」

「おう！」

　シートに座る。ハンドルを握にぎり、右に左に回し、左手はギアをガチャガチャといじる。

　はあ、この座り心地、触さわり心地、カ・イ・カ・ン。

　友紀がゲームを起動させる。

　画面は三つ。立体感あふれる素晴らしい出来だわ。

　ずっとやってみたかったのよねー。でもゲーセンでは周りがうるさすぎて。

「どうだ？　すげえだろ！」

「うん。これいいよ！」

「相川！　タイムアタックだ！　今夜は寝ねかせねえぜ！」

　なんて笑い合いながら、交こう互ごにレーシングゲームで遊ぶ。

　あはは、こりゃ当分友紀の家に通い詰つめてしまいそう。

「夕飯どうする？」

　という友紀の問いに、私はしたり顔をする。

「そりゃあもちろん……」

　そこで言葉を切っただけで、友紀は言いたいことを理解してくれたようだ。

　せーの。と言わなくても、私たちは声を揃そろえる。

「「コンビニ弁当」」

　そう、私と友紀は互たがいにコンビニが大好きなのだ。

　大きく笑い合う二人。

　そんな楽しい時間はあっという間に過ぎ……

「あ、もう九時かぁ。相川、風ふ呂ろ入ろうぜ風呂」

「え？　じゃあ──」先に友紀が入って。と言う前に──

「相川と一緒に入るの、初めてだよな。楽しみだぜ！」

　笑顔でそんなことを言い出した。

　え？　一緒に？　友紀と？　高校生なのに？

　疑ぎ問もん符ふが頭の中を支配していたが、結局「まあ、女の子同士だからいっか」なんて考えてしまって、ひどく落ち込んだ。

　私はどこまでも女の子になってしまったようね。

　お風呂が焚たけて、友紀と脱だつ衣い所に。

　体育の時に下着姿になったから、そこまでは何の抵抗もなかったのだけれど……さすがに裸はだかになるのはちょっと……

　なんて思っていたのは私だけみたいで、友紀は平然と、むしろ嬉うれしそうにニコニコしながらブラを外し、ショーツを──

「ん？　どうしたんだ相川？」

「え？　……あ、いやその……綺麗だなって思って」

　友紀の体はシミ一つない綺麗な肌はだをしていた。

　陸上をやっているのに、妙みように女性的というか肉付きが良いというか、三原が触りたくなるのも分かる気がする。女の目から見ても見事なボディだ。

　あられもない姿を前にして、私は赤面していた。

「あっはははははっ！　相川、風呂に入る前からのぼせてるみてえに見えるぜ？」

　そう言いながら浴場へと入っていく友紀。ブラという支えを失った豊満な胸はぶるんぶるんと揺ゆれる。

　隠かくすこともせず、一いつ切さいの恥じらいがないように見えたので、意識している自分がばからしく思えた。

　ええい、ままよ！

　一気に脱ぬぎさり、髪かみを縛しばっていたゴムを取って手首に巻くと、浴場へ足を踏ふみ入れる。

　冷たい床ゆか、カビもなく清潔感のある壁かべ。吸血忍にん者じやの住んでいるマンションって、結構高級なのかな。

「うりゃー」

　シャワーをかけられて、私は両手で顔をガードした。もう、悪戯っ子かあなたは。

「湯加減これでいいか？」

「ん。大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃあ、ここに座ってくれ！」

　え？　どういうことだろう。私は言われるままに真ん中に丸い穴の空いた椅子に腰こし掛かける。

　あ──暖かい。たぶん友紀がシャワーで暖めてくれてたんだろう。

　背中にむにゅっとした感かん触しよく。

「な、何やってるの？」

「え？　相川の体を洗ってやろうと思って」

「いや、それは有り難がたいんだけれど……その……洗い方が」

　体を押しつけて、抱だきしめるようにした友紀は、私の全身を撫なでるようにして洗っていく。背中に感じるのは、おっぱい。

　エキサイティングでマーベラスなイマジネーションのファイナルウェポンがーっ！

　ちょっ！　うわっ！　うぐっ！　あははははっ！

　もう笑っちゃうぐらい気持ちよくて、私は身を捩よじらせた。

　使っているボディソープには『肌に粟あわを生じるぐらい泡あわが出る！』とキャッチコピーが付いており、その名に恥じぬ泡立ちっぷりだった。

　瞬またたく間にゴーストバスターズのマシュマロマンぐらい真っ白になった私に、「どうだ」と言わんばかりの顔をした友紀。

「かなみにいつも褒ほめられるんだぜ！」

　あいつの仕し業わざか。友紀にこんなエロい洗い方を教えたのは。

「うん。とても上う手まいと思うけど、手でやって欲しいかな？」

　気持ちよかったけれど、恥ずかしくて死にそうだったので小さく呟つぶやく。

　もうっ！　役得とかぐへへへとかそんなこと考えている場合じゃないよ～。

「あれ？　かなみが『相川は体全身で洗う方法じゃないと垢あかが落ちる気がしない』って言ってたから、オレ頑がん張ばって練習したのに」

　……三原かなみ。恐おそるべき女。とにかくやめさせないと、何かに目覚めてしまいそう。

「友紀、それは騙だまされてるわ」

「まじかよ！　くっそー。また適当なこと言いやがったんだな」

　過あやまちに気づいた友紀は、続いてシャンプーをかしゅかしゅさせて手に取り、私の髪へ塗ぬり込む。

　シャンプーに書かれているキャッチは『ちゃん、リン、シャン、メラン』懐なつかしいっ！　でも最後の奴やつ何ーっ？　メランコリック？

「サリーちゃんのパパ」

　笑いながらそんなことを口にした友紀。鏡を見れば、髪を角のようにされていた。

「こら！　何やってんのさ！」

「あっははははは。続きましてー。アトムっ！」

　完全に遊ばれてる。

「穏おだやかな心を持ちながら激しい怒いかりによって目覚めた超ちよう戦士」

　髪の毛を全部逆立てられ、題名をつけていく友紀。彫ちよう刻こくでも作っているかのようだ。

「鷲わし羽ゆうちゃん」

　わお！　結構頑張ったな！　このカニの足みたいな左右を表現するなんて！

　っていうか。

「友紀、そろそろちゃんと洗って」

「はいはーい」

　ばしゃー。わしゃわしゃわしゃわしゃ。頭がぐわんぐわんする強ごう引いんな洗い方。体を洗うのは恐ろしく気持ちよかったけど、髪の毛洗うのはあんまり上手くないな。

「はい、おしまい」

　ぽんと背中を叩たたかれて、私は立ち上がる。

「じゃあ、次は友紀ね」

「え？　オレはいいよ～」

「まあまあまあまあ……」

　両りよう肩かたを摑つかんで、椅い子すに座らせる。

　シャンプーを手に取り、友紀の柔やわらかな髪に触ふれる。

「覚かく悟ごしなさいよ。まずはデーモン閣下で最終的には更ざら木き剣けん八ぱちにしてやるから」

「の、望むところだぜ！」

　変な髪型にされるってのに、元気に返事をする友紀。

　全く、敵かなわないなあ。この子には。

　楽しく体を洗った私たちは、二人で湯船に浸つかる。

　足を伸のばせるぐらいには広いけれど、二人が並ぶには狭せまいために、私が椅子のような形で友紀を上に乗せていた。

　まあ、友紀の方が背が低いから仕方がないよね。

　後ろから手を回し、ぎゅっと抱きしめて、のんびり入浴。

「はあー極ごく楽らく極楽」

　ぽわぽわとした表情の友紀。

「いい湯だね～」

　私もついついぽわぽわしてしまう。

「相川～」

「んー？」

「オレ、なんか、幸せだ」

「んー、私も～」

　ぽわぽわ。ぽわぽわ。

　ぴーんぽーん。突とつ然ぜんのチャイムに、私と友紀ははっと『ぽわぽわわーるど』から抜ぬけ出した。

　ぴーんぽーん。ぴーんぽーん。

　しつこく何度も鳴らされるチャイムに、友紀がざぱっと湯から出る。

　そろそろ私も上がるか。

　脱衣所で体を拭ふいていたら、玄げん関かんの方から友紀の驚おどろきの声が響ひびいた。

「うわあああああああっ！　お前なんだよ！　なんなんだよ！」

　何があったのだろうと、バスタオルを巻いて玄関へと向かうと──

　そこには、織戸の姿。

　ばっしゃばっしゃカメラのシャッターを押していた。

　とりあえずスポーツ大好きな友紀の部屋にあったバットを取ってきて、織戸に投げつける。

「何しにきたの？」

　割れたメガネをくいっと押し上げながら、織戸は言う。

「三原が言っていた。トモノリの家に泊とまるとき一いつ緒しよに風呂に入る。……その情報と、トモノリは二一時から二一時半の間に風呂に入る（俺調べ）とを合わせ、その間に来ればバスタオル姿で出てくると思いまして」

「変態界のプリンスかお前は！　帰れよぉ！」

　顔を真っ赤にさせる友紀。

　うん。さすがにこれは、度を超こえているわ。

「き──」私は言ってしまいそうだった。

　気持ち悪い──と。

　でも、言わなかった。

　そう、私はセラとは違ちがうんだ。たとえストーカー行こう為いをしたあげくに入浴中を狙ねらってカメラ持参で現れても、私は直接気持ち悪いなんて言わない。

　そう、誓ちかったんだから。







　そんなこんなで月曜日。

　朝起きたら男に戻もどっていた。

　今にして思えば、相川アユミは他人として出会いたかったね。

　あの極上ボディをもっと触さわっておくべきだったと悔くやまれる。

　昼休みの教室。ハルナが作ってくれた、また何らかの変化をもたらしそうな奇き妙みような弁当『山やま芋いもとろろ丼どん』を食べていると、織戸と友紀がやってきた。

「おーっす相川ぁ」

　いつもの通り、元気な友紀の姿。

「はあ、お前あと三年風か邪ぜで休めばいいのに」

　アユミがいなくてがっかりだとため息を吐つく織戸。

「うるせえよ。俺が嫌いやならこっちで飯を食うな。変態界のプリンス」

　様々なクラスの人間が友達と昼飯を食べるために集まり、がやがやとうるさくなってきた頃ころ、ドレッシングをたっぷりかけた弁当を食べていた友紀が、笑え顔がおのままに言う。

「それにしても楽しかったな相川」

「ああ、今日も遊びに行っていいか？　今度こそお前のタイムを抜いてやるよ」

　友紀の家にあったレーシングゲームは今でも俺の心を離はなさない。

「おう！　また一緒に風ふ呂ろ入ろうな！　相川と一緒に風呂入ってるのって、めちゃめちゃ楽し──」

　友紀が笑顔のまま、凍こおり付いた。

　二秒、三秒。まるで時が止まったようにドレッシングを弁当に垂れ流す友紀。

「友紀？　おい友紀！　弁当から溢あふれてるから！　おい！」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　がたん！　椅子を倒たおす勢いで立ち上がり、友紀は両手で頭を抱かかえてアパッチの雄お叫たけびが如ごとく叫さけぶ。

「オレ、相川と風呂に入っちまった──────っ！」

　今度は両手でりんごのように赤く染まった顔を覆おおって、いやんいやんと体をくねらせる。

　いや、それを今いま更さら言われても……

「なぁにぃ！　やっちまったな──っ！」

　周りにいた男子生徒共が血ち眼まなこで俺を睨にらみ付けていた。

　すぐに俺の周りは生徒たちでいっぱいになる。

　なんてことをしたんだ。とか変態とか罵ののしられるのかと思いきや──

「で、どうだった。トモノリパイは？」

　わりと興きよう味み津しん々しんだーっ！

「そんなことより相川、これを見てくれ」

　織戸、お前はこの状じよう況きようで、何変なアルバムを出してるんだ？

　まあ、見るけど。周りの目が怖こわいから現実逃とう避ひも兼かねるけど。

　そこには、女性の胸や尻しり、足が写されていた。

「お前まさかこれ……セラと友紀か？」

「さすが、お目が高いな相川。だが、もう一人、アユミちゃんという絶世の美少女、大量破は壊かい乳ち首くびとまで言われた少女の胸が──これだ」

　胸の谷間、ブラまではっきりと見えていた。

　……こいつ、思い出の写真とか言って、顔は一枚も撮とってねえじゃねえか。

「でも、どうやってこんな谷間を？　俺はそんなの見せてないぞ」

「いいか相川。数多あまたのショッピングセンターで、最もエロい場所は下着売り場じゃない。靴くつ売り場だ！　女性は下を向くから盗とう撮さつがバレず、靴を履はくために前まえ屈かがみになるから知らず知らずの内に服の中をさらす。さらに店員も座って話すからローライズだとパンツが楽しめる！　そう、それが靴売り場！　我々に残された最後のサンクチュアリっ！」

　雄ゆう弁べんをふるう織戸。

　そんな中で、アンダーソンくんが織戸の肩かたを叩いた。

「織戸──」

　言ってやれ言ってやれ。




「いくら欲しいんだ？」




　社長さんクラスの金を払はらう気だ──っ！

　アンダーソンくん鼻血！　鼻血出てるよ！

「うが──────っ！　オレ相川に全部見られて一緒に湯船に……のあああああああああああああああああああっ！」

　思い返せば思い返すほどに恥はずかしいのか、爆ばく発はつ寸前の友紀。

「いいか、下着売り場にあるのは確かに下着だが着用しているとしていないとでは──」

　さらに持論を繰くり広げる織戸。

　引きつった顔しか出来ない俺に、周りから友紀のおっぱいについて様々な質問が飛び交かっている。やれ乳首の大きさがどうとか形がどうとか。

「やっぱ、お前ら気持ち悪いわ」

　結局、『私』はそう言ってしまった。




　　　　※




「ぐふっ」俺は二方向からの無む慈じ悲ひな一いち撃げきによって、ばたりと倒れた。

　ドッジボールなんて言っていたが、何な故ぜかボールを二個使うという荒あら技わざに出られ、避よけることなどは無理だった。

　ゾンビだった俺なら躱かわせたかもしれないが、今の俺はこんな攻こう撃げきに対応できない。

　さっきはこれをスイカで、さらに目め隠かくしまでさせられていたと思うと、俺自身が可哀かわい想そうでならない。

　太陽に照らされ続けた砂すな浜はまは、とても熱い。

　あまりに熱かったので、そのままゴロゴロと横に転がり、母なる海へと着水した。

　あー、気持ちが良い。人間は水の中から生まれてくる。適度に冷たく、適度にヌルい海は、とても居い心地ごこちが良かった。

「おい、相川ー。戻ってこいよー。ドッジボールのドッジは『逃にげる』じゃないんだぜ」

　海へ避ひ難なんした俺を、友紀が批難する。

　アホの友紀でも、スポーツの知識はあるようだ。人は好きなことしか覚えないからな。

「お前らが親の敵かたきかのように俺ばっかり狙ねらうからだろ」

「いやあ、ついついね。すまない」

　アンダーソンくんが楽しそうに笑いながら謝る。

「それだけ愛されてるってことじゃない？」

　俺を最も愛していない三原に言われても、説得力がない。

「無理無理。もう信用がないわ」

　俺は海にぷかーと浮うかび、ドッジボールから抜ぬける意思をダルそうに伝える。

「……もっと相川くんの雄ゆう姿しを見たかったけど……仕方ないね……あ、そうだ」

　残念そうな平松が、メモをさっと取り出した。

「……今、夕食に食べたいモノを聞いて回ってるんだけれど……」

「食べたいモノ？　何でもいいのか？」

　目を輝かがやかせる友紀。

「……春はる奈なちゃんが……何でも作ってくれるって」

「きゃー。世界一料理上う手まいもんねー。んじゃ、私は回鍋肉ホイコーローがいい」

　三原がボールを俺にぶつけながら嬉うれしそうに言う。回鍋肉の人気に嫉しつ妬とするわ。

「オレはやっぱりラーメンがいい！　とんこつ！」

　ブレない友紀さん。ある意味君は政治家になるべきかも知れないな。

　俺はボールを浮き輪代わりに抱だいて、足を伸のばして仰あお向むけの状態で水面にぷかぷかと寝ねそべる。

「俺はじゃあ、カルパッチョとチキン南なん蛮ばんを。カルパッチョは牛でも魚でも何でもいい」

　アンダーソンくんのチョイスは俺好みだった。夕食のときは是ぜ非ひとも分けて貰もらおう。

「ならば私は、フィレステーキを」

　突とつ然ぜん声が背後から聞こえたと思ったら、そこには黒くろ髪かみが広がっていた。

　誰だれかが、海に潜もぐったんだ。

　長い黒髪にさっきの声。サラスだな？

　なんで海に潜った？　何か理由があるはずだ……

　そのままサラスは潜せん水すいしたまま沖おきへ向かう。

　まあ、注文も聞いたし、あとを追う必要性もないな。

「じゃあ相川くん……次いこっか……」

　平松に声を掛かけられて、俺は上陸する。

「そうだな。さっさと用事を済ませてしまおう」

　ぬるま湯が如き海に浸つかったおかげで、熱い太陽の視線が心地よい。

「うわあああっ！　あ、相川っ！」

　急に友紀が大声を出して背中を向けてしまった。

「このバカ！　クラゲに刺さされてサメに食われろ！」

　三原の口こう撃げきを受けて、やっと俺は理解した。

　だって、海にいるみんなが、俺を注目しているからだ。

　俺の股こ間かんを、見ているからだ。──人の視線が、心地悪い。

　気がつかなかった！　なんという手て際ぎわの良さだ！

　サラスの奴やつ、海パンをはぎ取りやがったんだな！

　俺はボールで股間を隠かくしながら、海へと戻もどった。

「今いま頃ごろ気付いたか。ノロダーリンよ」

　ここまでしかダメですよーという意味で浮いてるブイのギリギリまで、サラスは逃げていた。

　いいだろう。多た摩ま川がわのトビウオと呼ばれた俺のバタフライを見せてやる。

　ばっしゃん、ばっしゃん、ばっしゃん。

　ボールを投げ捨て、全力のバタフライで沖まで──

　あ、足っ！　足がっ！　足がぴっきーんてなった！

　慣れないバタフライなんかするから、足が攣つってしまった。

　すでに足の付かない場所にまで来てしまっていた俺は、そのままごぼごぼと沈しずんでいく。

　これはマズイ。足がーと口を開けたとき、空気を吸ってなかったのもマズイ。

　早く足を治さないと。でも手を動かさないと。

　必死に海面へ上がろうとするが、どんどん沈んでいく一方で──ふっと身体からだが上がる。

　誰かが、救出に来てくれたのだ。

　背後から忍しのび寄り、下から掬すくうようにして身体を持ち上げてくれる。

　そうしないと、パニックに陥おちいっているために抱きつかれたり覆い被かぶされたりで一いつ緒しよに溺おぼれてしまう可能性があるんだ。それを理解しているということは、ライフセーバーのお兄さんかと思ったが──

「このバカが。海に入る前に準備運動をする。小学生でも習ってるぞ」

　それは、サラスだった。

「すまん。ちょっと砂浜まで運んで貰えたら有り難がたい」

「……元は私が悪いのだ。謝るのはこっちだよ」

　サラスにおぶってもらい、平泳ぎで砂浜へ。

　すると、サラスはふっと笑えみを零こぼす。面めん目ぼくないね。何とも無様な格好だ。

「あのときと逆だな」

　サラスはぼそりと呟つぶやいた。

　サラスが笑ったのは、俺の無様な姿に対してではないようだ。

























　声が聞こえる……

「ダ………　げろ……」

　耳がキーンと鳴っていて、周りの声があまり聞こえない。

　意識が朦もう朧ろうとしている……

　ゆっくりと頭が揺ゆれ、視界はぼやけ、今にも瞼まぶたが落ちそうだ。

　ああ、重い。なんて瞼が重いんだろう。

　ぼんやりとした意識の中で、まるで夢の中にでもいるようなふわふわとした気持ちで、俺はなんとか目を開け続ける。そうしないといけない気がしていた。

　目の前には、壮そう絶ぜつな光景が広がっていた。

　男女の区別なく、無差別に転がる、人、人、人。

　皆みな、同じ服を纏まとっている。当然俺も、同じ服だった。

　そこは、正に地じ獄ごくという名の戦場だ。

　俺は──ここで何をしていたんだっけ？

　ああ、ダメだ。頭が回らない。

「………ン　逃にげ……」

　ずっと俺を呼ぶ声がする。

　目を少し横に向けると、ある文字が薄うすく開けた目に飛び込んできた。

『メイル・シュトローム、ここに眠ねむる』

　そこには、そう書かれている。

　ああ、俺は守れなかったんだ。

　あのアホな隠れ巨きよ乳にゆうの少女を。

「このクソダーリンっ！　逃げろというのが聞こえぬのかっ！」

　俺はやっと鮮せん明めいになってきた耳を、ずっと呼びかけ続けている声に傾かたむけた。

　そこには、黒くろ髪かみの少女。

　なんだ。サラスか。

　どん。鈍にぶい音がして、俺の側頭部に弾だん丸がんが命中した。

　そうだった。これを一度受けて、俺は意識を失いかけていたんだ。

　だから、サラスはずっと逃げろって言ってたんだ。

　全すべて納なつ得とくした俺は──

　長ちよう寿じゆを全うした老人の如ごとく、眠るように……死んだ。







　しゅ……しゅ……しゅ……

　ぶるん。ぶるん。ぶるん。

　木刀を振ふると、それに合わせて胸が揺れる。ついでにポニーテールも揺れていた。

「七二〇……七二一……」

　素す振ぶりはすでに七〇〇回を越こえている。

　まるで吸きゆう血けつ鬼きやくのいちのように美び麗れいな顔立ちと体つきを持つ少女、セラ。玉のような汗あせが飛ぶのを見ていると、それだけで気持ちがいいもんだ。

　俺は縁えん側がわでマスタードの効いたハムとタマゴのサンドイッチをむしゃむしゃと食べながら、庭で素振りをする少女を、やましい気持ちなど一いつ切さいなく、ただスポーツを観戦するように眺ながめていた。

　セミの声と、天然サウナと言うべき炎えん天てん下か。

　小学生が外で遊ぶには最適で、サラリーマンが営業に向かうには最悪な、そんな夏のある日のことだった。

　タンクトップが汗で色を変えても気にしないほど集中しているセラの隣となりで、同じように木刀を振るのは、ハルナ。

　身長一四五センチメートルほどしかない小さなアホ毛の女の子は、きりっとした表情をして、セラと同じ速さで木刀を振る。

「一京けい五六八二億三八……一京五六八二億三九……」

「おい、ハルナ。お前まだ二〇回目だろ。威い風ふう堂どう々どうとサバを読むな」

「だってもう疲つかれたー。はい、休きゆう憩けい休憩」

　ハルナはアホ毛をしおしお～っとさせて、木刀をぽいっと投げ捨てると、家の中へと入っていく。もう飽あきたのだろうか。相変わらず根気がない奴やつだ。

「そうですね。そろそろお昼ですし」

　いつも、暇ひまがあれば、こうして庭で素振りをするのがセラの日課だが、今日は異常だ。

「で、どうしてそんなに意気込んでるんだ？」

　俺はキンキンに冷えたポカリ的なスポーツドリンクとタオルをセラに渡わたしながら、ずっと気になっていたことを聞いた。

　さすがに、集中している時に声を掛かけるのは忍しのびなかったからな。

「実は、今週の土曜日に、我々吸血忍にん者じやが一堂に会する、大宴えん会かいがあるのです」

「だから素振り？」

　俺は見えない話に聞き返す。

「はい。きっと、サラスとの決着を付けることになると思われます」

「ふーん。面おも白しろそうだな。俺も行っていいのかね？」

「……来たいのですか？　とんだクソ虫ですね。軽けい蔑べつに値あたいします」

　そこまで言うか。決着とやらを見たいだけなのに。

「ユーやハルナは行くのか？」

「ヘルサイズ殿どのは……あまり吸血忍者と接したくないとのことです」

　まあ、頑かたくなに吸血忍者の里に行くのを拒こばんでいたもんな。

「あたしも行かない」

　アイスキャンディーをちゅぽちゅぽしながら、ハルナはだるそうに言う。

「じゃあ、やっぱり俺も」

「アユムは行ってこいよな！　邪じや魔まだっ！」

　ハルナにげしげしと蹴けられる。こんのクソガキめ。

「邪魔って──」

　何かを言い返そうとしたら、セラに腕うでをからめとられた。

　そのままハルナが見えないところまでずるずると引きずられていく。

「どうやらハルナは、ヘルサイズ殿に料理を教えたいようなのです。たまには、ヘルサイズ殿とハルナを二人きりにさせても、良いかもしれませんね」

　ハルナとユーを二人きり……か。そう言えば、そんな時間はほとんど無かったな。

　ハルナとユーは互たがいに友達になりたいと思っているが、どうも素直になれない。

　もしかしたら、俺やセラが見ているから、恥はずかしくて行動しないのかも。

　たまには──

　しゃーなし、だな。

「行きまーす。行かせて下さい」

　手を上げて、ぴょん、と跳はねながら、ハルナに聞こえるように大きめの声で言う。

「キモっ！　テンションの高いアユムキモっ！」

　お前のためにと思ったのに。

「そう言うと思っていましたよ。──では、あなたの好きなおかずをお教え下さい」

　にっこりと、セラは笑え顔がおを見せた。

　普ふ段だんは俺に笑顔なんて見せないのに。

　それほどまでに、楽しみなんだろうな。サラスとどういう決着を付けるのかは分からないけども。







「って話を聞いたんだが、友ゆ紀きもいくのか？」

　学校の昼休みに、隣のクラスからやってきた少年のような笑みをしたショートカットの吸血忍者、友紀にも大宴会の件を聞いてみた。

　いつもなら、ここでメガネの男が邪魔してくるので、あいつがトイレに行っている間に。

「おう！　当然だぜ！　年に一度の大宴会だかんな！　しかも、今回は二つの派は閥ばつが同じ場所でやるんだぜ？」

　耳に響ひびくほどのハイテンションな声。制服を着ているとあまり目立たない胸がオーバーアクションに合わせてたぷたぷと揺れていた。

「その派閥って、まだ一つになってなかったんだ」

　ハルナが作った極ごく上じようのタマゴ焼きを頰ほお張ばって、半分聞き流すように聞いていた。

「考え方の違ちがいだかんなー」

　むー。と唸うなる友紀。

「うむ。そればかりは未み来らい永えい劫ごう変わることはないだろう。まあ、戦争にまで発展していた過去に比べれば、ずいぶんと丸く──」

　背後から声を掛けられ、俺は思わず箸はしを落とす勢いで振り向いた。

「って、サラスお前いつのまに」

　そこにいたのは、長い黒髪の美少女。いや、美女と言うべきかな。セラの上司であるサラスが、偉えらそうな顔をして仁に王おう立だちしていた。

「ずっと側そばにいたぞ」

　さも当然だと言いたげな表情のサラス。

「いたぜ？」

　今いま更さら何を言ってんだと言いたげな友紀。

「全く気配を感じなかった。忍者かお前は」

　いつもの事だからと、俺は溜ため息いきを吐つきつつ、箸を拾う。

「それは褒ほめ言葉だな」

「お前も当然行くんだろ？」

「うむ。それが少し迷っていてな」

　渋しぶるサラスに、友紀が捨てられる前の子犬のような顔を見せた。

「えー？　サラスバティいかねえの？」

　そんな顔で見られても困る、とサラスは友紀から目をそらし、窓の外を眺める。

「実は、日曜日にライブがあるのだ」

　彼女は吸血忍者、現げん役えき女子高生という顔の他ほかに、アイドルの顔も持っている。

　何をやってもそつなくこなす奴ってクラスに一人はいるよな？　そういうタイプだ。

「日にちが被かぶってる訳じゃないんだな」

「だが、一度参加すれば、一夜を共に過ごすこととなるだろう」

　なんだかいやらしい感じに聞こえてくるのはどうしてだろうか。

「途と中ちゆうで帰ればいいじゃねえか」

　という友紀の提案。よっぽど一いつ緒しよに行きたいようだ。まあ、友紀のことだから人は多い方が楽しいってだけなんだろうけど。

「そうだな。そうなのだが──日曜のライブは一周年記念になる。路上ライブからコツコツと積み重ねてきた集大成だ。──前日はぐっすりと寝ねて、英気を養いたい」

「そうか。それは残念だな。セラがサラスと決着を付けるって張り切ってたから」

「む？　もしかして、マイダーリンも行くのか？」

「ああ」

「なんと浅ましい。このエロダーリンめが」

　セラといいサラスといい、どうしてここまで言われなきゃならんのか。

「しかし──ダーリンが行くならば、なおさら悩なやむところだな」

　腕を組んで、眉み間けんにシワを寄せるサラス。

「悩むぐらいなら、行けばどうだ？」

　無む理り強じいをしたくはなかったが、セラの頑がん張ばりを無む駄だにしたくない。

「むー」目を強く瞑つぶって、色々と悩んでいる様子だった。

「行こうぜー」

　拝むように手を合わせる友紀。

「頼たのむよ、俺のためにも、さ。知ってる人間が多いに越したことはないからな」

　俺の言葉に、サラスはふっと一つ笑う。

「よし、あいわかった。腹を括くくろう。途中で抜ぬければ済む話だ。ダーリンとのめくるめく夜の世界を楽しもうではないか！」

　悩みの雲が晴れ、爽さわやかな声だった。

　だが、どうしてだろうか。何やらいやらしく聞こえてくる。

「変なことはすんなよ」

　俺の軽い冗じよう談だんに、サラスは顔を真っ赤にさせて後ずさる。

「なぜバレた！」

　する気だったのかよ。油断ならねえ。

　っていうか、いやらしい意味での発言だったのかよ！

　下ネタの通じない友紀は一人、首を捻ひねっていた。

「変なことって相あい川かわのダンスみたいなのかー？」

「変じゃねえよ！　心外だよ！」

　思わず、心の声を叫さけんでいた。







　さて、サラスにも少し強ごう引いんではあったが参加してもらった吸血忍者の大宴会。

　それは、三み重え県のとある山奥で行われた。この辺りには伊い賀がとか甲こう賀がとかそれっぽい地名があるからな。吸血忍者の里もあるのだろう。

　夏なんだから、海に行きたいところではあったが、どうせ俺は日光浴が出来ない体。

　草木が青々と生おい茂しげる大自然が守ってくれるだけ、山の方が良い。

　駅からかなり歩いて、山を登り、さらにロープウェイを経て、かれこれ二時間。

「着きました」

　そこは、旅館だった。どこからどう見ても温泉旅館。古くからやっているだろう佇たたずまいで、将しよう棋ぎの名人戦とかやっていそうな厳おごそかな雰ふん囲い気きを持っていた。

　ここで一体何が行われるのか。

「ようこそおいで下さいました。セラフィム殿どの」

　気のよさそうな美人女将おかみ（うなじがせくしー）に迎むかえられ、セラは一礼する。それを見ていた俺も、例に倣ならって一礼した。

　女将が「こちらへどうぞ」と案内してくれて、セラが無言で続く。

　言い知れぬアウェー感に、俺はふうと息を吐はき、気合いを入れながら、ゆっくりとセラの後に続いた。ふかふかの床ゆかが気持ちいい。

　そして通された大広間。

　風神雷らい神じん図の描えがかれたフスマを開けると──

「おおーっ！」声を上げたのは俺だった。

　ウチの学校の教室を二つ繫つなげたぐらいの広さがあるだろうか。

　ずらりと並ぶ浴衣ゆかた美人。料理を待っているのか、あの懐かい石せき料理の時や時代劇でよく見る、旅館ならではの積み上げられるお膳ぜんが並んでいる。

「見事なもんだな」

「普ふ通つうに一いつ泊ぱくするとなると、かなりの額になりますよ？」

　セラの顔は、鬱うつ陶とうしいから騒さわぐな、と言っていた。

　さぞかし高級な旅館なのだろうな、というのは言われずとも分かる。こんなでかい部屋を見せられたらな。

　何百と座ざ椅い子すが並び、その七割程度の席が埋うまっていた。

　そして、何な故ぜ俺がこの会合に参加すると言ったときにセラとサラスが罵ののしってきたのか。その理由に気付いた。

　そこにいたのは──いや、この場にいた男性は、俺だけ。

　そう、この宴えん会かいは……吸血忍にん者じやの『女子会』だったのだ。

「おーっす相川ー。待ってたぜー？」

　浴衣姿の友紀が楽しげにぴょんぴょん飛び跳ねるようにやってきた。上下に跳ねる隠かくれた巨きよ乳にゆうに目が泳ぐ。

　暴れるな。畳たたみが傷いたむだろ。

「荷物はどこへ置けばいいですか？」

「みんな寝る所に置いたぜ？　あっちだ」

　友紀は俺の荷物を奪うばうように取り、セラと共に大部屋を出て行く。

　俺はどうすればいいのか分からないまま、入り口の所に座った。

　見み渡わたす限りの美女、美少女、美幼女。吸血忍者というのは、みんなスタイルが良くて綺き麗れいな顔立ちをしているのだろうか。

　みんな笑え顔がおで思い出話でもしているようだ。

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の中、俺はただ、肩かた身みが狭せまい思いだった。

　知っている人間が少ない宴会が、これほどまでに地じ獄ごくとは。

　セラはいつ帰ってくるのだろうか。五分が一時間にも二時間にも思えてくる。

　美女といる時間は短く感じると言うが、それはきっと、話が合う場合に限られているのだろう。

「おい、ダーリンよ」

　助け船がやってきた。

　振ふり向くと、そこにはサラスがいつものように偉そうな顔をして仁王立ちしていた。

　美人美女ばかりが周りにいても、どこかオーラが違うような気がする。黒くろ髪かみと浴衣姿が良く似合っていた。

　助かった。やっぱり、サラスに無理を言って来て貰もらった甲か斐いがあった。

「アイドルの格好より、そういう方が良いな」

　俺が普段見せない笑顔で振り向いたからだろうか、サラスは少し驚おどろいたようにキョトンとして、そして嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「和服フェチダーリンめ。貴様も着き替がえろ」

　すっと畳たたまれた浴衣を手て渡わたされる。サラスが着ているものと同じ。

　まあ、旅館に来たらやっぱり浴衣だよな。

　セラが一向に戻もどってこないのは、着替えもしているからだろうね。

　早さつ速そく上着を脱ぬいで着ようとしたら──あれ？

「なんか、おかしくないか？　これ」

　もぞもぞと浴衣を触さわる。ぱっと見ではわからないが、その浴衣は特とく殊しゆなモノだった。

「うむ。全員集まると、おかず争そう奪だつ戦せんが始まるのだ。もうあまり時間はないぞ。早く着替えろ。フェチダーリン」

　おかず争奪戦。サラスとセラの決着。

　何やら、全ぜん貌ぼうが見えてきたような気がする。

　浴衣には、ポケットがいくつもあった。

　肩、胸、腕うで、腹、尻しり。

　そしてそれぞれのポケットには一枚の画用紙が入っている。

　俺の大好物が書かれた……札だ。

　そう言えば、セラに好きなおかずを聞かれたな。

　なるほど、つまり、こういうことだろう。

　この『好きなおかず』を奪い合い、夕食のメニューが決まる。

　誰だれが一番多くのおかずを獲かく得とくできるか。

　その数を、セラとサラスは競きそうのだ。







　ほどなくして、『おかず争奪戦』は開かい催さいされた。

　参った。非常に参った。

　俺はぎゅっと目を閉じて、広い和室の隅すみっこで立ち尽つくしていた。

　これは……この競技は……男子高校生には無理だ。

　うっすらと目を開けてみる。

　そこに広がるのは、きゃっきゃっうふふの楽しいキャットファイトだった。

　浴衣の下はみんな下着のみ。特にはだける浴衣から覗のぞく太ももの凶きよう悪あくさは凄すさまじいモノだ。参加出来る訳がねえ。

　俺は男だぞ？　男ってのは、女の子に触ふれただけで豚ぶた箱ばこへ放ほうり込まれるほどに弱いんだ。

　そっと胸に手を当てる。浴衣に付けられたポケット。

　ここは逃にげるだけ逃げて、美お味いしい料理を頂くのが狙ねらいだ。

　少なくとも、この左胸にしまった『伊い勢せエビの刺さし身み』だけは死守しなければ。

　最悪伊勢エビの刺身と白飯さえあれば、それで贅ぜい沢たくな食事と言える。

「あーいかわ」

　笑顔を見せながらも、両手をわきわきさせた友紀がやってきた。

　少年のような瞳ひとみも、まるでハルナを思わせる悪戯いたずらっ子な口元も、今は脅きよう威いでしかない。

　こいつは、こう見えて意外とやり手だからな。

　俺はすぐさま逃げる。背中を見せて、一目散に。

　少しの時間も与あたえてはいけない。逃とう亡ぼうこそ最大の防ぼう御ぎよだ。

「ううおおおっりゃあああっ！」

「ぐへえ」

　友紀の真横に飛ぶ豪ごう快かいなタックルで、俺は壁かべに叩たたきつけられた。

「あめぇぜ！　もぎたての果実ぐれぇあめぇ！」

　後ろからがっしりと腰こしに腕を回され、このままバックドロップされてしまいそうな状態で、俺は友紀の両腕をぐっと握にぎった。

「甘いのはお前だ。こうすれば、札は取れまい」

「んな！　ふー、んーっ！」

　俺に取られた腕をなんとか引き抜ぬこうとする友紀。

「はっはっはっ。ゾンビの力を舐なめるなよ！」

　ゾンビとしての力を遺い憾かんなく発揮させて、逃がさないようがっしりと捕つかまえる。

　友紀がなんとか引き抜こうとするが、ゾンビに力では及およばない。

　すると、友紀は逆に、羽は交がい締じめを強める。

「邪じや眼がんみてえなこと言ってる暇ひまはねぇぜ？」

「何っ！」

「気持ち悪いです。二人ともシャンプーの匂においがするワキの毛ぐらい気持ち悪いです」

　目の前には、白い下着が見えてしまっているセラの姿があった。かなりの激戦を繰くり広げて来たのだろう、浴衣は乱れ、酔よっ払ぱらいのおっさんみたいにへそが見えていた。

　まさか、セラと友紀が共きよう闘とうするなんて……

　この戦いに賭かけてるなー。手段を選ばないのか。

「甘ったれた考えで生き残れる訳はありません」

　ぬっと伸のびる魔まの手。肩、腕に備えられたポケットから札を抜き取り、そして──

　俺は必死に友紀の腕で胸ポケットを守った。

　伊勢エビだけは！　エビだけは！

「ふう。往おう生じよう際ぎわが悪いですね」

「そうだぜ。往生際が悪いぜ」

「そこまで言わなくても」

　身を捩よじり、友紀の頰ほおの温ぬくもりを背中に感じながら、セラに思いっきり顔面を蹴けり上げられる。

　本気の一いち撃げきに、全身の力が抜けた。

　その隙すきに友紀はバックドロップで畳に俺の後頭部を叩きつける。

　頭の中で、試合終しゆう了りようのゴングがカーンカーンカーンと鳴り響ひびいていた。

　力なく倒たおれる俺の浴衣ゆかたを、セラは漁あさる。

　その時、俺は反撃に出た。セラの浴衣を摑つかんだのだ。そしてそのまま体を起こして──　あ、ダメだ。全然無理だわ。だって踏ふまれてるもの。踏みつぶすつもりだもの。

「らめ、らめええええ！」

　最後の抵てい抗こうも空むなしく、俺はセラに全すべてを奪われた。

　そう、伊勢エビも……全て。

　くそ、セラ友紀ペアめ。

　俺は子こ鹿じかの如ごとく立ち上がる。いや、俺は虎とらだ。

　食うために、手段を選ばず手当たり次し第だいに襲おそいかかる、虎なのだ。

　セラに引きずり込まれた。この戦場、死し闘とうへ。

　こうなったら、やるしかない。

　あいつらに、後こう悔かいさせてやる。

　近くに、気の弱そうな女性がいた。肩までの巻き髪をした女性。後ろ姿がすでに美人であることが分かる。年ねん齢れいは一九か二〇ぐらいに見えるな。

「うおおおおおっ！」

　俺は迷いを断たち切るように、大きな声を出し、背後から突とつ撃げきした。

　びっくりした様子で振り返る女性。あ、顔も可愛い。

　だが、容よう赦しやはしない！　俺は虎だ！　加か藤とう清きよ正まさが退治に来るぐらいの虎なのだ！

「こわっ！」

　びたーん。

　俺の伸ばした腕が触れたと思ったら、俺は畳に叩き付けられていた。

　合気道……って奴やつか。気がつかない間にふわりと宙を舞まい、投げ飛ばされたんだ。

　迂う闊かつだった。まだどこかで、申し訳ない気持ちが残っていた。

　吸血忍にん者じやという超ちよう人じん軍団であることを、忘れていた。

　甘えが、抜けきっていなかったのだ。

　さらにポケットを漁られ、一つも札がないことを確かく認にんすると──

「君、苦労してんだね」

　哀あわれな瞳で、俺の肩をポンポンと叩いた。

　ポケットが全て空だったから。……だから、彼女は、一枚の札を、そっと、俺の胸に、忍しのばせる。

　俺は泣いた。

　優やさしさに、空しさに、泣いた。

　貰った札を見ると、そこには『大根おろし』の文字。

　泣いた。

　やってやる！　こうなったら、変態と呼ばれようが、知ったことか！

　俺は、美味しいご飯を食べるんだ！

　ハイパーモードだ。ニュータイプな明鏡止水の種割れのゼロシステムのアリスシステムでサイコフレームが共鳴しながらトランザムで挑いどむんだ！

　一〇〇％……二〇〇％……三〇〇％……

　腰を落とし、力を溜ためる。

　爆ばく発はつさせるんだ。全ての感情、煩ぼん悩のうを消し飛ばすほどに──修しゆ羅らと化すのだ！

　俺の気き迫はくを察知した吸血忍者の女性が三人、こちらへと向かってくる。

　力を爆発させるイメージで、しかし、水のようになめらかな動きで、するりとその三人の間をすり抜けた。

「きゃああああっ！」

　轟とどろく悲鳴も、明鏡止水ハイパーゾンビモードの俺には届かない。恐おそらく髪かみの毛は金色に光って逆立っていただろう。……いや、さすがにそこまではならないか。

　三人の女性は一様に体を抱だき、その場に頽くずおれる。

　俺の手には、大きめだった『おっぱい』の感かん触しよくが残っていた。

「ふう……」

　ハイパーゾンビモードを解除させる。

　ダメだ。やはり、罪悪感に押しつぶされそうだ。やってみたのはいいが、これはれっきとしたセクハラ行こう為い。

　三人の胸ポケットから得た札は、三枚。

　裏になっていた札を返す。

　そこに書かれていたのは──アボカドか。食材だけ有り難がたいかな。

　しかし、よく見てみると──『アホカト』と書かれていた。

　…………ちくしょ──────っ！

　アホカト！　もうね、アホかと！

　地球のみんな！　少しだけでいいから俺に濁だく点てんを分けてくれーっ！

　二枚目。『アボガドロ』。

　…………ちくしょ──────っ！

　濁点欲ほしいって言ったけども！　言ったけどもーっ！

　物質量一モルとそれを構成する粒りゆう子し（分子、原子、イオンなど）の個数との対応を示す比例定数（ウィキペディア参照）はいらないよ！

　アボカドが欲しいんだよ！

　神に祈いのりながらの三枚目は──『アボカド』！

「よっしゃああああっ！」

　ガッツポーズが自然と出てしまった。

　イエス！　イエス！　イエスっ！

　三回ガッツポーズを取ったあと、もう一度じっくりとアボカドと書かれた札を見る。

　…………俺はどうして……これほどまでに……アボカドを欲しがっていたのだろう。

　今となっては、意味が分からない。

　打ちひしがれていると、そっと尻しりに何かが触ふれる感触。

　ぞわぞわぞわ……と鳥とり肌はだが全身を覆おおった。

「ふむ。良い尻だが……何も入ってないな」

　聞き慣れた声に、俺はケツを押さえながら壁かべ際ぎわへと避ひ難なんする。

　腕うでを組んで、破れた浴衣に身を包んでいるサラスがそこにいた。

　相変わらず、突とつ然ぜん背後に現れる奴だ。

「セクハラだよ！　紛まごうことなくセクハラだよ！」

　なんという早はや業わざ。しかし、速度に反して優しく撫なで回された。このテクニシャンさんめ。

「苦労をしているようだな。ダーリンよ」

「お前もな」

　サラスの浴衣はまるで、ターザンのようだった。

「何、かえって動きやすい。おかげで入れ食いだ。貴様は何枚なのだ？」

　浴衣を引っ張り、黒いパンツをチラ見せする。

「俺は今、この四枚しかない」

　アボカドと大根おろししか食材のない俺に、サラスは哀れむような目を向ける。

「これは……災難だな。頑がん張ばらないと、夕食抜ぬきと同じになるぞ？」

　それもこれも、あのセラと友紀のせいだ。

「わかってる」

　さっさとどっかへ消えろと追い払はらおうとしたが、ふと、あることに気付く。

　セラと友紀──そうだ！　その手があった！

　俺はサラスの肩かたをがっしりと摑む。

「な、なんだ？　なんダーリン。キスがしたいのか？」

　突然肩を摑まれ、まるで乙女おとめのように頰を染めるサラス。

「サラス。俺と手を組まないか？」

「ほう。なかなか面おも白しろい提案だな」

　そうだ。友紀とセラが組んでいるように、俺もサラスと組めばいい。これなら、俺が女性の体を触さわる必要はなくなる。

　がっしりと握あく手しゆをする俺とサラス。

　交こう渉しよう、成立だ。

「今日はこの手でパンを食べようと思う」

「いちいち報告しなくていいっす」







　それから一〇分──俺とサラスは山ほどの札を手に入れていた。

　その戦法はこうだ。

　俺が四よつん這ばいになる→吸血忍者が襲いかかってくる→油断した吸血忍者からサラスが札を抜き取る。

　……俺は完全な囮おとりだった。

　いや、別にいいんだけどさ。いいんだけども──

「どうして上う手まく行ってるのかがわからないんだが」

　納なつ得とくがいってなかった。何な故ぜ俺が囮として成功するのか、一いつ切さい納得出来なかった。

「貴様の尻は万ばん人にんに狙ねらわれるように出来ているのだ」

　ここに来て新事実！

「お前だけだと思ってたよ」

「ああ、愛を持って接しているのは私だけだろうよ」

「ヨダレを拭ふきなさい」

　浴衣ゆかたの袖そでで口元を拭ぬぐうサラス。

　そこへ──

「やれやれ……変態同士が手を組んでいたとは……気持ち悪いですね」

「なんだよ相川ー。組むならオレと組んで欲しかったなー」

　出やがったな。セラアンパサンド友紀。

　二人とも、全すべてのポケットがパンパンだった。

「友紀……お前だけは容よう赦しやしないぞ」

「へっへっへ……勝負だ相川っ！」

　はああああ……ハイパーゾンビモード発動っ！

　刹せつ那な──浴衣の四人がぶつかった。

　セラとサラスはまるで北ほく斗と神しん拳けんでも伝承されたかのような手の動き。速すぎて俺には見えない。

　俺と友紀は──

「うりゃららららら！」

「とりゃとりゃあああ！」

　ぺちぺちと叩たたき合うだけだった。

　それはまるで、ガキ同士の喧けん嘩か。いや、いちゃつきといってもいい。

　いちゃつきたい訳じゃない。壮そう絶ぜつなバトルがしたいんだ。

　このままでは埒らちがあかない。

　もっと泥どろ臭くささが、容赦のなさが必要だ！

「すまん、友紀っ！」

　俺は勇気を振ふり絞しぼり、そのたわわなＥカップに手を伸のばした。

　ふにん。柔やわらかな感触を手の甲こうに感じながら、左胸ポケットから札を抜き取る。

「あ……」するとどうだろう。あれほど少年のようだった友紀の表情が見る見る赤く染まり、恥はじらう乙女のように視線を逸そらす。

「相川……その……なんつーか……うん」

　きゅっと胸の前で拳こぶしを握にぎって、肩を竦すくめる友紀。しどろもどろになりながら、もじもじと身を捩よじる。

　そんな態度を取られたら……

「……すまん」

　俺にはもう、何も出来なかった。

　取った札を友紀に返し、調子に乗ったことを反省した。







　こうして、おかず争そう奪だつ戦せんは終わった。

　突然少年から乙女になった友紀に気を取られている内に、サラスから札を分けて貰もらうのを忘れていた俺の前に、獲かく得とくしたおかずが並んでいる。

　お情けで頂いた大根おろし。

　ハイパーゾンビモードで手に入れたアボカド。

　あとは……あ、唐とう辛がら子しがある。塩こしょうも自由に使っていい。

　大根おろしに医者いらずという格言が生まれるほどの食材だが──

　これだけ……か。

　涙なみだを拭きつつ、大根おろしに唐辛子を混ぜて紅葉もみじおろしを作る。

　……………………俺は、なんでこんなことをしてしまったんだろう。

　ずーんと落ち込んだ。

　より辛からくしただけじゃねえか。

　今日はずっと、とりあえずやってみようの精神で失敗ばかりを繰くり返している気がする。

　これはあれか？　厄やく日びか？

「相川……これ、良かったら」

　まだ、いつもの調子を見せない友紀が、頰ほおを染めながらおかずを俺に差し出した。

「ありがとう。友紀」

　差し出してくれたのは──サフランライス。

　有り難い。

　有り難いけども。

　カレーに最適な奴やつじゃねえか！　それを単体で貰っても！

　とりあえず紅葉おろしを掛かけて頂いてみる。

　………………うめえ。

　意外とうめえ。紅葉おろしがうめえ。飯と紅葉おろしだけで十分うめえ。

　涙が……うめえ。

　食って、素す晴ばらしいな。

「どうして、歩あゆむは泣きながら食べてるのです？　乾かわいたカッパぐらい気持ち悪いです」

　ぷりっぷりの伊い勢せエビを美う味まそうに頰張るセラ。美味そうに食いやがって。

　俺の、伊勢エビだったのに。

　また、涙が溢あふれてきた。

「おい、クソダーリン。私のおかずも分けてやろう。ほれ、四つん這いになるがいい」

　偉えらそうにサラスが言ってきた。セラもそうだが、お膳ぜんにはずらりとはみ出るぐらいのおかずが並んでいる。

「じゃあ、カレーを」

　俺は四つん這いになる。すると、サラスはすいーっと幽ゆう霊れいのように移動し、俺のケツを──

「やっぱりいらないです」

　すいーっと席に戻もどるサラス。

「ミミガーをやろう。ミミガーを」

　ずいっと豚ぶたの耳をサフランライスの上に載のせるサラス。サフランライス略してサラス。ケツを触らせなかったから、ミミガーになってしまった。美お味いしいけどさ。

　セラの伊勢エビが欲ほしいなー、なんて視線を向けてみる。

　セラはやれやれとポニーテールを横に振る。

「仕方がありませんね。私の『鷹たかの爪つめの垢あか』も差し上げましょう」

　はい、無理ー。

「お前ら、いらないものを優やさしさと共に押しつけてないか？」

「相川……一いつ緒しよに、食べようぜ……」

　そして友紀。なんでお前はそんなにテンション低いんだ。いつもみたいに庭を駆かけ回る犬のようなテンションで来いよ。

　友紀は俺と膳を合わせ、肩がぶつかりそうなほど近くで食事をする。

　なんだか、変な気持ちになってきたので、誤ご魔ま化かすようにサラスに声を掛けた。

「結局、セラとサラスはどっちが勝ったんだ？」

「私も今気になっていたところだ。おい、集計の方はどうなっている？」

　大きな声でサラスがそう言うと、俺に大根おろしを分けてくれた巻まき髪がみの吸血忍にん者じやさんがマイクを持って、何やらメモを読む。

「はい。ということでただいま集計が出ました。今回の優勝者は──えー、なんとサラスバティとセラフィムの同点一位ですね」

　サラスとセラはふっと同時に薄うすく笑えみを浮うかべて立ち上がり、握手をする。

「どうやら、また決着はおあずけのようだな」

「やれやれです」

　予想していた結果なのだろう。もしかしたら、毎回同点なのかもしれない。

　ぱちぱちと拍はく手しゆが起こり、二人は着席した。

　俺と友紀以外、全員が楽しそうだった。

　そのまま食事を進めて三〇分ほど経過した頃ころ──

「では、私は明日あしたがあるので、この辺りでお暇いとまさせて貰おうか」

　サラスが帰りたそうな顔で立ち上がる。

　明日はライブだからな。

「待って下さい。このまま勝負を付けずに、逃にげるおつもりですか？」

　食事を終えたセラが口元を拭きながらサラスを見上げた。食べきれない料理が沢たく山さん残ってやがる。

　まだ勝負は終わっていないとでも言いたげな顔。この後も何かあるのだろうか？

　困った表情を見せるサラス。また、迷っているようだ。

「サラス。明日は何時からなんだ？」

　サフランライスでお腹なかを四割ほど満たした俺もサラスを見上げる。

「む？　一六時から一八時を予定しているが」

「だったら、朝に帰っても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？　頼たのむよ。俺を助けると思って」

　セラはいつも通りだし、友紀はいつもと様子が違ちがうし、今の俺には、サラスが唯ゆい一いつの味方に思えた。

　今サラスがいなくなると思うと、不安で堪たまらない。

　朝から予定があるのならまだしも、夕方だったら……ダメかな？

　じーっとサラスの顔色を窺うかがっていると、サラスは可愛らしくふふっと笑う。

「クソダーリンが言うのであれば──仕方あるまいな」

　自分を必要としているのが嬉うれしいのか、俺にウィンクを一つ。

　すると、何な故ぜかセラに睨にらまれた。

「し、仕方がなくどうしようもないですね。あなたに一つ分けてあげます」

　セラはそう言いながら、ひょいっと一つの料理をくれる。

「お、有り難がたいね」

　俺はそれを口にした。それが、セラが作ったモノだとは知りもせずに。







　……目が覚めると、浴衣ゆかた姿で布ふ団とんが敷しき詰つめられた──戦場にいた。

「弾たまを持ってきて！」「メディーックっ！　メーディーックっ！」「突とつ撃げきーっ！」

　何やら色々な声が聞こえる。

　ごしごしと目を擦こすって、状じよう況きようを把は握あくする。

　さっきのおかず争奪戦のあった場所だ。畳たたみの上に隙すき間ま無く敷き詰められた布団たち。

　そして、バリケードよろしく積み上げられた掛け布団と、その陰かげに隠かくれながら飛び交かう枕まくらを避よける少女たち。

　なんだ……何が起こってると言うんだ……

　状況を理解するまでに、さほど時間は掛からなかった。

　これは、枕投げ対決だ。

　恐おそらく、セラとサラスの陣じん営えいに分かれての、サバイバル枕投げだろう。

　俺は、どっち側にいるんだ？

　今、戦況はどうなっているんだ？

「気がついたか、相川」

　アホな友紀が、きりっとした表情でそう言った。

　乱れる浴衣。風ふ呂ろ上あがりのはずなのに、汗あせに濡ぬれる肌はだ。恥ずかしげも無く足を開いて、替かえたばかりのピンク色をしたパンツが見えている。

　あまりにきりっとした表情だったので、エロさを感じなかった。

「友紀──」

　あの奥手な学級委員のようだった妙みような友紀はどこへやら。そこにいたのは、いつもの──いや、いつもより頼もしい『吸血忍者』だった。

「相川、早さつ速そくで悪ぃんだけど、一緒にあそこまで走ってくれ！」

　友紀が指を向けた先には、今目の前にあるのと同じ布団の山。そして、その陰には、横になっている美少女たちがいた。

「もしかして、死んでるのか？」

「ああ。だからオレ達であそこを死守するんだ。準備はいいか？」

「やるしか、ないんだろ？」

　状況がイマイチつかめないが、ここは友紀の言うとおりにしておこう。

　なんだか凄すごく楽しそうだし。

　とりあえず、その辺に落ちている枕を三つほど取る。

「行くぜ相川っ！」

　浴衣をマントのように翻ひるがえし、布団の上を走る。

「援えん護ご射しや撃げきっ！」

　その声は、サラスのモノだ。つまり、サラスは味方ということになる。

　セラの姿は──見えないな。同じチームなのか？　いや、これはサラスとセラの戦いでもある。敵陣にいるのだろう。

　飛び交う枕はまるで横よこ殴なぐりの雨のようだった。

　布団バリケードから顔を出して枕を投げる味方たちが、ぼっふぼっふと一撃で倒たおれていく中、一目散に駆け抜ぬけた俺と友紀は、目的の場所へ辿たどり着いた。

　どうやら死んでいるのではなく寝ねているだけの吸血忍者の方々を横に除のけて、バリケードを背にふうと一息つく友紀。

「おい、友紀。死んでねえじゃねえか」

「甘いぜ相川。あの『絶対安あん眠みん枕まくら』を頭に食くらえば、一発で──ボフっ……だぜ？」

　一撃で眠ねむりに落ちると言いたいのだろう。

　何その枕。

　普ふ通つうに欲ほしいわ。

　一家に一つは欲しい奴だわ。

　友紀が攻こう撃げきの合間を縫ぬって枕を投げると、それが敵の顔面に当たり、ばたっと倒れた。

　すぐさま、赤十字の腕わん章しようを付けた女性が駆けつけるが、手て遅おくれだったと首を横に振ふり、ぺたっと紙を貼はり付けている。

　どうやら、本当に一撃で寝てしまったんだろう。

　ふ……と嵐あらしのようだった音が消えた。

　誰だれもが息を潜ひそめ、しんと静まり返る。

　枕投げなんて、弾の数は最初から決まっている。

　戦争とは違い、その弾数はそれほど多くはない。

　双そう方ほうが同時に気付いたのだ。

　このまま投げていては弾切れになると。

　見れば、両陣営のちょうど間……

　もっとも激戦区である最前線に、たくさんの枕と死体……じゃなくて寝体がある。

　そこは最も早はや誰一人として立っていない世界。

「あれを回収出来た方の勝ち──だろうな」

「よーし相川！　オレたちで取りに行こうぜ！」

「と言ってもな」

「オレたち二人なら、きっと出来ないことはないんだぜ！」

　言うが早いか、友紀はバリケードから身を乗り出していった。

　やれやれだ。

　体勢を低くして、枕を投げて牽けん制せいしつつ、最前線へ。

　辿り着いた友紀に向かって枕を振りかぶる、一人の吸血忍者が見えた。

　狙ねらわれていたんだ。あの地点へ友紀がいくのを。

　万ばん事じ休きゆうす──目を閉じる友紀。

　ぼふ……

　させねえよ。

　俺の枕によって、友紀への狙そ撃げきを阻そ止しした。

「相川……ありがとう」

「お前を一人にはしないさ」

　枕を両りよう脇わきに抱かかえて、すぐに撤てつ収しゆうする友紀。俺は友紀を狙って顔を出す吸血忍にん者じやを最前線に落ちている枕で打ち崩くずし、後ろを守る。

　それはまるで、モグラ叩たたきのようだった。

　ぴょこぴょこと顔を出す吸血忍者の攻撃を抑おさえつつ的確に撃うつ。

　そうこうしている内に、誰も顔を出さなくなった。

　今だ──俺も撤収しよう。

　右よし、左よし。

　ぼふ……

　枕に撃たれる音がして、俺は我が目を疑った。

　振り向けば、大量の枕をまき散らし、前のめりに倒れる友紀の姿。

　その後頭部に──無む慈じ悲ひな弾だん丸がんが撃ち放たれていた。

　馬ば鹿かな……今は誰もバリケードから顔を出してなかったはずだ。

　あと少しで、味方陣営に枕を届けられるはずだったのに。

　辺りを見回すが、敵の姿は見えない。誰も、枕を投げていないのだ。

　不可視の弾丸。

「衛生兵っ！」

　サラスの怒ど号ごうが飛ぶ。

「友紀っ！　友紀っ！　目を開けろっ！　友紀っ！」

　俺は友紀の体を抱だき、頰ほおを叩いた。

「相川……オレ、なんだかとっても眠いんだ」

　目がトロンとして、体からは力が抜けていた。

「諦あきらめるな。まだ一発食らったぐらいだろ」

　俺の言葉に、友紀はへへっと少年のような笑えみを向ける。

　その笑顔が強がりだということを、俺はわかっていた。

　赤十字の腕章を付けた味方の吸血忍者の少女がやってきて、友紀の容態を見る。

　そして、首を横に振り、額にぺたっと紙を貼り付けた。

『メイル・シュトローム、ここに眠る』

　俺は絶望感にうちひしがれながら、立ち上がる。

「てめえらの……」

　何かを言いたい。何かを言ってやりたいが、言葉が出てこない。

　こう、怒いかりをぶつける、セラのような相手の心を抉えぐる何かを言ってやりたい。

　俺の感情と同じだけの言葉を、ぶつけたい。

「てめえらのパンツは、何色だ────っ！」

　結局、出た言葉はセクハラだった。これは言い訳になるが、何な故ぜこんなことを言──

　ぼふ……

　側頭部に、衝しよう撃げき。

　俺は膝ひざから頽くずおれた。

　……横……だと？

　馬鹿な。ここにはもう、寝体しかいないはずだ。

　敵陣営からは誰も攻撃をしていなかった。

　どういう……ことだ……？

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。なんとか膝立ちで、ふらふらと頭を揺ゆらしている俺に、聞き覚えのある声が掛かけられる。

「気持ち悪いので、ついつい仕留めてしまいました。もう少し、ここに潜せん伏ぷくしているつもりでしたが──」

　寝体の山からすっくと立ち上がる、ポニーテールの少女。

　セラっ！

　こいつ……寝体に紛まぎれて、ずっと待っていたのか！　いずれ弾が無くなるのも、それを回収に来るのも、全すべて計算して。

　だから、敵陣営はここへ枕を回収しには来なかった。

　あえてせずに、俺と友紀をおびき寄せたのだ。

　もうダメだ。

　頭が回らない。

　いや、ぐわんぐわん回っている。

　あれ？　どっちだろう。

　意識が──ぼーっとしてきた。

　声が聞こえる……

「ダ………　げろ……」

　耳がキーンとして、上う手まく聞き取れない。

　なんだか、とっても眠い……

　すぐ側そばに、パトラッシュ的な犬が見えたような気がした。







　次の日の朝。俺は雨音で目を覚ました。

　激しく屋根を打つ音。屋根を伝って滝たきのように落ちる音。

　そして、窓を揺らす凄すさまじいほどの、強い風の音。

　周りには、まだ寝ている美女たちがいる。俺は額に貼られた『相川歩、ここに眠る』の紙を取り、眠い目を擦こすった。

　とりあえず、顔を洗って歯を磨みがきたい。

「おはよう。マイダーリン」

　第一声は、静かな声だった。

　浴衣ゆかた姿のサラスが、今日は偉えらそうではなかった。

　座ざ椅い子すに腰こし掛かけて、窓の外を哀あい愁しゆう漂ただよう顔で眺ながめている。

「冴さえない顔だな」

　俺は伸のびをしながら体を起こす。

　サラスの綺き麗れいな顔が、今日は何故か曇くもっていた。

「うむ。実は台風が来たようでな」

　悔くやしさを嚙かみしめたような声。

「台風……」

　この雨音は、台風によるものだったのか。

　それにしては真横を電車が通ってるぐらいの凄すごい音だが。

「そうだ。その影えい響きようで、ロープウェイが動かない」

「ってことは、山を下りられないのか」

　そりゃあ、参ったな。ハルナとユーは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

「今日も、ここで一いつ泊ぱくすることになりそうですね」

　セラがやれやれと首を振りながら部屋に入ってきた。

「そうか…………って、サラス、今日は」

　そこで、やっと俺はサラスの表情の意味がわかった。

「ああ、私のライブがある。今中止の電話をしようかと悩なやんでいたところだ」

　そうだ。今日はサラスのアイドル一周年記念ライブ。

　どくん。と心臓が大きく跳はねた。

　不ま味ずいんじゃないか？　これは。

「……今、何時だ？」

「九時三二分だ」

「今から行けば──間に合うのか？」

「駅へ一〇時までに着ければ、な」

「おいおい、一〇時に駅って、もっと早く起きないと間に合わないじゃないか」

「私は七時には起きていたさ。だが、こうも天候が悪ければ身動きも取れんよ」

　恐おそらく、サラスはサラスで色々手を回したんだろう。

　でも……

　諦めるしかなかった。

　だから、いつもは見せることのないあんな寂さびしそうな顔で、窓の外を眺めていたんだ。

「お前は吸血忍者だろ。いけるさ」

　慰なぐさめの言葉にもならない。

「山を舐なめるな。標高が高ければ気温は下がり、風は強くなるのだ。今、外の風速は四〇メートルを超こえているだろう」

「風速がどうとか数字にされてもよくわかんねえよ」

「そうだな。外へ出てみればすぐにわかる。人が飛ぶぞ」

　悲しそうなサラスを見るのは、珍めずらしい。

　どういう時でも、決してこんな顔を見せることはない。

　そりゃあそうだ。アイドル一周年記念のライブ。ずっと楽しみにしていた、大切なライブだったに違ちがいない。

　あの時、引き留めていなければ。

「すまん、サラス。俺のせいでライブが……」

「いやなに、貴様のせいではない。誰だれも予想出来ない事態だ。それに、この台風では、どうせ客は集まらんよ。屋内とはいえな。だから、頭を上げてくれ」

　サラス……俺は申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいだった。それがたとえ、どうしようもない天災であっても、結果が出てから文句を言っても仕方が無いのが分かっていても──

　後こう悔かいせずにはいられなかった。

「ならば最後の勝負に行きますよ、サラス」

　セラが浴衣から私服へ着き替がえていた。

　その手には、大きな荷物。

「それは、私の荷物か？　最後の勝負とは──」

　唐とう突とつな行動に、サラスは面めん食くらっていた。

　俺はセラの言いたいことが分かっていた。

　いつも、セラは俺の気持ちを代弁してくれる。

「私は、あなたのファンが待っている方に賭かけます。無理かどうかは、やってみて判断しましょう」

　ふっと小さく笑うセラ。

　今から、ライブへ行こうとセラは言っているのだ。やっぱりそうだよな。諦めるなんて、吸血忍者らしくない。

「俺もセラと同意見だな」

　立ち上がり、浴衣を脱ぬぐ。

「お前ら……」

「行こうサラス。いや、俺が連れて行ってやる。なんとしてでも」

　パンツ一丁で、俺は着替えを取りに行く。

「はい。相川」

　部屋から出ようとしたら、私服に着替えていた友紀が俺の服を持っていた。

　すでに、俺が動くこともお見通し……か。

　セラの言葉をどこかで聞いて、すでに動いていた。

「気持ち悪いですね。冷水ぐらい冷たいおしぼりぐらい気持ち悪いです」

　うるせえよ。

「行こうぜ、相川！　オレたちだったら、きっといけるぜ！」

「ああ、無理ってのはただの人間の場合だろ？　行こうぜ、サラス」

　俺と友紀とセラ。みんな同じ顔をしていただろう。

　みんなドヤ顔だったろう。

　サラスはやっと、いつもの表情に戻もどる。偉そうで、自信に溢あふれた、部隊長の顔だ。

「ふふ、近ちか頃ごろのダーリンはわがままだな」

「そうか？　お前に似たのかね。──嫌きらいになっちまうとか？」

　サラスは俺の皮肉を受けて、笑え顔がおを見せた。

「嬉うれしいよ」──と。







　息が出来ないほどの横風に、俺は思わず下を向いた。

　これが、風速四〇メートルか！　前のめりに倒たおれようとしても倒れられないぐらいの向かい風。

　ちょっと気を抜ぬくと、風に体を持って行かれて、吹ふっ飛んでしまいそうだ。

　並の台風じゃねえ。これほどの風を受けたことなんか、一度もない。

　黄色いレインコートに身を包み、身を縮めて一歩一歩とぬかるんだ道を進む。

　全速力で行けば、ぎりぎり間に合うぐらいの距きよ離りだろう。サラスもセラも、車よりも速く走れる忍にん者じやだからな。

　だが、こうも風が強いと──

「とにかく進もうぜ！」

　風の子元気な子の友紀が、風にも負けずに道を示す。

　大きな声を出さないと、風の音にかき消されてしまう。

「道、分かるのか？」

「おう！　オレ、山登りが日課だからな！　目を瞑つぶっててもいけるぜ！」

　そう言えば、こいつの趣しゆ味みの中に、『山に登って星を見る』というのがあったな。普ふ段だんからこの山にも登ってるのだろう。

　雨が凄いせいで、一寸先もわからないような状じよう況きよう。

　この状況で、友紀だけが頼たよりになる。

　普段はただのアホの子なのに。

　友紀、セラ、俺、サラスの順番で先を進む。

　木々と土しかない。目を開けていられないほどの雨風だが、目を開けても雨で全然見えなかった。

　まるで富士の樹海を歩いているような気分だ。

「このままでは、間に合いそうにないな」

　さすがに、サラスが諦あきらめただけのことはある。これじゃ駅に着くだけでも何時間かかることか。

「近道があるにはあるんだけどさ」

　ばつが悪そうな顔で、友紀が提案した。

「ならば、そこへ行きましょう。迷う時間も惜おしいです」

　セラは即そつ決けつする。サラスもうんと一つ頷うなずいた。

「お、おう……でもそこ…………崖がけだぜ？」

　一同、ぴたりと止まってしまった。

　つまり、崖を落ちるのが近道か。確かに手っ取り早いな。

「どうする？」

　俺はサラスに同意を求める。

　ゾンビである俺は、崖から転げ落ちても大だい丈じよう夫ぶだろう。やれと言われれば、やるさ。

　だが、サラスが無事に会場へ着けないと意味がない。

「やむを得んな。危険を冒おかすことも、ファンのためだと思えばやりがいもある」

「決まりだな！　よーっし、一いちか八ばちか！　やろうぜ！」

　友紀の元気の良さも、頼りになるなと思った。

　道をそれて、森の中へと入っていく。

　歩きにくいこと山の如ごとし──いや、林の如しかな。いや、風の如しかも。

　なんて無む駄だな事を考えながら、どんどんどんどん進んでいく。

　その先に、崖はあった。

　パラシュートが必要なぐらいの高さがある崖。

　何百メートルという高さだろう。立っているだけでひやっとする。高層ビルの屋上にでもいる気分だ。

　四階建て程度だったら飛び降りてもいいかなと思うが、ここまで高いと──

「荷物は私が」

　木の葉を翼つばさに変えて、セラがぽーんと飛び降りる。

　風に煽あおられて上う手まく飛べないようだが、降りるだけならば、大丈夫そうだ。

　さすが忍者。この高さに臆おくしないか。

　どうも一歩目が出ない。

「い、いくぜ」友紀が勇気を振ふり絞しぼって降りていったので、俺も崖を滑すべり落ちる。その後をサラスも続いていった。

　ほぼ九〇度の傾けい斜しや。本当に『落ちている』感覚だ。

　晴れならば、俺たちの人外身体能力で簡単に降りられただろう。だが、激しい雨に濡ぬれた山やま肌はだに、吹きすさぶ風を受けては──

「うわあああ！」

「友紀っ！」足を滑らせた友紀のレインコートを摑つかむ。

「ダーリンっ！」さらにサラスが俺のレインコートを摑み、そして──土ど砂しや崩くずれのように、雪崩なだれのように崖を転がり落ちていった。

　降りしきる雨、吹きすさぶ風。

　風のおかげで崖に押しつけられ、垂直落下は免まぬかれたが、生命力豊かな木々に体をぶつける。

　そしてそのまま──下まで転がり落ちてしまった。

　走そう馬ま燈とうなんて浮うかぶ暇ひまはなかった。ほんの一いつ瞬しゆんほどにしか感じない。

「大丈夫ですか！」

　崖の途と中ちゆうから転がり落ちた俺たちに、セラが心配そうな声を掛かける。

「うっく……」

　全身を強く打った痛みからか、サラスは苦々しい顔を見せた。

「いってててて……」

　友紀もお腹なかを押さえてゆっくり体の向きを変えている。

　ゾンビな俺は痛覚がなかったので平気だったが、どうやら肩かたが脱だつ臼きゆうしているのと、アキレス腱けんが断だん裂れつしているようだ。俺はすぐに治るが──

「派手にやっちまったな」

　一番ダメージがありそうな友紀に、とりあえず話しかける。

「へへ……やっぱ、崖を舐なめちゃいけねえな。甘かったぜ──オレ」

　笑顔で答えるが、苦しそうな顔はそのままだった。

　吸血忍者はそう簡単に死んだりしないが、ゾンビほど頑がん丈じようでもない。

「友紀、大丈夫か？」

「ああ、うん……ダメみたい。肋ろつ骨こつが何本か」

「おいおい」

　顔が青ざめた。

　今落ちた崖を見上げると、よく飛び降りたもんだと恐きよう怖ふを覚える。

　吸血忍者じゃなかったら死んでたな。

「サラス、無事ですか？」

　セラもサラスに声を掛けていた。友紀ほど重傷そうには見えないが──

「うむ。どうやら足首をやってしまったようだ。これは治るまでに一時間を要するな」

　吸血忍者で一時間。普ふ通つうならばかなりの重傷だろう。

　やっぱり、無理があったんだ。この嵐あらしの中、崖を飛び降りるなんて。

「歩は……まあどうでもいいですが」

　大丈夫だけど、気に掛けるぐらいしてくれてもいいと思うが。大丈夫だけども。

「はは、急がば回れという言葉がお似合いだな」

　残念そうに笑うサラス。

「あははは……いててて」

　滑こつ稽けいな自分たちを笑う友紀。

　さすがに、これはもう諦めるしかない。そんな表情だった。

「まだだ……まだ終わってない」

　俺は立ち上がる。すでに脱臼とアキレス腱は治っていた。

「だがな、ダーリンよ。私はすぐには動けぬし、メイル・シュトロームはさらに重傷だ。間に合う訳がない」

「どうしてそう、お前らしくない言葉を続けるんだ」

　俺の言葉には、セラが答える。

「歩に迷めい惑わくを掛けたくないのでしょう。気持ち悪いですよ？　髪かみの毛をレジでピって出来るぐらいキモいです」

　誰だれの頭がバーコードだよ！　ふさふさだよ！

「迷惑を掛けたのは俺だ。だから──そんな事を気にするな。行くぞ。おぶってやる」

「ダーリン……分かったよ」

　セラの手を借りて、俺の背中に覆おおい被かぶさるサラスは、ぎゅっと腕うでを回し、俺はサラスの尻しりを支える。

「相川……ここをまっすぐ行ったら道路に出るから、そこを左に曲がってずーっと道なりに行けば駅がある。あとは、頼たのんだぜ？」

　ぐっと親指を立ててこちらへ向ける友紀。崖を背に、座り込んでいた。

「友紀？　お前も一いつ緒しよに──」

「足手まといになるかんな。オレを気にせず行ってくれ」

　さすがに、二人はおんぶ出来ない。

　セラも、荷物を捨てていく事は出来ない。これは、サラスのライブ衣い装しようなのだから。

「分かりました。行きましょう。歩」

「おいおい、セラ」

「考えている時間が無駄です。行きましょう」

　非情だが、セラは友紀に背を向けて歩き出す。

「貴様の思い、無駄にはしない」

　サラスが友紀に対して、感謝をするなんて、珍めずらしい。

　友紀がいなければ、駅まで辿たどり着くことも出来なかっただろう。

　崖の上に比べれば、ここは風の勢いが半分以下だ。これなら、歩く速度も上がるはず。

「へへ……なんかオレ、格好良いかな？」

　少年のような笑え顔がおが、そのときばかりは兄貴のような男らしい笑顔に見えた。

「ああ、バカカッコイイよ」

　吸血忍にん者じやは骨折ぐらい放ほうっておいても治るだろう。それに、ここは友紀の庭みたいなもんだし、すぐに旅館へ戻もどれるはずだ。

　セラに荷物を頼み、俺はサラスを担かついだままひたすら走る。

　息が切れても、足に力が入らなくなっても、それでも走り続けた。

　ゾンビだから痛みがない。筋肉の消しよう耗もうもすぐに回復する。

　それでも、台風の中を全力疾しつ走そうするのは大変だった。

　あれから何分経たったろうか。

　やっとの思いで辿り着いた駅。

　一〇時に着けばぎりぎりだとサラスは言っていたが、時刻はすでに一二時半。

　さらに──

『台風のため、ただいま運休しております』

　電車は、動いていなかった。

「復旧の見込みはまだ立っていないそうです。夜まで動かないかと」

　駅員に聞いて来たセラが首を横に振った。

「そうか……では、走るとしよう。ここで諦めてはメイル・シュトロームに笑われてしまう」

　挫くじいた足を撫なでていたサラスが立ち上がり、ぐっとストレッチをする。

　俺はなんだか楽しくなってきて、笑顔を見せた。

「ああ、そうこなくちゃな。いけるか？　サラス」

「十分休ませて貰もらった」

　足首に手を当てる。走れなくとも走る。そう、顔には出ていた。

「そうですね。ここまで来たのです。いけるところまでいきましょう」

「タクシーじゃ間に合わない？」

「ああ、ここから会場までは車で約七時間。我々が走った方が早い」

「じゃあ、仕方ないな」

　なんだか楽しくなってきた。

　おかず争そう奪だつ戦せんのときや、枕まくら投げのとき。あのときには感じなかったが、今は何が何でもやってやるという気持ちだ。

　こうして、俺たちは走った。

　走って走って、たまに休んで、また走って。

　会場に着いたのが、二〇時だった。

　結局、タクシーに乗って行ってもあんまり差はなかった。

　全すべては天候のせい。

　夕暮れになっても台風の勢いは収まらず、吹ふき荒あれる風の中、立ちすくむ俺たち。

『ラブリー☆キララ一周年記念ライブ会場』の看板が寂さびしく濡ぬれていた。

「あっはははは……間に合わぬモノだな」

「苦労した分だけ、馬ば鹿か馬鹿しくなりますね」

　濡れた地面でも気にせず、腰こしを下ろす俺たち。

　心身共に、疲つかれ果てていた。

　二度とあんなマラソンはしたくないね。

　ただ、無む駄だな事をしたのに、達成感はあった。

　やることに意味がある。なんて言葉を思い出す。一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったんだから、それでいいじゃないか。

　なんて思っていたら──

「き、キララたん？」

　え？

　驚おどろくような声に、サラスと俺は同時に顔を向けた。

　そこには、雨宿りをしている新しん撰せん組ぐみのような格好をした、男たち。

「どうやら、私の勝ちのようですね」

　セラがふふっと、嬉うれしそうに小さく笑う。

　ああ、みんな待っていたんだ。きっとサラスがやってくるって。

「すまないみんな。私は間に合わなかったようだ」

　ずぶ濡れになって待っていたファンに、サラスは頭を下げる。

　風と雨に打たれて乱れた黒くろ髪かみに、破れ、汚よごれた衣服を見て、ここへ来るまでサラスがどれだけの苦労をしたのかを瞬しゆん時じに感じ取ったのだろう。

　哀あわれむような目でサラスを見ている。

　そんな中、俺もつい顔を覚えてしまったラブリー☆キララ親衛隊の隊長が言う。

「何を言ってるんです？　間に合ったじゃないですか」

「ん？」素すっ頓とん狂きような声を、サラスは出していた。

　ライブは一六時から一八時。

　全然間に合っていないのは明白なのだが──




「終電まで、まだ四時間もありますよ」




　当然だと言いたげな親衛隊長。

　そして、サラスの到とう着ちやくを心待ちにしていたファンが、四方からぞろぞろとやってくる。

　何百人、いや、何千人ものファンたち。

　こいつら、ずっと待つつもりだったんだ。サラスが来てくれると信じて──ずっと。

「お前ら……よし、今からライブを始めよう！　一年前と同じ、路上でのライブを」

　サラスは感無量で、涙なみだを流していた。だが、それに気付いた人間はいないだろう。

　それほどまでに、雨足は強かった。

「死にたい奴やつは前へ出ろっ！」

　それ以上に、サラスの声は強かった。




　　　　※




　砂すな浜はまに打ち上げられた俺は、すっかり足も治っていた。

　テンションは海に沈しずんだままだがな。

「……相川くん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　不安そうに平ひら松まつが駆かけ寄ってくる。

　誰よりも先に心配してくれる。この優やさしさに何度救われたことだろうか。

「どうせ大丈夫だと思うけど」

　三み原はらさんの心ない言葉。何度カチンと来ただろう。

「まあ、大丈夫」と、三原の言うとおりの回答しかできないところが悔くやしい。

「……あと聞いてないのは……織おり戸とくんかな？」

「あいつはどこに行ったんだ？」

「さっきまでいたんだけど」

「もう旅館に帰っちゃったとか？」

「いや、砂浜に女性がいる限り、奴はどこかにいるはずだ」

「見つからないと思ってるんだったら──見つけてやるわ」

　三原が何な故ぜか燃えていた。

『織戸を探せ！　ゲーム』は相当難易度が高かった。

　砂浜の中も、男子トイレも女子トイレも、海の家も海の中も探してみたが、かれこれ三〇分掛かけても見つかる気配がない。

　だから俺はこう言ってやったんだ。

「もういいや。あいつ飯抜ぬきで」

「一応探したんだから、文句言われる筋合いもないわね」

　勢いよく走り回っていた三原は少し息が荒あらくなっていた。

「ほんと、どこにいるんだよあいつはー」

　友紀が地じ団だん駄だを踏ふみ、砂浜が荒れる。

「あいつのことだ。きっとどこかに隠かくれて、女子を見ているはず──はっ！　確か海の家にシャワールームがあったよな？」

「……うん……確かにあったと思うよ」

「水泳も終わって、海水を洗い流した後──着き替がえを覗のぞいているに違ちがいない！」

　水着の着替えとは即すなわち──全部盛りっ！

　あんなことやこんなことも丸っとお見通し。

　そんなあいつの行動を、俺はお見通しなんだよ！

「さっすが相川だぜ！」

「ゲスいこと考えるわねー。あいつもあんたも。引くわー。完全に引くわー」

　三原が青あお汁じるでも飲んだような顔で俺を見る。

　いや、俺がじゃなくてあいつが考えそうなことを言ったまでなんだが、まるで俺の思考のように言われた。

「やっぱり相川もあれよねー」

「じゃあ……海の家の方へ探しに行こっか」

「そうだな」

　平松はさらにまくし立てられる俺が可哀かわい想そうだったのか、三原の言葉を遮さえぎった。

　そして、カレーが一二〇〇円というぼったくり価格の海の家へと向かう。

　全く、観光地の物価はなんでこれほど高いんだろうね。

　さっきも一回見に来たのだが、シャワールームまでは見ていない。

「あらぁ？　アユムさんじゃないですかぁ～」

　パタパタと手を振ふって迎むかえてくれたのは、ツインテールの少女、大先生だった。

　リリアが親衛隊を連れてこちらへ来ている間に王都を制圧し、新政権を発足したクーデターの主犯者であり、現在のヴィリエのリーダー的存在だ。

　座ざ敷しき部屋で沢たく山さんの少女を従え、かき氷を食べていた。

「なんでここにいるんすか」

「あ！　見たことある！　気持ち悪いでおなじみの人だ！」

　知らない幼女に指をさされる。

　まあ、リリアを倒たおすために気持ち悪い姿をヴィリエにも見せつけたからな。トラウマになっても俺はその節はどうもすいませんとしか言えない。

「アユムさんはヴィリエでは有名なんですよぉ？　主に、私が広めましたけどぉ」

「……ふふ……凄すごいね……相川くん」

　平松は嬉しそうに笑うが、俺は苦笑いしか出来なかった。

「で、なんでここにいるんすか」

「あらあらぁ。私はこう見えてぇ、教師ですよぉ？　生徒に勉強を教えるために決まってるじゃないですかぁ～」

　のんびりおっとりと、当然のことを言う。

「遊んでるようにしか見えませんが」

「この世界の風土やぁ、科学技術とかぁ、思想や考え方はぁ、我々ヴィリエの人間に強い影えい響きようを与あたえますぅ。でもでも～、それが悪い影響にならないように指導するためにぃ、こうして引いん率そつしてるんですよぉ」

「ってことは──この子たちも春はる奈なと同じく次期女王候補？」

「私が女王になった暁あかつきには、国民を全員海かい賊ぞくにして海賊王と呼ばれます」

「私が女王になったら、昼休みでも体育館で遊べるようにします」

「私が女王だったら、消費税をゼロにして、社会保障も全部なくします」

　とんでもない女王候補しかいねえ！　この極論な考え方が、ヴィリエ人らしいとは思うが、これは是ぜ非ひとも春奈に女王になって貰もらいたいね。

「ついでだし、大先生たちも夕食一いつ緒しよにどうですか？　春奈が作るんですが」

「まあ、それは素す敵てきですねぇ。みんなでお呼ばれしていいんですかぁ？」

「何人いるんすか？」

「私を入れてぇ、一一人ですよぉ」

　そこそこの人数だが、まあ問題ないレベルだろう。一〇〇人以上入るような宴えん会かい場だからな。

「じゃあ、それぞれ食べたいモノを言ってってくれ」

「私はぁ──麻マー婆ボー豆どう腐ふを～」

　まあ豆腐料理だろうとは思ったが、予想通りだな。

　そしてまた、ずらずらとオーダーが言い渡わたされる。

「チキン南なん蛮ばん」「ハンバーグ！　牛一〇〇％の奴！」「サーロイン！」「牛フィレ！」「牛丼どん！」「仔こ牛うし！」「グラタン！」「クリームシチューっ！」「ロールキャベツっ！」「鉄火丼！」

　肉多いなおい。

　血気盛さかんな奴らだから当然と言えば当然だけど。

「あとついでに、ツンツン頭の変態を見ませんでした？　こう、メガネの」

「んー。それらしいのは見ていませんねぇ」

「まあ、あいつの狙ねらいは、こんな平たい胸の一族じゃないか」

「………………へぇ、アユムさん、死ぬのが趣しゆ味みなんですねぇ」

　大先生は笑え顔がおだった。

　笑顔のまま──殺気を放っていた。

　心の声が言葉に出てしまっていたようだ。

「今のはなんていうかあれです！　ごめんなさい！　行くぞ平松っ！」

　俺はぐいっと平松の手を引いて走る。

　弁明なんか通じる相手じゃない。

　言ってしまった俺が悪いんだ。罪を背負った以上、その後に待っているのは──罰ばつのみ。

　そして、最も早はやただのどこにでもいるごく普ふ通つうの高校生である俺に、魔ま法ほうから逃のがれる術すべなどはなく──いつもの火球が背中を直ちよく撃げきした。

　あっつい！　あつつつ！

　まあ、俺は慣れてるからまだいいが、一緒に逃にげたもんだから平松にまで被ひ害がいが及およんでしまいそうで怖こわい。

　逃げに逃げてシャワールームに辿たどり着いた。

「相川くん……スス汚よごれみたいのが付いてるよ？」

　……え？　ああ、背中にぶつけられた火球のせいか。

「って平松！　お前も鼻んところ黒くなってるぞ！」

　まさかと思い、背中を見てみると、俺と同じく黒く汚れていた。

「大丈夫か！　平松っ！」

「……あっはは……うん！　私……楽しいっ！」

　意外な言葉だった。

　楽しい？

　魔装少女に火球をぶつけられそうになって楽しい？

「相川くんは……いつもこういうことをしていたんだね……私たちが知らなかっただけで……ずっと……ずっと頑がん張ばってきたんだね」

「まあ、俺というか春奈や優ゆうたちがかな」

「ううん……相川くんだよ……私たち同世代だけじゃなくて……凄く幅はば広ひろい人たちと交流があるし……みんなに慕したわれてるし……それはやっぱり……相川くんのしてきたことの結果だと思うな」

「九割方、あっちからやってきたんだけどね。で、それと楽しいがどう繫つながるんだ？」

「私も……やっと相川くんの世界に来たんだなって……嬉うれしくて」

「それも、あっちから強ごう引いんにやってきたんだけどな」

「私……もっともっと……相川くんの見てきた世界を知りたい……相川くんと……新しい世界を知りたい」

「平松……」

　俺に平松ぐらいのポジティブさがあったら、向き合うことが出来たなら、もっと楽に事件を解決出来ていたろう。

「とりあえず……シャワーで洗い流そっか」

「え？」

　……俺は驚おどろいた。

　いや、まあここはシャワールームだし、ちょうどいいっちゃあちょうどいいのだが──

　ごくりと喉のどが鳴る。

　水着姿の平松を、意識してしまったからだ。

「…………」

「………………」

　しん、と静まり返る。平松も、緊きん張ちようをしているのだろう。

「あ、相川くん」

「あ、いや俺はあの別にお前をやらしい目で──」

「……織戸くん……いなかったね？」

「……え？」

「相川くんは……シャワールームにいるんじゃないかって推理してたけど」

「そうだな。やっぱり、俺にはあいつの行動は読めないか」

「……ほんと……どこにいったんだろう」

「春奈だったら、見つけられるかもな」

「ふふ……そう言えば……探たん偵てい役だったよね？」

「あー、あったな。あれは確か──」
















　俺は死んだ。

　冷たい床ゆかの上に寝ねそべって、じっと全すべてが終わるのを待っている。

　俺には、待つことしか出来ない。

　それしか、することがないのだ。

　なぜなら、俺はもう、死んだから。

「謎なぞは八割解けたっ！」

　と、少女が叫さけんだ。何度目の叫びだろう。二割の時も五割の時も叫んでいた。

　いちいちドヤ顔されては、拍ひよう子し抜ぬけである。

　茶色いコートにハンチング。茶色い髪かみに、貧ひん相そうな胸。

　ハンチングには穴が開いているのか、頂点からアホ毛がびよんと伸のびていた。

　彼女はハルナ。魔法の世界ヴィリエからやってきた天才魔装少女だが今日は探偵だ。

「……一体、犯人は……誰だれなの？」

　息を吞のむ、可か憐れんな少女。なんとも優等生らしい立たち居い振ふる舞まいに、お下げまで相まって、学校では一部の人間から絶大な人気を誇ほこる可愛らしい少女だ。

　名前は、平ひら松まつ妙たえ子こ。百人一首は恐おそろしい腕うで前まえだ。

　彼女は今、顔を赤く染めていた。

「この事件は……実に簡単だ」

　腕を組み、神しん妙みような面おも持もちを見せるハルナ。

「どういう事なんだぜ？」

　黄色と黒のへそだし衣い装しようを着た、少年のような笑えみを浮かべる少女が首を傾かしげた。

　彼女はトモノリ。おっと、友ゆ紀きだった。

「不運が重なった、ただの事故。このままだと、そう報告せざるを得ない状じよう況きようだって事」

「そうすよ。事故としか思えない」

　妙みような敬語で、アンダーソンくんがそう言った。英国紳しん士しのような端たん整せいな顔立ちと大きな体。今日はさらに大きな体付きをしていた。

「でも──難しくも考えられるんだ。そう──殺しだっていう風にもね」

　ふふん、と得意げに言いながら、ハルナはこの場にいる面々の顔を窺うかがった。

「実に興味深いねえ。聞かせて貰もらおうか」

　ツンツン頭がトレードマークのメガネ男、織おり戸とが意味深に言う。

「お前は喋しやべんな！　こんのクソがっ！」

　探偵ハルナにぼろくそに言われて、織戸はしゅんとなった。

「これからする話は、全て仮定だ。それを裏付ける証しよう拠こは何もない。ただ、みんなには真実を話して欲しい──出来うる限りの、真実を」

　八割と言っていたが、もはや全てを悟さとった様子のハルナ。

「まどろっこしいぜ！　探偵さん！　結論を言ってくれ！」

　大きなお尻しりを振ふり振りさせる友紀。

「犯人は、……………………この場にいる全員だ！」

　ずがーん。ハルナの言葉に、驚きよう愕がくする面々。

　溜ためたなー。満を持して言ったなー。と、俺は死にながら思う。

「あ、あり得ないわ！」

　栗くり色いろの頭を横に振るのは、三み原はらかなみ。友紀のクラスメイトだ。

「あんた──」

　ハルナはぎろっと三原を睨にらみ付け、指をさす。

「な、何よ」

　その険相に、思わず三原はたじろいだ。

「あんたは彼に火傷やけどを負わせたな？」

「突とつ然ぜん何かと思えば！　こじつけよ！」

「指し紋もんがね」

「そんな！　全部拭ふき取ったはず──はっ！」

　しまった。と口を押さえる三原。犯行を自供してしまったようなモノだ。

「あんたの指紋じゃない。彼の指紋です」

　ハルナはびしっと俺を指さして言う。

「彼の指紋はあって当然だろ？　ここは彼の家だぜ？」

　おかしなことを言うな。と友紀が小首を傾げ、背後にある木の家を指さす。

　昔ながらの木造建築の平屋。小さな家だった。

「今彼女が言ってしまったように──指紋は拭き取られていた。そう、家主である彼の指紋が、一いつ切さい『出なかったこと』が問題なんだ」

　ハルナは俺の手を取り、友紀を睨み付ける。

「指紋が出なかった？」

　友紀はバカなので理解できず、言葉を反復することしか出来ない。

「彼の家には、鍋なべがセッティングされていた。あたしがここに来たときも、まだ冷めてはいなかった。しかし、包丁、まな板、あらゆるところに彼の指紋はない。家主がわざわざ指紋を拭き取る必要なんてないからな。では──誰がセットしたのか。そう、この家には侵しん入にゆう者がいたんだ」

「それが、なんで私になんのよ」

「あんたの衣服に彼の爪つめがうっすらついてた。火傷を負わせるために、接近しすぎたんだ。当然彼も慌あわてたろう。そのときに──ついた」

　ハルナは俺の手を取り、三原に人差し指を見せつける。

　他の指に比べて、短く割れてしまった爪を。

「くっ、深ふか爪づめに切ってなさいよ」

　悔くやしそうに三原が奥歯を嚙かみしめる。

「激しい抵てい抗こうに遭あい、あんたは彼を取り逃にがす。しかし、一つの誤算。彼は知らなかった。隠かくれていたのが、一人じゃないって事を。そう──あんただ！」

　ハルナは俺の人差し指で、友紀をびしっと指した。

「ここに、僅わずかだけど注射の痕あとがある。──あんただな？」

　今度は俺の二の腕を友紀に見せつける。

「ななななな、なんでそう思うんだ！」

　ハルナに詰つめ寄られ、友紀は戸と惑まどった。

「彼は火傷を負うことで、顔を冷やそうとした。だがあんたは風ふ呂ろ場ばに隠れ、忍しのび寄って注射した」

「そんな……」

　まるで見てきたように言うハルナに、平松がぎゅっと拳こぶしを握にぎり、胸に当てて息を吞のむ。

「お、オレが殺したんだ」

　友紀は何かを決意し、告白する。

「ちょっと！　何言ってるのよ！」

　その友紀の腕を、三原が摑つかんだ。

「いいんだ！　オレが犯人で！」

　友紀は大きな胸に手を当てて、懇こん願がんするように叫んだ。

「あんたは殺してないよ。あくまで、彼の死因は後頭部の打だ撲ぼく。この注射じゃない」

　かつ、かつ、かつ。床を叩たたくブーツの音が心地ここちよいリズムで鳴り響ひびき、ハルナは歩き回りながら言う。

「それも私がやったって言うわけ？」

　三原はハルナをバカにするように言った。とうとう探たん偵ていが間ま違ちがえたと先走ったからだ。

「家の中に侵入者が二人もいる。恐きよう怖ふを感じた彼は間かん一いつ髪ぱつ外へ逃げたところ──こいつら二人に後頭部を強打されたんだっ！」

　かつ、かつ、かつ──ピタ。ハルナは立ち止まり、びしっと指さす。

　そこにいたのはアンダーソンくんと織戸だ。

「違うす」

　小さく否定するアンダーソンくん。

「俺がどうやって「うんこは黙だまってろ」」

　言葉をハルナに遮さえぎられ、しゅんとする織戸。

「火傷、注射。これらはただの時じ間かん稼かせぎでしかなかったんだ。彼を事故に見せかけて殺す準備をするためのね」

「証拠はあるのかい？」

「実は、それがないのが問題なんだ。一応、あんたが全体重を乗せた一いち撃げきを加えないと、これほどのダメージは負わないってのが根こん拠きよではあるんだけど」

「はっはっは。だったら俺「くせえからうんこは口閉じてろって言ってんだろ！」」

　ハルナに怒おこられ、織戸はうずくまって泣いた。

「実に巧こう妙みような手だ。まるでピタゴラスイッチのように、彼の行動を予測している。だが、それは逆に、計画的で、殺意を持った犯行であることを証明している」

「俺には彼を殺す動機がないでうす」

　アンダーソンくんは欧おう米べい風のリアクションで両手を上げる。

「そう──あんたはトドメを刺さしたが、主犯じゃない。全てを計画した、真犯人。それは──あんただっ！」

　そしてハルナは、とうとう最後の一人を指さした。

「……私が……何をしたって言うんですか」

　顔を赤く染めた平松が、涙なみだ目めで小さく返す。

「あたしはここに来る前、別件の殺しを捜そう査さしてましてね。そう──あんたの母親の事件だ。このバカは、あんたの母親を騙だまし、挙げ句殺害したクソ野や郎ろうなんだ」

「でも彼女は何も「真のクソ野郎はいい加減黙れよな！」」

　織戸はそれを最後に、もう口を開くことはなかった。

「あんたの母親は優やさしく、あんた自身も優しい甲こう殻かく類るいだ。あんたたちのために、こいつらはみんな頑がん張ばった。あんたに、容疑が掛かからないように。それが──動機だ」

「……全て……あなたの言うとおりです」

　平松は観念し、溜ため息いき交じりに言った。

「ちょっと！　いいの？」

　三原が食い下がる。ハルナは確たる証拠もなしに言っているんだ。まだ、誤ご魔ま化かすことは出来るはず。

「あたしはね、こう思うんだ。罪を犯おかした奴やつは罰ばつせられるべきであると。では、罪を罰した人間に、罪はあるのか？　──そこに罪があっては、泣き寝ね入いりするしかない」

「こいつは、殺されて当然だった。そうだろ！」

　友紀が振りを大きくして、俺を何度も指さした。

　というかもう、直接俺の背中をぐっさぐっさと刺していた。

「あたしもそう思う。それだけの罪を、彼は犯した。そこで、みんなに相談したいんだ」

「相談？」アンダーソンくんは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「だからな、あたしはこれから署に帰り、報告書を出そうと思うんだ。でも──これを、ただの滑すべって転んで、石に頭を打っただけの事故と書くか。それとも、この複雑に絡からみ合った面めん倒どう臭くさい複数犯による計画殺さつ猿えんと書くか──あたしは今悩なやんでいる。そして、それをあなたに、決めて欲しい」

　ハルナは切ない瞳ひとみで、平松を見る。

「探偵さん……か……刑けい事じさん」

　突然ハルナが路線変へん更こうして刑事になったもんだから、平松は少し戸惑いながらも続ける。

「……この事件は……事故です……事故……だったんです」

　平松は赤く染めた顔を両手で覆おおいながら、泣き崩くずれた。

「わかりました。では、あたしはそう報告しましょう。ちっぽけな良心と戦いながら」

　そう言いながら、ハルナはくるりと背を向け、緞どん帳ちようが下りる。

　そして、講堂にアナウンスが流れる。

「ただいまをもちまして、創そう遊ゆう学園のお兄さん、お姉さん方による『オリエント急行風・さるかに合戦後』を終しゆう了りよう致いたします」

　まばらな拍はく手しゆが、緞帳の外から聞こえてくる中、俺は立ち上がり、はあと溜息を吐つく。

「なあハルナ。保育園の小さなお友達に見せる演劇にしては、難しすぎたんじゃないか？」

「いいんじゃない？　どうせ、何をやっても理解出来ないだろうし」

　殺された猿さる──相あい川かわ。

　名探偵系名刑事──ハルナ。

　親を殺されたカニ──平松。

　燃える栗くり──三原。

　忍び寄るハチ──吉よし田だ。

　トドメを刺したウス──下しも村むら。

　うんこ──織戸。

　以上でお送りしました。




　　　　※




　女子と一いつ緒しよにシャワーを浴びることはいかがなモノかと考えていると──

「あ」と、平松が顔を青くした。

「どうかしたのか？」

　珍めずらしく「しまった」という表情を見せた平松に、俺はドキドキしながら聞き返す。

　俺と一緒にシャワーなんか浴びたくないなんて、思われたんじゃなかろうか。

「そうだよな。男と一緒にシャワーなんて──」

「あ……うん……そのことじゃなくて──メモが……」

　メモ？

　平松はずっと手に持っていたメモを俺に見せる。

　そのメモの文面は、読み取れないほどに汚よごれていた。

　火球が掠かすったのだろうか。焼け焦こげるってほどでもないが、もう使い物にはならないだろう。

　もし俺がゾンビのままだったら、一いつ瞬しゆんで燃え尽つきるほどの火球を放たれていたろう。

　平松がいたこともあってか、燃えない火球に手加減はしてくれていたようだが、思ったよりも事態は深刻だ。

　今までやってきたことは、なんなんだろう。

　まさに言葉通り、水すい泡ほうに帰した訳だ。

　もう一度聞いて回る？　くそ。ここに来て、織戸を探していた時間が勿もつ体たいない。

　もう春はる奈なにオーダーしないと、作る時間がないじゃないか。

　春奈にどやされるのは勘かん弁べん願いたい。

　それに、俺は春奈に女王の資質を身に付けて貰もらいたい。

　あいつの作るヴィリエを見てみたいんだ。

　国民の言葉を聞き、その要望に応こたえるリーダー。

　春奈だったらなれる。出来るはず。

　だが、国民が声を届けなければ、どうにもならん。

　俺が意い気き消しよう沈ちんしていると、平松がそっと肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……相川くん」

「平松？」

「鯖さばの味み噌そ煮に定食、卵焼き御ご膳ぜん、麻マー婆ボー定食、焼き肉定食、回鍋肉ホイコーロー定食三つ、刺さし身み定食マグロ多め、仔こ牛うし、サイコロステーキをミディアムレア、サーロインステーキ、フィレステーキ、卵とじ牛ぎゆう丼どん、普ふ通つうの牛丼、ケバブ丼の中ちゆう辛から、天てん津しん飯はん、鉄火丼、親子丼、カツ丼、月見とろろ蕎そ麦ば、鍋なべ焼やきうどんにかやくご飯、カルパッチョ、チキン南なん蛮ばん二つ、クリームシチュー二つ、ロールキャベツ二つ、豚ぶたキムチ、ナポリタン、麻婆豆どう腐ふ、牛一〇〇％ハンバーグ、グラタン……ご飯大盛りは二つだよ」

　………………え？

「もしかして、全部覚えてるのか？」

　俺は啞あ然ぜんとしていた。

「覚えようとしてた訳じゃないから……間違っていたら……申し訳ないけど」

　少し自信が無さそうだが──

「いや、お前を信じるさ」

　俺は笑え顔がおを向ける。

　いやあ、平松が手伝うと言ってくれなかったら、今いま頃ごろ俺は正座したまま海に沈しずめられていただろう。

「もう時間も時間だし、平松。シャワーを浴びたら春奈にオーダーを頼たのむ」

　俺はそう言いながら、平松を残してシャワールームの入り口へ。

「……相川くんは？」

「ちょっと、あと一人聞いてない奴がいるから、それだけ聞いてこようかなと」

「織戸くん以外で……だよね？」

　誰だれなんだろうと思案に暮れる。

　まあ、俺が曖あい昧まいな言い方をしてるから悪いんだが。

「それに、メモが無い以上、俺が春奈のところへ行っても意味が無い。ショウガ焼きと回鍋肉が三つあったぐらいしか覚えてないからな」

「うん……じゃあまたあとでね」

　手を振ふる平松を残し、シャワールームを後にする。

　俺は汚れたままだが、やっぱり一緒にシャワーを浴びるってのは出来ないね。

　そして俺が向かった先にいたのは──リリアだ。

　まあリリアは一緒に住んでる訳でもないんだが、どうせ監かん視ししなきゃだし、だったら一緒にいた方がいい。断られるかも知れないが、聞くだけ聞いてみるか。

　リリアはライオンのぬいぐるみっぽい兵器『ふうりんかにゃん』と水みず鉄でつ砲ぽうで撃うち合いをしていた。

　砂の上を転がったり、海に入ったり。フィールドを広く使って楽しんでいた。

「おーい」

　俺は声を掛けながら近づく。

　が──ぶしゅーっと『ふうりんかにゃん』に水を掛けられた。

　俺のことが、嫌きらいなんだろう。

「ご、ごめんなさい。大丈夫ですか？」

　水着姿の可愛らしいリリアがぺこぺこと頭を下げながらやってくる。

「うん。ちょっと水圧が市し販はんのモノより強力だったけど、大丈夫」

　手で濡ぬれた顔面をさっと拭ふいて、リリアに笑顔を向けた。

「良かったです。──ところで、何か用ですか？」

　女王の座を退いたリリアだったが、落ち込んでいる様子はなく、むしろ明るくなったような気がする。

　この世界には何度も旅行に来ていて、その度たびにこうして俺たちが監視をしているんだが、特に事件を起こす様子はなく、むしろ常に事件を起こすのは春奈の方だったりする。

「いや、大したことでもないんだが、良かったら夕食を一緒にどうかなって」

　早さつ速そく本題に入る。断られるかもしれないが、そのときはそのときだ。

「ホントですか！　ごめんなさい。私なんか誘さそって頂いて」

　リリアは嬉うれしそうに言う。良かった。断るつもりはなさそうだ。

「そこで、何が食べたいかを聞いて回ってるんだが」

「……んー。悩みますねぇ」

「この世界で色々食べたろうけど、美お味いしかったモノとかもう一度食べたいモノとかさ」

「ふうりんかにゃんは何かある？」

「ミャーン」ライオンのぬいぐるみはびしっと手を挙げる。

「ポークジンジャーだそうです」

「ポーク……豚のショウガ焼きか」

　さすがライオン。肉食だな。

「私が家で作っても美味しかったんですよぉ。凄すごい料理です」

　ショウガ焼きを失敗する奴やつなんてほとんどいないよな。

　シンプルだからこそ、プロが作れば違ちがいが出る。春奈が作ればめちゃめちゃ美う味まそうだ。

　これでもう用事は終わったのだが──俺は前々から気になっていたことをリリアに聞こうと決意する。

　これを聞いてしまうと、もしかしたらまた戦争になるんじゃないかと不安だったこと。

　でも、今のリリアを見ていると、その心配はなさそうだから。

　だから、俺は聞いてみることにしたんだ。




「なあ、どうして──政権を取り戻もどさなかったんだ？」




　リリアは女王の座を大先生率いる新政府によって奪うばわれた。が、『ふうりんかにゃん』を以もつてすれば、いつでも取り戻すことができるはずだ。

　ヴィリエどころか、この世界すら、掌しよう握あく出来るだろう。だからこそ、その動向を監視しているわけだが──どうもリリアにはその気がないように思える。

「私には……女王の資質が足りなかったからです」

「あー、その質問をしてなかった。リリアにとって、資質ってのは何なんだ？」

「武力──ではなかったみたいです。私の考えでは……納なつ得とくして貰えないようですね。だから、私こう思ったんです。──じゃあ、民主主義って奴をやってみろって」

　リリアのやってきたことが正しいとは思えない。

　それが、新政府の答えだろう。

　リリアはそれを否定しなかった。国を奪だつ還かんしたとして、またクーデターが起こる。

　新政府の考えが変わるまで、リリアは運営を任せるということなんだろう。

「……アリエルだって、正しい資質はないと思います」

「でも、その資質っていう答えには辿たどり着いたんだろ？　春奈に女王の資質は誰もが持ってるものだって助言したそうじゃないか」

　ぶしゅー。

　急に、リリアは水を顔面に掛かけてきた。

「ごめんなさい。──答えを知りたかったら、私に勝って下さいね？」

　リリアはそう言って、笑顔を見せる。

　魔ま装そう少女らしいね。

　リリアは自分の持っていたムガンダのムービーライフル的な水鉄砲を俺に渡わたし、ふうりんかにゃんから水鉄砲を受け取った。

「じゃあ、背中あわせに三歩進んだらスタートです」

　早はや撃うちの勝負か。やったことねえな。

「西部劇みたいだな。映画でも見たのか？」

「あれって、『時代劇』じゃないんです？」

「……まあ、似たようなもんだね」

　俺はリリアに背を向けて、数を数える。

「一、二、三──」

　振り向いてすぐに射しや撃げき。リリアの姿を確かく認にんするよりも、撃つことを優先した。

　そのおかげか、リリアはまだ背中を向けたまま射撃体勢には入っておらず、早撃ちは俺の勝利──と思ってたら、ぶしゅーっと顔射された。

「わぁい。私の勝ちですね！　ごめんなさい」

「おいリリア」

「はい？」

「避さけるのってアリなのか？」

「なしなんですか？」

「…………まあいいや」

　リリアは背中を向けたまま、さっと横に飛びつつ身体からだをこちらに向けながら俺を撃ってきたんだ。

　当然、俺の早撃ちは空むなしく空を切り、砂をちょっと濡らしては、乾かわいていく。

「リベンジ、成功です」

　ふふっと小さく笑ったリリアに、不意打ちで水を掛ける。

「さらにリベンジだ」

「あー、やりましたね！　卑ひ怯きようですよ！　えい！」

　こうして、掛け合いが始まった。

　まあ、リリアは途と中ちゆうから魔法をふんだんに活用して、全方位からレーザー的なモノで攻こう撃げきもしてきたんだが──楽しかった。

　俺はずっと、リリアが気になってたんだ。

　俺のせいで、女王の座を大先生に奪われたんだから、俺を恨うらんでいるだろうし、落ち込んでいるだろう。

　でも、そんなのは俺の思い過ごしで、リリアはそんなこと、気にしてなかったんだ。







　夜になり、シャワーを浴びて着き替がえをすまし、食堂へ行くと、みんな席に着いていた。

「じゃあ、あたしが今からあんたら愚ぐ民みん共のために料理を振る舞まってやる！」

　演説をする政治家のように、マイクを片手に春奈が叫さけぶ。

　それほど大きい声を出さなくても、みんな聞く態勢になってたんだがな。

「なのでソーシャルネットワーキングサービスを活用している皆みなさんは、あたしのことを絶賛するように！」

　逆に炎えん上じようさせてやりたい。と思いながらも、俺は友紀の隣となりに座る。

　まあどこでも良かったんだが、近かったし空いてたからな。

　あれ？　平松の姿が見えないな。

　次から次へと運ばれてくる料理。

　あ、平松は配はい膳ぜんしてたのか。もしかしたら、春奈と一いつ緒しよに料理もしていたのかもな。

　……俺がリリアと遊んでいる内に。

　なんだろう……凄く……俺がぐうたらで粗そ悪あくな存在に思える。

「よーし、全員行き渡ったな！」

　腰こしに手を当てた春奈は、ピンク色のエプロンをふぁさっと脱ぬぎ去った。

　俺は、手を挙げる。

「来てないっす」

　もう一人、手を挙げた人物がいた。

　織戸だ。

「オーダーしてないじゃん」

　けろっと春奈が言い放った。

　……………………ほんとだっ！　俺、オーダーしてないっ！

　すっかり忘れていた。

　自分の分を。

　織戸は見つからなかったんだから仕方が無いが、頰ほおにいくつものビンタされた痕あとがあるから、まあナンパかセクハラに勤いそしんでいたのだろう。

　どこでやってたのかね。

「そんなこともあろうかと──あぶれた方々にはカレーがありますよ」

　セラが笑え顔がおで寸ずん胴どうを持ってきた。

　笑顔で──か。それはつまり──

「お前が作ったカレーだよな？」

「当然です」

「それは最も早はや、カレーではないっ！」

「ええ。インドのカリーと日本のカレーは別物と呼べるでしょうね」

「何カレーなんだ？」

「ボンっ！　カレーです」

「ボンっ！　の音が大きすぎるよっ！　それ絶対爆ばく発はつ音じゃーん。北ほく斗との拳けんとかでよく見る奴じゃーん」

「飲み物もありますよ？」

「どんな？」

「ポォンっ！　ジュースです」

「それもあれじゃーん。なんか破は裂れつしてんじゃーん。ミカンじゃない何かが破裂してるに決まってるじゃーん」

　そんなカレーしかないんだったら、ジュースしかないんだったら、飯などいらぬ！　愛などいらぬーっ！

　と心の中で叫んでいると、平松がやってきた。

　手には──ぷりんぷりんとした伊い勢せエビの刺さし身み！　しかも超ちようでけえ奴だ！

「え！　平松これ……」

「……相川くん……これじゃ……なかったの？」

「いや、うん。これでいい。いいんだけど──」

「よかった……直接聞いてからにしようかと思ったけど……」

　俺はリリアと遊んでたからな。

「じゃあ全員、食べろ！　そしてあたしを絶賛しろ！　にゃははははっ！」

「「いただきまーす」」

　全員がそれを口に運び、そして驚おどろきおののいた。

　これは──この味は──美う味ますぎる。と。

　味には好みがある。料理人は自分の舌が信じる味を出す。春奈の味付けは、ここにいる多種多様な人間たち全員を満足させる味だった。

「これが……女王の味……」

　誰だれかがぼそりと呟つぶやいた。すると──

「はい今いいこと言った！　いいこと入りましたーっ！　この味が出せんと、女王にはなれん！」

　春奈がアホ毛をびよんびよんさせて愉ゆ快かいに笑う。

「あれ？　これ──春奈が本当に作ったのか？」

　そんな中で、俺は伊勢エビを特製ソースで食べていたんだが──違ちがう。

　俺には分かるんだ。このソースは、『美味すぎない』。俺好みの、ちょうどいい味だ。

「……それ……私が作ったんだけど……やっぱり口に合わなかったかな？」

　申し訳なさそうに、エプロン姿の平松が言う。

「いや、めちゃくちゃ美味いよ」

「お、どれどれ～」

　友紀が俺のソースを盗ぬすみ食いする。

「んー。まあまあって感じかなー」

「……ユキちゃんは……こっちのソース……使ってみて」

　と、また別のソースを友紀に渡す。

「うんめええええ！　何これ！　超うめえ！」

「お、どれどれ」

　今度は俺が、友紀の食べたソースで食べてみるが──うん、まあまあって感じだな。

　そこで俺は気付いた。

　春奈は、自分の信じる味を、万ばん人にんが愛する味を提供した。

　だが、平松は俺や友紀が個人的に美味いと思うモノを提供した。

　俺にとって美味いモノが、友紀にとってはそうでもなく、逆もまた然しかり。

「あ……これ……織戸くんに」

　織戸には、カレー。それは、ボンっ！　カレーだったのだが──

「美味い……セラさん！　超美味いっす！」

　爆発……しないだと……

　吸血忍にん者じやの皆みなさんは一様に驚きを見せていた。

「ニトログリセリンは甘い味がすると説明しているのに、彼女が入れるなと頑かたくなに言いましてね。仕方なく味を変えたのです」

　平松、君はなんて偉い業ぎようを成し遂とげたんだ。

　感動が嵐あらしのように巻き起こり、静まり返る中、リリアがこう呟いた。

「思いやり……ですね」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしだった。

「リリア。お前が出した女王の資質の答えって──」

　思いやり。そうか。民たみを思いやる心。慈じ愛あいの精神だったんだ。

　リリアはそれを持っていたからこそ、女王になり、そしてそれが不足していたから女王の座を奪うばわれたと考えている。

「なるほどぉ……ヴィリエを統治する人間はぁ、力ではなく優やさしさが必要なんですねぇ。私も同感ですぅ」

　大先生もリリアに共感していた。

「だったら、平松は資格あるんじゃねえの？」

　そう言ったのは、なんと織戸だった。

「資格どころか、最も適していると言える」

　ぼそりと呟いたのは、優ゆうだった。お前も当てはまると俺は思うよ！

「ふむ。確かに、この薄うす気き味み悪わるいド外げ道どうスーパー変態と、クソダーリンの双そう方ほうを分け隔へだて無く接することが出来る人物は他ほかにはいない」

　なるほど、サラスの言うように、優は織戸のことを平松のようには扱あつかえないだろう。

　平松って子は、真の意味で、中立公平なんだ。

「じゃあ、新女王の誕生じゃねーか」

　友紀がぱちぱちと拍はく手しゆをする。

「へえ、出世する子だとは思ってたけどねー」

　三原は淡たん々たんと飯を食っていた。完全に蚊か帳やの外にいる。

「女王様！　新たな女王様の誕生じゃーっ！」

　ぞろぞろと魔ま装そう少女の面々が平松に殺さつ到とうし、胴上げをする。

　こうして、ヴィリエに新しい女王が誕生した。

「………………あたしはっっっ？」

　春奈は啞あ然ぜんとして、自分を指さしていたが、誰も春奈を見てはいない。

　まあ、春奈は次の女王でいいや。

　次の次でも、その次でも。──俺は、それまで春奈を支え続ければいいだけさ。







　あとがき




　えー、木き村むらです。これが、最終刊となります。いやー長かった。

　ここでダラダラと今までの感想を言おうかとも思ったのですが、あとがきが四ページしかないので、読者が知りたいであろう『一〇年後の予想』を書いていきたいと思います。

　エンドロールみたいなモノだとお考え下さい。




・デューヴァイス。

　小国の王から冥めい界かいを代表する存在へ。漫まん才ざいは諦あきらめて落語を始めるがそちらの才能はない。

・ネグレリア・ネビロス。

　書いていた同人誌が冥界で話題に。商業誌でも書き始めるが、連れん載さいより休載が多い。

・下しも村むらアンダーソン。

　ネグレリアのマネージャーとなる。しばしばゴーストライターをこなしつつ、社会人バスケで活かつ躍やくしている。

・メレンゲとドゥラーク。

　二人の能力を駆く使しして最強のラーメン店を経営。毎日行列が出来るため、歩あゆむたちは閉店時に食べさせて貰もらっている。

・クリス。

　ヴィリエの文化、教育を伝えられる貴重な教師がいるとして創そう遊ゆう学園は話題に。ついに日本人から魔ま法ほう使つかいが生まれることになる。

・リリア・リリス。

　世界中を飛び回り、最終的には歩の家を本ほん拠きよ地ちにして余生を過ごす。結局再び女王にはならなかった。

・大先生アリエル。

　民主主義を最も理想的な形で実現した後、トップの座を明け渡わたし、大臣職に就つく。

・京きよう子こ。

　歩に呪いを掛かけた件で減げん刑けいされ、刑けい期きを全まつとうして出てくる。当然のように相あい川かわ家へ。

・ハルナ。

　映画監かん督とく、バラエティー番組の司会者を経て、ついにヴィリエの女王となる。ワガママで自己中心的な部分は大臣職に就いたアリエルが上う手まくコントロールしている。

・彩あや香か。

　頭領の座をサラスバティに譲ゆずり、父親と共に引きこもりを満まん喫きつする。

・サラスバティ。

　卒業後、アイドル業を引退し、吸血忍にん者じやの頭領に。しかしまた創遊学園の一年生になり、永遠に女子高生を続ける。歩は知らないが、さりげなく婚こん姻いん届とどけを出し、受理されている。

・セラフィム。

　本当は歩と結ばれたいと思っていたが、今居る地位が家族の母親的立場なので満足している。

・三み原はらかなみ。

　アパレル関係の仕事に就く。言い寄ってくる男は多々いるが誰だれとも付き合わず、誰かの求きゆう婚こんを待っているようだ。

・織おり戸と闘莉王とうーりお。

　一〇年の間、ただひたすらに女子を追いかけ回す生活を送る。一〇一回目のプロポーズも失敗し、「こうなったら三原に告白してやろうか」と模も索さく中。

・平ひら松まつ妙たえ子こ。

　ヴィリエの連中に女王に奉たてまつられ、最初は断ろうかと思ったが、それが『歩の住む世界』として了りよう承しようし、ヴィリエの民主主義化に貢こう献けんする。今も絶賛『歩の世界』にいる。

・メイル・シュトローム。

　ハルナによって永久機関及および魔ま装そう兵器から解放される。それによって歩との接点がなくなることを懸け念ねんしていたが、今では一いつ緒しよに住むことに。

・相川歩。

　次から次へと枚挙にいとまなくやってくる新しい『家族』たちを全すべて受け入れる内、大家族に。ごく普ふ通つうの大学に行き、ごく普通の会社に就職する、ごく普通のサラリーマン。

　しかし、職場ではこう噂うわさされている。──『奥様は魔ま女じよ』と。

・ユークリウッド・ヘルサイズ。

　全ての能力を失い、そして感情を取り戻もどす。

　数々のライバルとの歩争そう奪だつ戦せんを制し、毎回なんだかんだで優勝するのだが、未いまだ結ばれてはいない。

　その一方で、他の女性たちからは「他の女ならあれだけどユーが歩の奥さんになるならば納なつ得とく出来る」と思われている。




　こんな感じでしょうか。最後の謝辞は、特定の誰かに言うものじゃないでしょう。この文章を見ている人全てに──ありがとう。
















　　初出


プロローグ　海開き、始めました

　　　　　　書き下ろし




第一話　はい、季節の宇宙生物だす

　　　　ドラゴンマガジン２０１０年７月号ふろく

第二話　はい、１５０センチの蚊です

　　　　ドラゴンマガジン２０１２年11月号

第三話　はい、女子高生です

　　　　ドラゴンマガジン２０１１年９月号ふろく

第四話　はい、子供は真似しちゃいけません。

　　　　ドラゴンマガジン２０１２年９月号ふろく




エピローグ　はい、甲殻類は狡猾です。

　　　　　　書き下ろし




　　　　※第一話～第四話　掲載された原稿を加筆修正して収録


















特別付録

　はい、価値は見えてます




















　皆みなさんこんばんは。ゾンビこと相あい川かわです。さて、皆さんは意地になることはありますか？

「むかつくむかつくむかつくーっ！」

「残念。三み原はらさん、ぼっしゅーとです」

　人は誰だれしも、絶対負けたくない相手が存在する。そこに、意地が発生してしまう。

「次は絶対勝ってやるから」

「またのご来店、お待ちしてやーす」

　いつもは意地を張られる側だとしても、そいつにだって意地を張る相手がいる。

　意地の張り合い。

　今回は、そんな話──









　ある日の放課後に突とつ然ぜん──

「仇かたきを取って欲しいんだけど……」

　と相談されたのは意外だった。

　何な故ぜなら、その相手は俺の天敵である三原かなみ。

　隣となりのクラスからわざわざ、バスケ部にも寄らずやってきたのだから、驚おどろくしかなかった。

　ギャル風で今時の女子高生は、いつものように高圧的な態度で俺に頼たのみ事をしてきた。

「いきなりどうしたんだ？」

「織おり戸とに、金を取られたの」

　織戸というのは、クソ気持ち悪いクラスメイトで、三日に一度ぐらいのペースで気持ち悪い企くわだてをする。

　しかし、その気持ち悪さは基本的にというか全部がエロに関してのこと。あいつが金を奪うばうなんて、俺には想像出来なかった。

「何があった？」

「実は……」

　ゾンビである俺は、今まで様々な事件に関かかわってきたし、相談も受けてきた。

　だが、こんなことは初めてだった。







　そんなこんなで日曜日。

　珍めずらしい相談を受けた俺は、当の本人である三原ともう一人、同じく三原から相談を受けた少女を連れて、街の体育館へやってきた。

　街の体育館は毎日ローテーションを組んで使っているのだが、日曜日は一いつ般ぱんの人間が使っていい日だ。

　体育館の半分はママさんバレーの練習に使われていた。

　俺たちはバスケットコート一つ分ほどのスペースに立っていた。

「何をするんだ？　サッカーがしたい気分だぜ！」

　何故かマイ・サッカーボールを持った、少年のような少女。

　髪かみの毛は短く、短パンにＴシャツ一枚とニーソックスというラフな格好だ。ピチＴによって押し込められた胸は、恐おそらくＴシャツをめくり上げるとぶるんと飛び出す隠かくれ巨きよ乳にゆうの少女、友ゆ紀きだ。

「おいでませ！　織戸ランドへようこそ！」

　体育館の奥で、タキシードの男が待っていた。

　よほどの金持ちでもそんな格好はしないだろうよ。

　ツンツン頭の髪型に、メガネが特とく徴ちようのごく平へい凡ぼんな男子高校生、織戸。

「リベンジよ」

　織戸の顔を見るや、三原は目をナイフのように細めた。

　三原の格好は、チュニックワンピースにハイソックス。

　地味に俺好みの格好だった。別に三原のことなんか、なんとも思ってないけどな。

「この織戸ランドが楽しすぎて、仕方が無いんだな」

　織戸ランドというモノがどういうモノなのか、未いまだ謎なぞである。

　だが、一度三原はこの織戸ランドを体験し、そして、金を奪われたのだということだけは分かっていた。

「いいから、さっさと始めなさいよ」

　このイライラ顔を見て、どう楽しすぎるのか、謎である。

「じゃあ、まずは景品をお選び下さい」

　と言いながら、織戸はなにやらチラシカタログを出してきた。

　そこには、ハワイ旅行券やら、ゲーム機、テレビやネコのぬいぐるみ。トランプに抱だき枕まくらと様々な商品がある。どうやら、通つう販はんカタログのようだ。

　三原が選んだのは──

「一〇万円」

　現金かよ！　こんなに一いつ杯ぱいあるのに、全部無視かよっ！

「わかりました！　では、ぐるぐるバット対決ぅーっ！　参加費一〇〇〇円頂きます」

　おい、大声出すなよ！　ママさんバレーの方々がこっちを見てるから！　恥ずかしいから！　っていうかなんで敬語なんだよ！　ウザいよ！　織戸は普ふ段だんからウザいけども！

　そして、俺は理解した。つまり、織戸ランドとはこういうことなのだ。

　商品を選び、織戸と対決して、勝てばそれを貰もらえる。

　簡単なことだ。

　ただ、負ければ参加費の一〇〇〇円は返ってこないだろう。

　参加費を払はらうだけ払って、一度も勝てなかった。

　三原が織戸に金を取られたというのは、そういうことか。

　だったら、話は早い。勝てば良いのだ。──俺が。

　三原と織戸はおもちゃのバットを持つ。

「はい、い〜ち、に〜い、さ〜ん……」

　友紀が数えるのと同時に、バットをおでこに付け、ぐるぐると回る。

　十回回まわると、二人は走り出す。

　体育館の壁かべから壁へ、三〇メートルほどの距きよ離り。

　その距離を、織戸は駆かけ抜ぬけた。

　スプリンターのような速さで。

　三原は三半規管をやられてしまい、その場でくるくる回転した挙げ句、ばたりと倒たおれてしまっていた。

　パンツは、黒地にピンクだった。

「はい、私の勝ちです」

　爽さわやかな笑え顔がおをしながらこちらへと戻もどってくる織戸。なんで敬語やねん。織戸ランドの支配人になったときは敬語を使うというキャラ付けなのだろうか。それならば今日は一いつ貫かんして敬語で通して欲しいモノだ。

「すげー。普通にすげーじゃねえか織戸」

　友紀は敵も味方も関係なく、凄すごいモノは凄いと言える女の子だ。織戸の背中をばんばんと叩たたきながら絶賛した。

　俺も内心では尊敬していた。彼はダウンタウン浜田やバナナマン日村のように、目が回らない人間なのだ。いるんだよなー。そういう奴やつって。

　さすが一〇万円を賭かけた勝負。織戸の最も自信のあるゲームがこれなのだろう。

　この分野では、さすがの俺も勝てない可能性がある。ゾンビだって目は回るからな。

「で、今気付いたんだけど、なんで相川がいるんだ？」

　指をさすな。織戸のくせに。っていうか気付いたの今かよ！　お前は本当に女にしか興味がないんだな。

「助すけっ人とよ」

　短く三原が答えた。織戸とは正反対で、目が回るのに弱いのだろう。とても気持ち悪そうだ。

「なるほど。確かに強力な助っ人だと言うことは認めよう」

　織戸はにたぁと気持ち悪い笑みでこっちを見る。メガネを割ってやりたい気持ちを今は抑おさえておこう、あとで吠ほえ面づらかかせてやる。

「次はオレが相手だ！　このバールのようなモノを賭けていざ新城に醤しよう油ゆ！」

　いざ尋じん常じように勝負──だったような。尋常じゃない間ま違ちがえ方をしやがったな、友紀。

　って、バールのようなモノってなんだよ！　確定しろよ！　商品なんだったらよ！

「早くしゃみ対決ーっ！」

　織戸がまた大きな声を上げる。ママさんバレーの練習は今佳か境きように入っているようで、あまりこちらへは注目しなかった。

　まあ、注目するほどの競技じゃないからな。

　ティッシュでこよりを作る二人。

「じゃ、よーいスタート」

　ぱんと三原が手を打って、地味な勝負は始まった。

「あ〜」

「おぅ〜」

　バカみたいに口を開いて、こよりを鼻に突つっ込む二人。

　だが、出ない。

　何秒経たっても、一向に出ない。

「ユキ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　出てくるのは涙なみだばかりなので、ついつい心配してしまう三原。

「おい織戸、途と中ちゆうで替かわるのはアリなのか？」

　俺だって、さすがに心配だったので、聞いてみる。

「誰だれが相手だろうと、俺が負けることはあり得ない。ただし、参加費は追加してもらう」

「よし、友紀、俺と替われ」

　俺は一〇〇〇円を出しながら、友紀の肩かたをぽんぽんと叩いた。

「へへ……大丈夫だぜ。相川」

　にっこりと微笑ほほえむ友紀。健けな気げで、儚はかなげで、なんと可愛かわいらしい笑顔だろう。

　……鼻にティッシュを突っ込んでなければ。

　いいから替われと言おうとしたのだが──

「へぶしっ！」織戸がくしゃみをした。

「あー、負けちまったー。くしゅっ」

　残念だと肩を落とす友紀は、少し遅おくれてくしゃみをする。

　今のは勝てる勝負だったな。運が悪かったと言うべきか。　

「残念でしたー。次はどうしますかねぇ？」

「次は俺の番かな」

「いや、相川は助っ人だ。ここぞって時に使うもんなんだぜ」

　そうか。まあ、ヒーローは遅れてやってくるってね。

　つまり、次に商品を選ぶのは三原。

　腕うでを組んでむーっと考えてから──

「一〇万円」

　やっぱりそれかよ！　そこはもうブレていいよ！

「ぐるぐるバット対決〜っ！」

　どうやら、商品と対決は固定のようだ。

　あのぐるぐるバットは俺でも勝てる気がしない。

「待って。やっぱり──この……ぬいぐるみでいいわ。これなら簡単そうだし」

　そう言いながら、三原は少し頬ほおを染めていた。

　なんだかんだ言いつつ、結局本命はこれ。

　こいつは、ぬいぐるみに目が無いのだ。

　そこんところだけ、俺は可愛いと思う。素す直なおに。

　いや、三原がじゃなくて、チュニックがね？　うんうん。

「コーラ早飲み対決〜っ！」

　そう言いながら、織戸は近くにあったバッグから、一・五リットルペットボトルを取り出した。

　五〇〇ミリリットルの奴じゃなくてその大きさなんだ。

　きっと、これもこいつの得意種目なんだろうな。

「よーい、どん！」

　楽しげな友紀の声に合わせて、ぐっとラッパ飲みをする二人。

　ごきゅごきゅごきゅごきゅ……ぷはー。げぷ。

　勝者、織戸。

　早っ！　きんきんに冷えたカルピスでもそんなにがぶがぶいけねえよ！

　三原はほんの少ししか飲むことが出来ないでいた。

「はい、私の勝ちです」

　これでもかというどや顔で俺を見る。鬱うつ陶とうしいが、これも勝てる見込みのない勝負だな。

「次はオレだな！　じゃあ──オレもぬいぐるみで！」

　一・五リットルのペットボトルを友紀に渡わたす織戸。

　そのメガネの向こうにある瞳ひとみは、おどおどしていた。

　三原は織戸の引きつった顔を見て、腹を抱かかえて笑っている。

　いいぞ、友紀。さすがに、三リットルはきついだろう。コーラで連続攻こう撃げきは正解だ。

「よーい、どん」

　ごきゅ……ごきゅ……ごきゅ……

「うっぷ」

　結構限界っぽいーっ！　そりゃあ、三リットルはきついよな。コーラだし。

　だが、それは友紀も同じだった。

　これが豚とん骨こつラーメンのスープとかだったら、恐らく織戸より早く飲み干すだろうが、友紀は休み休みしながら、一生懸けん命めいペットボトルを傾かたむけていく。

「ユキ、大丈夫？　助っ人頼む？」

　俺は三原の言葉に、しゅっしゅっとシャドーボクシングで体を温める。

　いつでも……いけるぜ？　ちらりと友紀に目配せをする。

「いや……大丈夫だぜ」

　………………そっか。

「うっしゃーっ！　飲みきったぜ！」

　さすが友紀。きついながらも、コーラを飲みきってしまう。さすがの織戸も、二回目は勝てなかったのだ。

　一〇秒ほど遅れて飲みきった織戸は、げぷぅ〜と大きなげっぷをする。

　あれほど白かったタキシードが、コーラで汚よごれていた。

　こいつ、絶対全部飲んでないだろ。浴びるようにして誤ご魔ま化かしやがったな？

「今度こそ貰ったぜ？」

　勝ち誇ほこる友紀だが──

「いえ、私の勝ちです」

　勝ち誇る織戸。

「えー、なんでだよー」

「二回目は、早くげっぷした方が勝ち」

「先に言いなさいよ！」

　言いがかりに、三原が織戸の背中に蹴けりを入れた。

　三原の言う通りだな。そんなルールがあるんだったら、先に言うべきだ。これはただのいちゃもん。言い逃のがれだろう。

「かなみ。ルールなら仕方ないんじゃねえか」

　友紀が怒おこる三原の体を後ろから抱きしめて、何かを悟さとったような顔で宥なだめていた。

　お前のスポーツマンシップは間違ってる気がする。

「次は三原かなみさんですね？」

　支配人はもう次の勝負のことしか考えていないご様子だった。

「じゃあ……ハワイ旅行」

「腕うで相撲ずもう対決〜っ！」

　これは！　…………来たな。

　俺はウォーミングアップを始める。ゾンビである俺は怪かい力りきが使い放題。織戸なんざ、小指一本で十分。

　手首をストレッチしながら、その時を待つ。

　体育館に机がなかったので、寝ねそべった織戸と三原はがっしりと手を組む。

　ここで俺も寝そべれば、また三原の可愛いパンツが見えそうだったが、そんなことはどうでもいい。

「よーい、どん」

　友紀の言葉と共に、ぐっと三原は力を入れる。

　三原はバスケ部で毎日トレーニングに励はげんでいる。対して織戸はただの変態で、運動が得意という印象もない。

　だが、二人は『男と女』──どうしても、筋力には差が出てしまうものだ。

「替わろうか？」

　声を掛かける。俺だったら、一いつ瞬しゆんで終わらせてやるさ。

「……別に、いい」

　小さくため息を吐ついて、三原はわざと負けた。

「おーい。どうして負けちゃうんだよ〜。ぜってーいけたってのにー」

　友紀はこう見えて、アホ忍にん者じや。そこらの人間より、力はあるはずだ。だからこそ、腕相撲はチャンスに見えた。

「別に、ハワイ旅行なんていらないし、ここで助っ人を使うのは勿もつ体たいないわ」

　手首をくきくきさせながら、三原は首を横に振ふった。

　なるほど。それは一理あるな。

　ただ、俺は聞きたかった。

　俺という助っ人は、一回しか使えない訳なの？　そんなルール聞いてないから、きっと何回も使えるはずだよ！　そこんとこ、ヨロシク。

「さあ、織戸ランドも終しゆう盤ばんにさしかかって参りました」

　早えよ。コーラ攻撃のせいだな？　もう運動したくないんだな？　ちょっと寝そべって起き上がっただけで脇わき腹ばら痛くなってるんだな？

「よーし、じゃあこのマンボウ型綿棒一年分で！」

　友紀の宣言を聞いた織戸は、一瞬戸と惑まどった。

　戸惑ったが、織戸ランドを成立させるために、大声でタイトルコール。業界用語で『どなり』を入れる。

「ＰＫ対決〜っ！」

　躊躇ためらった理由が分かった。

　コーラ三リットル飲んだ状態で、ＰＫはきつそうだし、相手は友紀。マイ・サッカーボールを持参して、最初からサッカーかフットサルをする気だった訳だからな。

　ゴールはバスケットコートのエンドライン分。織戸は壁を背に、『スパイダーマン』の異名を持つ、元清し水みずエスパルスのシジマールが如ごとく、腰こしを落として両手を広げた。

「翼つばさくんは言っていた！　ボールは友達友達ぃ！」

　自分を奮い立たせる織戸。気合いは十分と言ったところだろうか。

「よーい、ドン」

　ばっすーん。

　友紀の放ったシュートは壁を叩いた。

　見る人が見れば、シュートの瞬間、友紀のバックに虎とらの姿を見たことだろう。

　剛ごう速球だった。

　ボールがブーメランに見えるほどのシュート。織戸は、それを思わず避よけてしまった。

「こんな友達いらない！」と叫さけんでいた。

「よっしゃーっ！」

　友紀は大げさなガッツポーズを取る。三原が抱きつくように飛びつく姿も、絶対に負けられない戦いがどうのこうののイメージにぴったりだった。

「今のはナシだわ」

　腰に手をやって、俯うつむき加減に織戸が言う。

「なんでよ」

　確実に負けていたのだから、当然三原も抗こう議ぎに出る。

　ずいっと詰つめ寄られる姿は、サッカーでよく見る審しん判ぱんと選手だ。

　ちなみに、俺はこれを見るたびに、もう映像判定でいいじゃん。どんだけ曖あい昧まいなルールなんだよこのスポーツ。と思ってしまうサッカー素人しろうとだ。

「普通、ＰＫ蹴る時は笛を鳴らすもんじゃん。よーいドンはおかしいんで無効です」

「先に言いなさいよ」

　三原はため息を吐く。

　ちょっと言われただけで認めてしまうところを見ると、こいつは織戸のことを好きなんじゃないかとニヤニヤ顔が止まらない。

「じゃあ、もう一回だな」

　友紀がボールをセットして──

「よーい、ピー」

　笛は用意してなかったので、三原が笛っぽい声でスタートの合図を送る。

　ばっすーん。

　壁に、ボールが叩きつけられた。

　またしても、織戸は逃にげてしまった。「ボールさんとはメル友にもなりたくない。もう口きいてやんないんだから！」とちょっとオカマ口調になっていた。

「よっしゃーっ！」

　両りよう膝ひざをついて、両手を挙げる友紀。よくコーナーポストで見る光景だ。

「いやいや、全然負けてないっす。今のはノーカン」

　やっぱり出た。悪あがきだーっ！

「なんでよ」

「俺がピーって言ってない。こっちのタイミングでさせて」

「先に言いなさいよ」

「だって俺、タキシードなんですよぉ？」

　動きにくいんだから、ハンデは当たり前だと言いたいのだろう。だが、それはお前が勝手に着てきたんだろうが。

「タキシードなら仕方ねえな」

　友紀さんは相変わらず潔いさぎよい。っていうか、この勝負、何回やっても友紀が勝つような気がしてならない。

　それは、誰もが分かっていた。なんなら、隣となりで練習しているママさんたちも分かっていただろう。それほどまでに、友紀のシュートは凶きよう悪あくだ。




「ここで助っ人を使おうと思う」




　そう言ったのは──織戸。

「お前の助っ人じゃねえよっっっっっ！」

　俺の大声に、ママさんバレーの方々がこちらを見て微笑ましそうに笑っていた。やーねー。若いわねー。そんな視線だ。

「とにかく、もう一回やりたまえ。トモノリ君」

　より紳しん士し的になった織戸。まあ、どうせ何回やっても変わらないだろうし、みんなやいやいと言わなくなった。

「仕方ねえな」

「よーい」三原の声の後、織戸は両手を広げて、深呼吸する。そのゴリラのような顔つきは、オリバーカーンを意識しているのだろうか。

「ピー」

　ばっすーん。

　やはり友紀の殺人ボールは、壁かべを叩たたいた。だが──俺はこの目ではっきりと見た。

　織戸は、触ふれたのだ。あの、忍者の蹴った剛速球に。

　それは、評価に値あたいする。

　だから……

「私の勝ちです」

　ファーストミットぐらい腫はれて大きくなった右手を隠かくしつつ、静かに勝ち誇る織戸。体全体が小刻みに震ふるえていた。

「なんでよ！　ゴールでしょ」

「枠わく外がい枠外」

　指をさせば、まあ微び妙みような位置だった。ラインギリギリだ。

　今回は、この言いがかりも、よしとしてあげたかった。敢かん闘とう賞しようと言うべきだろうか。

　だから、三原もそれ以上は言げん及きゆうしなかった。

「枠外なら仕方ねえな」

　友紀はさっきから、聞き分けが良すぎるよ！

「ざーんねーん！」

「ちょっ、待てよ」

　俺は、矢も盾たてもたまらず、織戸に声を掛ける。

「うわ。今時キムタクのモノマネなんて……」

　三原が引くのもとりあえずは無視。

「意識してた訳じゃないけど、聞いてくれ」

「どうしたんだ？　相川」

　友紀は少し心配そうに俺を見ていた。言ってやろう。ずっと言いたかったことをそのまま言ってやろう。

　俺は、自分に指を向けて、どうどうと詰きつ問もんする。

「俺、なんで呼ばれたの？」

「助っ人だけど？」

　しれっと返されたーっ！　この態度で、もう俺の思いは爆ばく発はつしてしまった。

「使えよ！　ずっとず〜っと待ってたよ！　実はやる気まんまんだったんだよ！」

「それは……全然気付かなかったわ」

「何もしないまま終わっちゃったよ！　俺何役だよ！　これをバラエティ番組と考えてみろよ！　俺、ずーっとワイプじゃねえか！　右上にずっと映ってるだけじゃねえか！　ひな壇だん芸人かっ！　ワイプ専用タレントかっ！　軍事評論家かーっ！」

「心配しなくて良いわ。相川は──最後の勝負のために呼んだんだから」

　三原が、不敵に笑う。

　お前……俺の出番をちゃんと……　

「最後の勝負はなんと、商品全部っ！」

　織戸は最も早はや、満身創そう痍いだった。

　全部を賭かけるなんて、気前がいいね。それほど難しい対決が行われるのだろうか。

「最後の対決は？」

　どきどきしながら聞いてみると──

「キス我が慢まん対決〜っ！」

　織戸はこの日一番の大声でそう言った。

「どういう対決なんだ？」

「私とキスをして、先に唇くちびるを離はなした方が負けです」

　なんという対決内容だっ！　三原も友紀も、頬ほおを真っ赤に染めて織戸を睨にらんでいる。

　いや、待て。なるほどそういうことか。

　やれやれ、全く。困ったもんだ。

　三原は以前にもここでいくつかの勝負を行い、そして言い掛かりを付けられて敗れたのだろう。そして、最後のこの勝負。この勝負で勝つために、俺を呼んだんだ。

　助っ人として呼ばれた以上、出来る限りのことはするが──それでも織戸とキスするのは……

「相川っ！　出番よっ！」

「ギブ」

「え！　助っ人なのに！」

「この勝負だけは無理だわ」

「あーいーかーわーっ！」

　三原はすがるように俺のシャツを掴んで引っ張るが、俺は澄ましたままだった。

「勝負しないのか？」

　メガネの向こうで、織戸の目がくりくりと丸くなっていた。

「うん、マジで無理」

　俺は、至極まっとうな意見を言った。出来ることと出来ないことがある。

「じゃあ三原さんは？」

「や、やるわけないでしょ！」　

「ノーコンテストっ！　織戸ランド終しゆう了りようです！」

　織戸は両手を大きく振る。どこかしらから、カンカンカンカンとゴングがなったような気がした。

「あーあ。ぐるぐるバット対決だったら勝てたんだけどなー。オレ、目が回らないように訓練受けてるし」

　両手を頭の後ろに回して、天てん井じようを仰あおぐ友紀。

「………………言えよっ！」

　俺は織戸よりも大きな声でツッコミを入れてしまった。

　この台詞せりふはずっと三原の役だったが、ついつい。

　友紀はアホなので、ルールが分かっていなかったんだ。

　選んだ商品で競技が変わることを。

　そして、一〇万円あればここにある商品をどれでも手に入れることが可能だという計算も出来なかったのだ。

　だが、勝てた。こいつが一〇万円を選んでいれば──

　そう思うと、言わざるを得なかったのだ。

「はーい残念でしたねー」

　それを含ふくめた上で、全すべて計算通り。と言いたげな織戸。

「きーっ！　次は絶対全商品を根こそぎ奪ってやるんだから！　覚えてなさいっ！　相川のボケ！」

　捨て台詞を吐いて、三原はどすどすと地じ団だん駄だを踏むような歩き方で体育館を後にする。

　そんな後ろ姿を見つめながら、俺は織戸に問いかけた。

「で、だ。どうしてこんな勝負をすることになったんだ？」

「あいつのバイト先、コスプレレストラン『スター☆リバー』は、定食のライスがおかわり自由なんだが──」

　友紀も三原も同じレストランでバイトをしているが、ここで言う『あいつ』は三原のことだろう。織戸は友紀のことをトモノリと言うし、三原とは幼おさな馴な染じみだからな。

「いい店じゃないか」

「あいつにおかわりを頼たのんだんだ。すみませーん。ご飯のおかわりお願いしまーす」

「すると？」

「舌打ちしながら、量は？　って冷たく言い放ってきた」

　三原らしいね。そんなことで怒おこる織戸でもないだろうに。いつものことだし。

「どうせ、またツンデレサービスでもやってたんだろ」

「やってねえよ！　素だよ！　普ふ段だんのアレだよ！　だから、こう言ってやったんだ。君のおっぱいぐらいで……」

「はあ？」俺はやっぱりかと呆あきれていた。どうせ、セクハラをしたんだろうとは思っていたが。

「で、だ。いざご飯のおかわりが来たんだが──こん〜もり盛られてたんだよっ！　ねえよ！　お前は並盛りだよ！　なんで超ちよう特盛りにしたんだよ！　二杯はい半ぐらいあったわ！　盛りすぎだよ！　ちゃんとした意味で盛ってんじゃねえよ！」

　飲んだ炭酸飲料が全すべてツバになって出てるんではないかと思うぐらいまくし立てられた。

「その話がなんなんだよ」

「自うぬ惚ぼれた女は、一発ガツンとしめてやらんと。どんな手を使ってでもな」

　だから、どんな勝負も頑かたくなに敗北を認めなかった訳か。

　いつも三原に、上からモノを言われていたからな。たまには、自分が上の立場になりたかったんだ。

　見み栄えの張り合いなんて、バカバカしい。ガキのすることだ。

　笑って無視することができる。それが大人。

　まあ、我慢できずにキムタクになってしまった俺が言えたギリじゃないな。

　夕暮れの太陽を見上げて、俺はまだ青春の中にいることを再さい確かく認にんしていた。















　　初出：ドラゴンマガジン２０１３年１月号

　　　　　（「はい、織戸ランドへようこそ。」を修正・改題）
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